
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
四
号

二
〇
〇
〇
年
三
月

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録

―
天
平
十
四
年

・
天
平
十
五
年
―

三

上

喜

孝

飯

田

剛

彦

一

は
じ
め
に

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
お
け
る
石
上
英

一
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、

こ
の
六
年
間
、
大
規
模
史
料
群
の
整
理
法

の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
正
倉
院
文
書

の
写
経
機
関
関
係
文
書
の
編
年
整
理
を
行

っ
て
き
た
。
本
目
録
は
、
そ
の
成
果
を

ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
号
で
は
、
前
号
の

「養
老
七
年
よ
り
天
平
十
年
ま
で
」
に
引
き
続
き
、
天
平

十
四
年
と
十
五
年
の
目
録
を
掲
載
す
る

(天
平
十

一
～
十
三
年
の
目
録
に
つ
い
て

は
、
次
号
以
降
に
掲
載

の
予
定
で
あ
る
)。
担
当
は
、
天
平
十
四
年
が
三
上
、
天

平
十
五
年
が
飯
田
で
あ
る
。
そ
の
内
容

・
文
責
は
、

一
切
担
当
者
に
あ
る
。

な
お
、
本
目
録
の
作
成

・
公
表
に
至
る
経
緯
、
本
目
録
の
め
ざ
す
目
的
な
ど
に

つ
い
て
は
、
前
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
に
は
、
階
層
性
を
も
た
せ
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
単
体
の
文
書
が
集

合
し
て

一
つ
の
継
文
を
構
成
し
て
い
る
場
合
、
継
文
ご
と
に

一
つ
の
番
号
を
立
て
、

さ
ら
に
そ
の
継
文
の
中
の
文
書
に
も
枝
番
号
を
付
し
て
い
る
。

・
文
書
名
は
、
『大
日
本
古
文
書
』

の
そ
れ
を
原
則
と
し
て
採
用
す
る
が
、
各
担

当
者
が
適
当
と
考
え
た
も

の
に
改
め
て
あ
る
場
合
が
あ
る
。

・
年
月
日
の
項
で
、
某
年
某
月
某
日
作
成
と
あ
る
の
は
、
そ
の
文
書
全
体

の
作
成

年
月
日
が
特
定
で
き
る
も
の
で
、
某
年
某
月
某
日
～
某
年
某
月
某
日
と
あ
る
の
は
、

作
成
年
月
日
は
特
定
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
記
載
対
象
年
月
日
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
(

)
を
付
し
た
も
の
は
推
定
。

・
作
成
ま
た
は
発
信
↓
受
信
で
は
、
案
文

の
場
合
に
も
、
皇
后
宮
職

(↓
図
書

寮
)
と
い
う
形
で
、
想
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
先
を
示
し
た
。
全
体
に

(

)
を

付
し
た
も
の
は
推
定
。

・
『大
日
本
古
文
書
』
(編
年
文
書
)
に
お
け
る
所
在
は
、
原
則
と
し
て
巻
数
と
頁

数
の
み
を
記
し
た
。
な
お
、
『大
日
本
古
文
書
』

(編
年
文
書
)
に
収
録
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は

「未
収
」
と
し
た
。
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'

・
文
書
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
S
＝
正
集
、
Z
＝
続
修
、
Z
K
＝
続
修
後
集
、
Z

B
＝
続
修
別
集
、
J
＝
塵
芥
、
Z
Z
＝
続
々
修
と
、
略
号
を
用

い
た
。
『正
倉
院

文
書
拾
遺
』
所
収
の
も
の
は

「拾
遺
」
と
し
た
。
断
簡
番
号
は
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
編

『正
倉
院
文
書
目
録
』
の
も

の
を
採
用
し
、
ま
だ
こ
の
番
号
が
付
さ
れ

て
い
な
い
続
々
修
な
ど
に
つ
い
て
は
、
写
真
帳
に
お
け
る
紙
数
を
、
〈

〉
で
示

し
た
。
ま
た
、
断
簡

の
接
続
が
推
定
に
よ
る
場
合
は

(接
続
カ
)
、
直
接
は
繋
が

ら
な
い
が
、
中
間
欠
で
の
接
続
が
推
定
さ
れ
る
場
合
は

(中
間
欠
デ
接
続
カ
)
と

の
記
載
を
挿
入
し
た
。

・
備
考
欄
に
は
、
端
裏
書
の
記
載
や
、
八
世
紀
当
時
や
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る

付
箋
の
情
報
な
ど
を
記
す
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
外
は
各
年
の
担
当
者
間
で
統

一
を

行

っ
て
い
な
い
。

三
-

一

天
平
十
四
年
の
写
経
事
業
の
概
観

天
平
十
四
年
に
行
わ
れ
た
写
経
事
業
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(1
)
五
月

一
日
経
の
書
写

(二
月
五
日
～
四
月
二
九
日
、
五
月

一
日
～
三
〇
日
、

六
月

一
日
～

二

月
三
〇
日
)。

(2
)
千
手
経

一
〇
〇
〇
巻

の
書
写

(
二
月
五
日
～
五
月
三
〇
日
、
六
月

一
日
～

一
一
月
二
九
日
)

(3
)
最
勝
王
経

一
〇
巻
の
書
写
。

(4
)
法
華
経
四
部
三
二
巻
、
薬
師
経

一
巻
、
観
音
経

一
巻
、
阿
弥
陀
経

一
巻
の

書
写

(二
月
)
。

(1
)
は
、
「
五
月

一
日
経
」
の
書
写
の
継
続
事
業
で
あ
る
。
十
二
月
十
三
日
に

は
五
月

一
日
経
の
書
写
が

一
段
落
し
、
書
き
上
げ
ら
れ
た
四
五
六

一
巻
が
秩
四
七

〇
枚
に
収
め
ら
れ
、
十
二
合
の
櫃
に
入

れ
ら
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
が
基
準
と
な

っ

て
経
巻
の
出
納
が
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

[皆
川

一
九
六
二
]
。

(2
)
は
、
天
平
十
三
年
六
月

二
三
日
か
ら
始
ま

っ
た
千
手
経

一
千
巻
書
写
の

継
続
事
業
で
あ
る

[栄
原

一
九
八
四
]
。

天
平
十
四
年
五
月
末
に
、
写
経
機
構
が

「福
寿
寺
写

一
切
経
所
」
か
ら

「金
光

明
寺
写

一
切
経
所
」

へ
と
改
称
す
る
。
こ
れ
は
、
光
明
皇
后
発
願
の
福
寿
寺
と
山

房

(金
鐘
山
房
)
を

一
体
化
し
、
大
和
国
分
寺
、
す
な
わ
ち
金
光
明
寺
と
し
た
こ

と
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る

[山
下

一
九
九
八
]
。

五
月
末
に
お
け
る
写
経
機
関
の
改
称
は
、
写
経
所
に
お
け
る
帳
簿
作
成
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。
天
平
十
四
年

の
手
実
帳
を
み
る
と
、

一
切
経
、
千
手
経
い
ず

れ
の
場
合
も
、
二
月
～
四
月
分
の
三
ヶ
月
分
の
作
業
量
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
整
理

が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
布
施
申
請
解
が
作
成
さ
れ
た
が
、
急
遽
五
月
分

の
手
実
が
追
加
さ
れ
、
最
終
的
に
は
五
月
分
も
合
算
し
た
形
で
の
布
施
申
請
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
五
月
末
に
福
寿
寺
写

一
切
経
所
か
ら
金
光
明

寺
写

一
切
経
所
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
福
寿
寺
写
経
所

の
も
と
で
行
わ

れ
た
仕
事
を
、
五
月
分
ま
で

一
括
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

[栄

原

一
九
八
五
]。

三
-

二

天
平
十
四
年
の
写
経
所
文
書
の
概
観

次
に
、
天
平
十
四
年
の
写
経
所
文
書
を
概
観
す
る
。
以
下
の
よ
う
な
文
書
が

残

っ
て
い
る
。
(

)
内
は
本
目
録
の
文
書
番
号
で
あ
る
。

〔
写

経

生

手

実

帳

〕

・
五
月

一
日
経

a
.

二
月

五

日
か

ら

四
月

二
九

日

ま

で

の
手

実

帳

(
1
-

1
)
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b

.
五

月

一
日

か

ら

五

月

三

〇

日

ま

で

の
手

実

帳

(
1
-

2
)

c
.
六

月

一
日

か

ら

=

月

三

〇

日

ま

で

の
手

実

帳

(
5
)

・

一
切

経

外

写

経

d

.

二
月

分

の
手

実

と

し

て
、

法

華

経

四
部

三

二
巻

、

薬

師

経

一
巻

、

観

音

経

一
巻

、

阿

弥

陀

経

一
巻

の
手

実

が
貼

り

継

が

れ

て
残

る
。

(
2
)

・
千

手

経

e
。

二
月

五

日

か

ら

五
月

三

〇

日
ま

で

の
手

実

帳

(
7
-

2
)

f

.
六

月

一
日

か

ら
七

月

二
九

日
ま

で

の
手

実

帳

(
8
-

2
)

9
.

一
〇
月

一
七

日

か

ら

一

一
月

二
九

日
ま

で

の
手

実

帳

(
8
-

2
)

f
と

9
は

同

じ
断

簡

か

[栄

原

一
九

八

四

]
。

以

上

の
手

実

帳

の
構

成

を

、
模

式

的

に
表

す

と

、

次

頁

の

図

の

よ
う

に
な

る
。

〔布

施

申

請

解

〕

・
福

寿
寺

写

一
切

経

所
解

h

,
六

月

三

日

付

、

一
切

経

(
a
,
b

.
d

.

の
手

実
帳

と

対
応

)

(
3
)

i

.
同

草

案

(
4
)

j

.
七

月

千

手

経

(
e
.

の
手

実

帳

と

対

応

)

(
7
-

1
)

・
金

光

明

寺

写

一
切

経

所

解

k

.

一
二
月

一
七

日

付

一
切

経

(
c
.

の
手

実

帳

と

対

応

)

(
6
)

1

.

一
二

月

八

日

付

千

手

経

(
f

.

9
.

の

手

実

帳

と

対

応

)

(
8
-

1

a
)

m
.
同

草

案

二
点

(
8
-

1

b
、

c
)

こ
の
う
ち
、
千
手
経
の
布
施
申
請
解
の
二
点

(七
月
、
十
二
月
)
は
、
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
手
実
帳
の
巻
首
に
貼
り
継
が
れ
、

一
つ
の
継
文
を
形
成
し
て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

〔筆
墨
申
請
、
筆
墨
充
帳
〕

(12
)

〔写
経
巻
数
記
録
〕
(13
)

〔装
満
紙
数
記
録
〕
(14
、
15
)

〔写
経
料
紙
進
送
注
文
〕
(16
～
18
)

〔充
紙
帳
〕
(19
、
20
)

〔写
経
巻
数

・
筆
墨
数
記
録
〕
(21
)

〔充
本
帳
〕
(22
)

〔充
装
漢
帳
〕
(23
)

〔経
巻
奉
請
文
〕
(24
)

〔欠
経
目
録
〕

(25
)

〔納
櫃
経
巻
目
録
〕
(26
、
27
)

〔納
櫃
本
経
検
定
注
文
井
出
入
帳
〕
(
28
～
34
)

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
「手
実
帳
」
と

「納
櫃
本
経
検
定
注
文
井
出
入
帳
」
を
と

り
あ
げ
、
若
干
検
討
し
て
お
き
た
い
。

三
-

三

天
平
十
四
年
手
実
帳
に

つ
い
て

天
平
十
四
年
は
、
五
月

一
日
経
、
千
手
経
な
ど
の
手
実
帳
が
比
較
的
良
好
に

残

っ
て
お
り
、
手
実
帳
の
形
成
過
程
を
知
る
上
で
有
効
な
史
料
群
と
な
る
。
こ
の
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五
月

一
日
経
手
実
帳
の
構
成

(2

～

5
月

分

)

八

1

八

1

八
5

八

310

八

12

八

16

八

18

八

55

端裏

書総計(
2

～
4

月)

2

月
分
集
計

経
師手

実

3

月
分
集
計

経
師
手
実

4
月
分
集
計

経
師
手
実

端
裏
書校生手
実

装
潰
注
文

端
裏
書5月分
集計

経師

手実

(続 々修1-1)

(
6
～

11
月

分

)

八

74

八

74

八
77

八.

86

八
94

八

104

八

104

八

107

端裏

書総計(
6

～
11

月)

端
裏書6～
7
月
分
集
計

経
師手

実

8
月
分
集
計

経
師
手
実

端
裏
書9月分
集計

経
師
手
実

端
裏
書10～11

月分

集
計

経師

手
実

装
潰充

経注

文

端裏

書校生手実

装潰

所解
は
集
計
用
紙
と

経
師
手
実

の
セ

ッ
ト

(続 々修1-2)

千
手
経
手
実
帳

の
構
成

(
2
～

5
月
分
)

八

107

端
裏
書

福
寿
寺
写
一
切
経
所
解

八
22

端
裏
書

総
計

(
2
～

4
月
)

八

22

2
月
分
集
計

経
師
手
実

八
28

3
月
分
集
計

経
師
手
実

八
34

4
月
分
集
計

経
師
手
実

八 八 八

403938

端
裏
書

校
生
手
実

装
潰
注
文

八

40

校
生
手
実

5
月
分
集
計

(続修別集49)(続 々1修7-3)

(6

～

11
月

分

)

八

150

八

67

八

140

八 八 八

146146145

端裏

書金光明寺

写一

切
経所

解

6
～
7
月
分
集
計

経
師
手
実

端
裏
書
(
10
～
11
月)11月分集計

経
師
手
実

校
生
手
実

装
漬
注
文

校生

手
実端裏書校生手実

(続 々修7-4)
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う
ち
、
千
手
経
の
手
実
帳
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
栄
原
永
遠
男
氏
の
詳
細
な
整
理

が
あ
る

[栄
原

一
九
八
四
、

一
九
八
五
]
。
ま
た
、

一
切
経
の
手
実
帳
に
関
し
て

は
、
近
年
、
石
上
英

一
氏
が
、
『大
日
本
古

文
書
』
入
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
一

切
経
井
疏
経
師
手
実
案
帳
」
(天
平
十
四
年
六
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
五
月

一
日

経
の
手
実
帳
、
八
-
七
四
～

一
〇
七
、
続
々
修

一
-
二
)
を
と
り
あ
げ
て
形
成
過

程
を
検
討
し
て
い
る

[石
上

一
九
九
八
]。

そ
こ
で
、
少
し
長
く
な
る
が
、
石
上

氏
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
石
上
氏
は
、
=

切
経
井
疏
経
師
手

実
案
帳
」
の
構
成
を
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
整
理
す
る

(適
宜
表
現
を
省
略
す
る
)
。

A
第

一
紙

総
首
題

(端
裏
書

v
)
「自
天
平
十
四
年
六
月

一
日
至
十

一
月
計
日

一
切
経
々
井
装
満
校

生
等
案
文
紙
」

「自
天
平
十
四
年
六
月

一
日
尽
十

一
月
計
日
写
奉

一
切
経
疏
」

B
第
二
紙

六
月

・
七
月
首
部
総
計

(端
裏
書

W
)
「以
天
平
十
四
年
六
月
至
七
月
八
月
廿
九
日
経
生
等

一
切
経
手

実
案
文
紙
」

「自
六
月

一
日
至
七
月
尽
写

一
切
経
」

C
第
三
紙
よ
り
第
八
紙

六
月

・
七
月
分

の
手
実
を
貼
り
継
ぐ
。

D
第
九
紙

八
月
首
部
総
計

「自
八
月

一
日
至
廿
九
日
写

一
切
経
」

E
第

一
〇
紙
よ
り
第
二
九
紙

八
月
分
の
手

実
を
貼
り
継
ぐ
。

F
第
三
〇
紙

九
月
首
部
総
計

(端
裏
書

x
)
「自
天
平
十
四
年
九
月

一
日
至
廿
九
日

一
切
経
々
生
等
手
実
案
文

紙
」

「奉
写

一
切
経
」

G
第
三

一
紙
よ
り
第
四
入
紙

九
月
分
の
手
実
を
貼
り
継
ぐ
。

H
第
四
九
紙

十

・
十

一
月
首
部
総
計

(端
裏
書

巴

「自
十
月
至
十

一
月
廿
九
日
写

一
切
経
手
実
案
文
」

「自
天
平
十
四
年
十
月

一
日
至
十

一
月
廿
九
日
写

一
切
経
」

1
第
五
〇
紙
よ
り
第
六
六
紙

十

・
十

一
月
分
の
手
実
を
貼
り
継
ぐ
。

J
第
六
七
紙

六
月
か
ら
十

一
月
の
装
横
充
経
注
文

(十

一
月
三
十
日
付
)

K
第
六
入
紙
よ
り
第
七
二
紙

六
月
～
十

一
月
分
の
校
生
手
実
を
貼
り
継
ぐ
。

(端
裏
書

z
)
「校
生

一
切
」

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
、
こ
の
手
実
帳
の
構
成
過
程
を
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
推
測
す
る

(適
宜
表
現
を
省
略
す
る
)
。

①
文
書
群
C
の
、
天
平
十
四
年
七
月
三
十
日
に
六

・
七
月
の
経
典
書
写
を
報
告
し

た
手
実
が
経
生
か
ら
提
出
さ
れ
る
。
手
実
は
川
原
人
成

・
韓
国
人
成
に
よ
り
点
検

さ
れ
貼
り
継
が
れ
て
継
文
と
さ
れ
、
表
紙
兼
集
計
注
文
B
が
首
に
貼
り
継
が
れ
、

六
月

・
七
月
手
実

(B
C
)
が
作
成
さ
れ
る
。

②
文
書
群
F
の
、
天
平
十
四
年
八
月
二
十
九
日
に
八
月
の
経
典
書
写
を
報
告
し
た

手
実
が
経
生
か
ら
提
出
さ
れ
る
。
手
実
は
川
原
人
成

・
韓
国
入
成
に
よ
り
点
検
さ

れ
貼
り
継
が
れ
て
継
文
と
さ
れ
、
表
紙
兼
集
計
注
文
D
が
首
に
貼
り
継
が
れ
、
入

月
手
実

(D
E
)
が
作
成
さ
れ
る
。

③
六
月

・
七
月
手
実

(B
C
)
と
八
月
手
実

(D
E
)
が
貼
り
継
が
れ
、
表
紙
B

に
端
裏
書

W
が
書
き
加
え
ら
れ
る
。

④
文
書
群
G
の
、
天
平
十
四
年
九
月
三
十
日
に
九
月
の
経
典
書
写
を
報
告
し
た
手

実
が
経
生
か
ら
提
出
さ
れ
る
。
手
実
は
韓
国
人
成
ら
に
よ
り
点
検
さ
れ
貼
り
継
が
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19、、

れ
て
継
文
と
さ
れ
、
表
紙
兼
集
計
注
文

F
が
首
に
貼
り
継
が
れ
、
九
月
手
実

(F

G
)
が
作
成
さ
れ
、
表
紙
F
に
端
裏
書

x
が
書
か
れ
る
。

⑤
文
書
群
1
の
、
天
平
十
四
年
十

一
月

二
十
九
日

・
三
十
日
に
十
月

・
十

一
月
の

経
典
書
写
を
報
告
し
た
手
実
が
経
生
か
ら
提
出
さ
れ
る
。
手
実
は
韓
国
人
成
ら
に

よ
り
点
検
さ
れ
貼
り
継
が
れ
て
継
文
と

さ
れ
、
表
紙
兼
集
計
注
文
H
が
首
に
貼
り

継
が
れ
、
十
月

・
十

一
月
手
実

(H
I
)
が
作
成
さ
れ
、
表
紙
H
に
端
裏
書

y
が

書
か
れ
る
。

⑥
文
書
群
K
の
校
生
手
実
が
、
韓
国
人
成
に
よ
り
点
検
さ
れ
貼
り
継
が
れ
て
継
文

と
さ
れ
、
端
裏
書

z
が
書
か
れ
る
。

⑦
装
漬
所
よ
り
天
平
十
四
年
十
二
月
六

日
の
装
漬
所
解

(L
)
が
提
出
さ
れ
る
。

⑧
十
二
月
六
日
以
降
に
、
六

・
七
月

・
八
月
経
生
手
実
継
文

(B
C
、
D
E
)、

九
月
経
生
手
実
継
文

(F
G
)
、
十

・
十

一
月
経
生
手
実
継
文

(H
I
)、
校
生
手

実
継
文

(K
)
、
装
漬
所
解

(L
)
が
継

が
れ
、
さ
ら
に
ー
と
K
の
間
に
装
漬
充

経
注
文

(J
)
が
挟
み
込
ま
れ
、
最
後

に
表
紙
兼
総
計
紙
A
が
首
に
取
り
付
け
ら

れ
、
端
裏
書

v
が
書
か
れ
て
、
天
平
十

四
年
自
六
月
至
十

一
月

一
切
経
経
生
等
手

実
の
継
文
が
完
成
す
る
。

か
く
し
て
石
上
氏
は
、
こ
の
手
実
帳

の
形
成
過
程
を
八
段
階
に
わ
た

っ
て
復
元

し
て
い
る
。

他
の
手
実
帳

の
場
合
に
お
い
て
も
、
多
少

の
違

い
は
あ
れ
、
お
お
む
ね
同
様
の

形
成
過
程
を
た
ど

つ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
千
手
経
の
手
実
帳
の
場
合
は
、

こ
れ
に
加
え

て
布
施
申
請
解
が
手
実
帳

の
首
部
に
貼
り
継
が
れ
、
端
裏
書
が
書
か

れ
る
と

い
う
作
業
が
行
わ
れ
る
か
ら
、

さ
ら
に
多
く
の
段
階
を
経
て
作
成
さ
れ
た

と

い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
石
上
氏

の
こ
の
形
成
過
程

の
復
元
で
は
、
各
経
生

の
手
実
の
中
に
朱

書
で
追
筆
さ
れ
た
写
紙
数
と
給
銭
の
総
計
記
載
に
つ
い
て
の
言
及
が
な

い
。
そ
こ

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

手
実
に
は
、
「両
月
合
戴
伯
参
拾
玖
枚
」
「充
千
百
六
十
五
文
」
と

い
っ
た
、

一

人

一
人
に
対
す
る
写
紙
数
や
布
施
支
給
額
の
総
計
を
記
し
た
朱
書
の
追
筆
が
み
え

る
。
こ
れ
ら
は
布
施
申
請
解
に
み
え
る
個
々
人
の
写
紙
数
、
布
施
額
と
対
応
す
る

も
の
で
あ
り
、
各
手
実
に
書
か
れ
た
写
紙
数
を
合
計
し
、
布
施
額
を
計
算
し
た
結

果
を
、
各
経
生
の
手
実
に
朱
で
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
布
施
申
請
解

作
成
の
た
め
の
原
資
料
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た

[栄
原

一
九
八
五
、
大
平

一

九
九
八
]
。

と
こ
ろ
で
こ
の
朱
書
の
追
筆
の
仕
方
に
は
、
各
手
実
帳
の
中
で
、

一
定
の
ル
ー

ル
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
ず
、
天
平
十
四
年
の
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
手
実
帳

(
一
切
経
、
千
手
経
に

関
わ
ら
ず
)
、
す
な
わ
ち
福
寿
寺
写
経
所
段
階
で
の
手
実
帳
を
み
る
と
、
同

一
の

経
師
に
つ
い
て
複
数
の
手
実
が
あ
る
場
合
、
写
紙
数
総
計
と
布
施
支
給
額
は
、
そ

の
経
師
が
書
写
に
従
事
し
た
最
初
の
月
の
手
実
に
書
き
込
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
二

月
か
ら
書
写
に
従
事
し
た
人
は
二
月
分
の
手
実
に
、
三
月
か
ら
書
写
に
従
事
し
た

人
は
三
月
分

の
手
実
に
書
き
込
ま
れ
る
、
と

い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以

外

の
月

の
手
実
に
は
、
朱
で

「合
」
と
書
き
込
ま
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
天
平
十
四
年
の
六
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
手
実
帳

(
一
切
経
、

千
手
経
に
関
わ
ら
ず
)
、
す
な
わ
ち
金
光
明
寺
写
経
所
段
階
で
の
手
実
帳
を
み
る

と
、
同

一
の
経
師
に
つ
い
て
複
数
の
手
実
が
あ
る
場
合
、
原
則
的
に
は
写
紙
数
総

計
と
布
施
支
給
額
は
、
そ
の
経
師
が
書
写
に
従
事
し
た
最
後
の
月
の
手
実
に
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
八
月
で
作
業
を
終
え
た
人
は
八
月
の
手
実
に
、
十

一

月
に
作
業
を
終
え
た
人
は
十

一
月
の
手
実
に
書
き
込
ま
れ
る
、
と

い
う
具
合
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
月
の
手
実
に
は
、
や
は
り
朱
で

「合
」
と
書
き
込
ま
れ
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る

。
一
例
と
し
て
、
先
に
石
上
氏
も
と
り
あ
げ
た

=

切
経
井
疏
経
師
手
実
案
帳
」

(天
平
十
四
年
六
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
五
月

一
日
経
の
手
実
帳
、
八
-
七
四
～

一
〇
七
、
続
々
修

一
-
二
)
の
中
の
、
経
師

・
雀
部
嶋
足
の
手
実
の
場
合
を
と
り

あ
げ
よ
う

(下
段
史
料
参
照
)。
雀
部
嶋

足
の
手
実
は
、
七
月
、
八
月
、
九
月
、

十

一
月
の
四
通
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
手
実
帳
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
写
紙
数
総
計
と
布
施
支
給
額
の
朱
書
は
、

い
ち
ば
ん
最
後
の
十

.
月
の
手
実

に

「
四
箇
月
合
陸
価
騨
拾
参
枚
」
「充

三
千
二
百
六
十
八
文
」
と
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
他
の
月
の
手
実
に
は
朱
で

「合
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
こ
の
朱
書
の

「合
」
は
、
十

一
月

の
手
実
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
朱
書
に
よ
る
写
紙
数
総
計

・
布
施
支
給
額

の
記
載
と
、
「合
」
字

の
記
載
は
、

一
連
の
作
業
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

朱
書
に
よ
る
写
紙
数
総
計
、
布
施
支
給
額
を
記
載
す
る
手
実
以
外
の
、
他
の
月

の
手
実
に
も
、
朱
書
で

「合
」
と
記
す

の
は
、
計
算
漏
れ
が
な
い
こ
と
を

一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
六
月
～
十

一
月
分
の
手
実
帳

(
一
切
経
、
千

手
経
と
も
)
の
う
ち
、
写
紙
数
総
計
、
布
施
支
給
額
の
朱
書

の
あ
る
手
実
だ
け
を
、

手
実
帳
の
冒
頭
か
ら
た
ど

っ
て
い
く
と
、
そ
れ
が
布
施
申
請
解
に
み
え
る
経
師
名

の
記
載
順
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
六
月

一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
の

一
切
経
書
写
の

「金
光
明

寺
写

一
切
経
所
解
」

(八
ー

一
五
五
)
に
お
い
て
、
経
師
の
記
載
順
は
、

忍
坂
成
万
呂

春
日
家
万
呂

淡
海
金
弓

大
鳥
高
人

天
平
十
四
年
六
月
～
十
一

月
五

月

一
日
経
手

実

(雀
部
嶋
足

の
場
合
)

御
部
嶋
足

彊

切
経
二
糞

紙
入
+
張
返上
.晩轟

ぎ

咬
・之
轟

灘

㈹注
法
花
脛
第
二
巻
用
揖
四
張
交

一
肘
輔踏
畷
鰭
ハ随
羅
尼
雑
葉
第

　春
用
十
九

丈
一

.
了
-

.以
上
二
巻
・
天
平
十
四
年
七

月
卅

日
「
勘

人

成

並
讀
」

(八
-
七
六
)

　　お

o雀
部
嶋
足
謂
舎
利
弗
陶
砒
曇
二
帳
卜
巻
窟
五
巻
・未
五
雀

　

受
紙
百
七
十
枚
澱
レ
礎
梅

見
用
百
⊥ハ十

一
之
中
丈
二

篁

鴛

・,二
巻
繋

馨

獣
蓼

蛸
ヂ九
鴛

空
亟

.以
上
五
・入
月
廿
九
日
「讃

川
原

勘
人
成
」「川

河
人
成
」

(八
-
八
二
)

届

・…

巻

雀
部

嶋
足
請
舎
利
弗
阿
砒
曇

二
帙

十
巻

五
巻

八
月
写

五
月

九
月
写

意「命

受
紙

百
七
十
六

枚

反
上
二
枚
見
用
百
七
十
四
枚

之
中
文
三
「
讀
田
邊

道
王

」

、第
六

巻
用
卅
五
文、八
巻

用
廿
六
、
七
巻
用
卅
八
文
、十
巻
用
卅
一
文
、
三
帙
一
巻
用
卅
四

「
以
上
五
巻
」九

月
卅

日

「勘

人

成

」

(八

ー
九

.
)

雀

部
嶋

足
請
経
十

三
巻

嚇
蟷
凶
肇

鰍

肝
槽

軒
毎
誰
悪

ま　ガ
や
き

い

ニ

　

O
受
紙
二
百
六

十

一
張

見
用
三
百
五
十

張

之
中
六
枚
文

・
入
娚
伽
経

第

一
巻

用
十
九
・
第
二
十
九
空
一
・
第

三
廿
三
文
一
、

第
四
廿
一
文
一
・第
五

廿
一
・第
六

廿

　お
ヨ

・第

七

廿
・第
八

十
九
・
第
九
廿
二
文
一
、

第
十

廿
・阿
鷹
曇

砒
婆
沙

第

十
九
廿
一
文・第
十
七
巻
用
十

六
文
一

千
手
経
十
八

文
「
文
十
三
鹿
五
百

八
十

枚
」

を

　

ま
な

「四
箇
月
合
陸
百
参

拾

玖
枚

」
天
平

十
四
年

十

一
月
卅

日
「
讀
尾

張

」
「勘

人

成

」

「
注
卅
六

枚

十
六
枚

去
年
十

二
月
相
替
残
已
了
」

も

ゆハ
ナ
な

「充

三
千

二
百
卅
八
文

廿
五
」

(八
1

一
〇
一
.)
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(以
下
略
)

と
並
ん
で
い
る
が
、
こ
の
記
載
順
は
、

こ
れ
に
対
応
す
る
手
実
帳

(八
ー
七
四
)

に
お

い
て
、
朱
書
の
追
筆
が
書
か
れ
て

い
る
順
番
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
の
で
あ

る

(対
応
し
な
い
の
は
、
建
部
広
足
、
高
屋
赤
万
呂
、
韓
国
人
成

の
み
)
。
千
手

経
の
手
実
に
至

っ
て
は
、
朱
の
書
き
込

み
の
順
と
、
布
施
申
請
解
に
お
け
る
経
師

の
記
載
順
と
が
韓
国
人
成
を
除

い
て
完
全
に

一
致
す
る

(次
頁
の
図
参
照
)
。

こ
の
こ
と
は
、
布
施
申
請
解
に
経
師

の
名
前
や
布
施
額
を
列
記
す
る
際
、
手
実

帳
に
お
い
て
写
紙
数
総
計

・
布
施
支
給
額

の
追
筆

の
あ
る
手
実

の
登
場
順
に
、
機

械
的
に
記
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
手
実
帳
に
書
か
れ
た
朱
書

の
写
紙
数
総
計
、
布
施
支
給
額
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
布
施
申
請
解
作
成
の
原
資
料
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
手
実
帳
が
、
布
施
申
請
解
作
成
の
段
階
に
は
す

で
に
す
べ
て

(六
月
分
～
十

一
月
分
ま

で
)
貼
り
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
各
経
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
手
実
は
、
提
出
さ
れ
た
そ
の
場
で
す
ぐ
に

貼
り
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
手
実
帳
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
手
実
の
順

番
に
規
則
性
が
み
ら
れ
な

い
の
は
、
そ

の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
法

が
と
ら
れ
た
の
は
、
手
実
の
散
逸

・
紛
失
を
防
ぐ
目
的
が
あ

っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。以
上
を
ま
と
め
る
と
、
手
実
は
提
出

さ
れ
た
段
階
で
順
次
貼
り
継
が
れ
、
す
べ

て
貼
り
継
が
れ
た
後
、
(貼
り
継
が
れ
た
状
態

で
)
各
個
人
に
つ
い
て
写
紙
数
の

合
計
、
布
施
支
給
額
の
計
算
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
各
経
師

の
手
実
に
朱
で
書

き
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
朱
書
の
部
分
を
機
械
的
に
追

い
な
が
ら
、
布
施
申
請

解
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(な
お
、
韓
国
人
成
が
布
施
申
請
解

の
経
師
名

の
最
後
に
く
る
の
は
、
彼
が

一
連
の
作
業
を
実
際
に
行

っ
た
人
物
だ
か
ら
で
あ
ろ

う
)
。これ
ま
で
手
実
帳
と
布
施
申
請
解
の
関
係
が
、
漠
然
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、

い
ま
ひ
と

つ
明
確
で
は
な
か

っ
た
が
、
具
体
的
な
帳
簿
作
成
の
手
順
に
お
い
て
き

わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、

一
例
と
し
て
示
し
得
た
も
の
と
思
う
。

た
だ
し
、
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
二
月
～
五
月
段
階

(福

寿
寺
写
経
所
段
階
)
に
お
け
る
手
実
帳
と
布
施
申
請
解
の
経
師
の
記
載
順
と
の
間

に
は
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
レ
ク
ト
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
と

い
う
点

で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
成
手
順
は
、
天
平
十
四
年

の
後
半
期

の
み
に
行
わ
れ
た
も

の
な
の
か
、
あ
る
い
は
他
年
度

の
手
実
帳
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
関
係
が
認
め

ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
-
四

五
月

一
日
経

「納
櫃
本
経
検
定
注
文
并
出
入
帳
」
に
つ
い
て

『大
日
本
古
文
書
』
二
四
に
は
、
天
平
十
四
年

の
も
の
と
し
て

「納
櫃
本
経
検

定
注
文
井
出
入
帳
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日

に
五
月

一
日
経
の
書
写
が

一
段
落
し
、
十
二
合
の
櫃
に
入
れ
ら
れ
、
高
屋
赤
麻
呂

に
よ
っ
て
検
定
さ
れ
て
以
降
、
天
平
勝
宝
元
年
頃
ま
で
経
巻
の
出
納
状
況
を
櫃
ご

と
に
記
録
し
て
い
っ
た
帳
簿
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
ひ
と
ま
ず
原
則
と
し
て

『大

日
本
古
文
書
』
二
四
の
配
列
に
し
た
が
っ
て
表
を
作
成
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
関

係
史
料
群
が
収
め
ら
れ
て
い
る
続
々
修

一
五
ー
二
、
三
を
中
心
に
、
納
櫃
関
係
文

書

の
簡
単
な
整
理
を
試
み
、
五
月

一
日
経
の
納
櫃
状
況
に
つ
い
て
の
若
干
の
復
元

を
試
み
た
い
。

1

.
続

々
修

一
五
-

二

の
検

討
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ひト

千手経手実帳(六～十一月分)の

経師手実部分の構成(※は朱書の追筆のあるもの)

(6月)

(7月)

(11月)

角恵麻呂手実

志紀久比麻呂手実

漢浄万呂手実

阿刀息人手実

※忍坂成麻呂手実

古来小僧手実

※雀部嶋足手実

※韓国人成手実

葛野安麿手実

建部広足手実

忍坂成万呂手実

※民屯万呂手実

※春日家麻呂手実

※山部花万呂手実

杖部子虫手実

雀部嶋足手実

丸部石敷手実

※古来小僧手実

※角恵麻呂手実

※安刀息人手実

※志紀久比万呂手実

※葛野安麻呂手実

※古神徳手実

※建部広足手実

※丸部石敷手実

※杖部子虫手実

※漢浄万呂手実

※檜前家万呂手実

※坂合部文万呂手実

八67

八71
八140 1

十二月六日付千手経布請申請解にみえる

経師の記載順

忍坂成万呂

雀部嶋足

民屯万呂

春日家万呂

山部花万呂

古頼小僧

角恵万呂

安刀息人

志紀久比万呂

葛野安万呂

古神徳

建部広足

丸部石敷

杖部子虫

漢浄万呂

檜前家麻呂

坂合部文万呂

韓国人成

八150 1

}



ま
ず
、
続
々
修

一
五
-
二
を
検
討
す

る
。
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

[続
々
修

一
五
i

二
]

第

一
紙
～
第
四
紙

「第

一
櫃
本
経
疏
奉
請
帳
」

第
五
紙
～
第
六
紙

「第
二
櫃
本
経
疏
奉
請
帳
」

第
七
紙

新
補
白
紙

第
八
紙
～
第
九
紙

「処

々
奉
請
経
帳
」

第

一
〇
紙

「三
櫃
巻
数
注
文
」

第

一
一
紙

「第
三
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」

第

=

一紙
～
第

一
四
紙

「第
四
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
納
帳
」

第

一
五
紙

「第
四
櫃
奉
出
経
帳
」

第

一
六
紙

「第
四
櫃
納
新
写
櫃
盛
文
」

紙
背
第

一
五
紙
裏

「納
櫃

一
切
経
巻
秩
注
文
」

次
に
、
続
々
修

一
五
-

二
に
つ
い
て
の
所
見
を
述
べ
る
。

〈所
見
〉

・
第

一
紙
～
第
六
紙
の

「第
二
櫃
本
経
疏
奉
請
帳
」
「第
二
櫃
本
経
疏
奉
請
帳
」

は
、
「五
月

一
日
経
疏
」

の
櫃
の
番
号
で
あ
り
、
五
月

一
日
経

の
櫃
番
号
と
は
無

関
係
の
も
の
で
あ
る
。

・
第
八
紙
～
第
九
紙

「処
々
奉
請
経
帳
」
は
第
六
紙
以
前
の
も
の
と
は
異
な
る
帳

簿
。
年
紀
は
不
詳
だ
が
、
=

切
経
散
帳

案
」
(続

々
修
ニ
ー

一
一
)
(天
平
勝
宝

二
年
頃
作
成
か
)
と
対
応
す
る
点
が
多

い
。

・
第

一
〇
紙

の

「
三
櫃
巻
数
注
文
」
に
み
え
る

「参
伯
陸
拾
陸
巻
」
は
、
第
一
一

紙
の

「第
三
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」
に
み
え
る
巻
数

の
合
計
数
と

一
致
す
る
。
両
者

は
関
連
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
作
成
年
代
は
天
平
二
十
年
九
月
二
十
日
以
降
か
。

・
第
一
一

紙

「第
三
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」
第

一
六
紙

「納
新
写
櫃
盛
文
」
は
、
先
、

後
写

一
切
経
で
書
写
さ
れ
た
経
典
を
納
櫃
し
た
際
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

・
「盛
文
」
の

「盛
」
は
、
「納
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

宝
亀
三
年

(七
七
二
)
正
月

「奉
写

一
切
経
所
紙
納
帳
」
(拾
遺
七

一
号
)
で
は
、

「納
辛
櫃
」
と

「盛
辛
櫃
」
の
二
種
類
の
表
現
が
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

・
第

一
二
紙
、
第
四
櫃

の

「
三
百
五
十
五
巻
」
は
天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日

「納
櫃
目
録
」
の
数
と

一
致
す
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
第

一
五
紙
裏

の

「納
櫃

一
切
経
巻

秩
注
文
」
(二
四
ー
二
〇

一
)
で
あ
る
。

第

一
五
紙
裏
の

「納
櫃

一
切
経
巻
帳
注
文
」

の
記
載
か
ら
、
天
平
十
四
年

「納

櫃
目
録
」
な
ど
の
体
裁
に
な
ら

っ
て
、
納
櫃
状
況
の
復
元
を
試
み
る
と
、
次

の
よ

う
に
な
る
。

一
櫃

大
般
若
経
三
百
巻

二
櫃

大
般
若
経
三
百
巻

三
櫃

大
乗
経
三
百
廿
巻

四
櫃

大
乗
経
三
百
廿
四
巻

五
櫃

大
乗
経
二
百
九
十
五
巻

六
櫃

大
乗
経
三
百
九
十
七
巻

七
櫃

大
乗
経
井
律
三
百
五
十
八
巻

八
櫃

小
乗
経
三
百
計
六
巻

九
櫃

小
乗
経
井
律
三
百
六
十
四
巻

十
櫃

小
乗
律
二
百
九
十
四
巻
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十

一
櫃

別
生
井
偽
経
百
六
十
七
巻

(七

-

四

九

七

)

と
こ
ろ
で
、

一
切
経
の
納
櫃
状
況
を
ま
と

め
た
も
の
と
し
て
、
天
平
十
三
年
三

月
十
九
日
「
一

切
経
納
櫃
目
録
」
や
、
天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日

「写
経
司

解
」
が
あ
る
。

合
写

一
切
経
三
千
五
百
巻

二
千

一
百
十
六
巻
着
緒
軸
題
了

一
千
二
百
四
巻
未
着
緒
軸

一
百
入
十
巻
未
装

納
櫃
九
合

一
櫃

大
乗
経
四
百
茄
入
巻

二
櫃

大
乗
経
五
百
八
十
巻

三
櫃

大
乗
論
二
百
五
十
五
巻

四
櫃

小
乗
経
井
論
四
百
九
十
五
巻

五
櫃

小
乗
律
井
伝
三
百
光
入
巻

右
、
件
二
千

一
百
十
六
巻
、
着
緒
軸
題
了

六
櫃

大
乗
経
井
論
四
百
廿
五
巻

七
櫃

大
乗
経
井
小
乗
論
三
百
七
十
九
巻

八
櫃

大
乗
経
四
百
巻

右
、
件

一
千
二
百
四
巻
、
未
着
緒
軸

九
櫃

大
乗
経
井
論

一
百
八
十
巻

右
、
件

一
百
八
十
巻
、
未
装

天
平
十
三
年
三
月
十
九
日
高
屋
連
赤
麿

小
野
朝
臣
国
賢

合
大
小
乗
井
論
伝
四
千
五
百
六
十

一
巻

鉄
四
百
七
十
枚

一
櫃

大
般
若
経
三
百
巻

峡
淵

二
櫃

大
般
若
経
三
百
巻

秩
計

三
櫃

大
乗
経
四
百
廿
七
巻

秩
計
三

四
櫃

大
乗
経
三
百
五
十
五
巻

峡
計
六

五
櫃

大
乗
経
三
百
廿
五
巻

秩
珊
六

六
櫃

大
乗
経
井
律
三
百
五
十
三
巻

秩
計
二

七
櫃

大
乗
経
別
生
井
律
三
百
六
巻

秩
珊
四

八
櫃

大
乗
論
四
百
八
十
九
巻

秩
珊
九

九
櫃

小
乗
経
五
百
計
巻

峡
茄
七

十
櫃

小
乗
律
四
百
三
巻

秩
冊
二

十

一
櫃

小
乗
論
四
百
七
十
四
巻

秩
茄
八

十
二
櫃

伝
集
二
百
九
十
入
巻

峡
計
三

天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日
勘
高
屋

(
二
ー

三

二

二
)

こ
の
二
通
の
目
録
と
比
較
し
て
わ
か
る
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
納
櫃
の
原
則
は
、
天
平
十
三
年
よ
り
も
む
し
ろ
天
平
十
四
年

「納
櫃
目
録
」
に

近

い
。

・
櫃

の
数
は
、
天
平
十
三
年
三
月
十
九
日
の
時

(九
櫃
)
よ
り
も
多

い
。

・
天
平
十
四
年
十
月
十
二
日
付

「第
入
櫃
経
巻
検
定
注
文
」
(二
四
-

一
八
七
)

は

「大
乗
経
三
百
七
十
六
巻
」
と
あ
り
、
「小
乗
経
」
で
は
な

い
。
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・
続
々
修
二
六
-

一
〇
裏

「第
十
櫃
納
櫃
検
定
帳
」
(二
四
-

一
九
四
)
は
、
「百

六
十
巻
」
の
注
記
に

「並
元
軸
緒
」
と
あ
る
。
天
平
十
三
年
の
経
巻
の
納
櫃
の
仕

方
が
、
番
号
の
後
ろ
の
櫃
に

「未
着
緒
軸
」
の
も
の
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
の

「十
櫃
」
も
、
天
平
十
三
年
三
月
段
階
の
納
櫃
の
原
則
に
沿

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
日
古
で
は
天
平
十
四
年

の
も
の
と
す
る
が
、
天
平
十
三
年

の
可
能
性
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
十
三
年
三
月
十
九
日
段
階

で
は
全
九
櫃

あ

っ
た
も

の
が
、
同
年
七
月
十
三
日
段
階
で
は
十
櫃
に
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
類
推
す
る
に
、
第

一
五
紙
裏

の
注
文

の
作
成
時
期
は
、
天
平

十
三
年
七
月
十
三
日
以
降
、
天
平
十
四
年
十
月
十
二
日
以
前

(そ
れ
も
後
者
に
近

い
時
期
)
と
考
え
ら
れ
る

(た
だ
し
、
こ
こ
に
は

「論
」

の
櫃
が
み
え
な

い
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
)
。

2

.
続

々
修

一
五
ー

三

の
検

討

次
に
続
々
修

一
五
-
三
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

[続
々
修

一
五
-
三
].

第

一
紙
～
第
三
紙

「第
五
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
入
帳
」

(第
四
紙

の
前
に
、
正
集
三
五
裏
が
接
続
す
る
)

第
四
紙
～
第
八
紙

「第
五
櫃
経
巻
出
入
帳
」

(こ
の
後
、
別
集
四
七
裏
が
接
続
す
る
か
)

第
九
紙

「第
六
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
入
帳
」

第

一
〇
紙
～
第

一
四
紙

「第
六
櫃
経
巻
出
入
帳
」

第

一
五
紙

「第
六
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」

籠
叩
一
六
紙

7
第
八
櫃
経
巻
論
匹定
注
文
」

第

一
七
紙

「第
八
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
入
帳
」

第

一
八
紙

「第
八
櫃
別
生
経
奉
請
注
文
井
経
巻
出
入
帳
」

第

一
九
紙

「第
十

一
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
入
帳
」

第
二
〇
紙

「第
十

一
櫃
小
乗
律
目
録
」

第
一
=

紙

「第
十

一
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」

第
二
二
紙

「第
十
二
櫃
経
巻
検
定
注
文
井
出
納
帳
」

第
二
三
紙

「説
無
垢
称
経
奉
請
注
文
」

〈所
見
〉

・
「五
櫃
」
の

「合
二
百
八
十
六
巻
」
「納
櫃
目
録
」

の

「三
百
二
十
五
巻
」
と

一

致
し
な

い
。
「六
櫃
」
の

「合
三
百
五
十
三
巻
」
は

「納
櫃
目
録
」
と

一
致
す
る
。

・
第
八
櫃
の
出
納
記
録
は
、
天
平
十
四
年

「検
定
注
文
」
に
書
き
継

い
だ
後

(
一

七
紙
)、
別
生
経
の
奉
請
記
録
を
貼
り
継
ぎ

(
一
八
紙
)
、
そ
の
後
に
引
き
続
き
出

納
記
録
を
書
き
込
み
、
さ
ら
に
そ
の
裏
を
使

っ
て
出
納
記
録
を
書
き
続
け
て
い
る
。

・
「十

一
櫃
」
の

「合
四
百
三
巻
」
は

「納
櫃
目
録
」
の

「第
十
櫃
」
の
巻
数
と

一
致
し
、
し
か
も
中
身
は
小
乗
律

で

一
致
す
る

(「納
櫃
目
録
」
の

「十

一
櫃
」

は

「小
乗
論
」
で
あ
り
合
わ
な

い
)
。
ま
た
、
第

一
九
紙
の

「十

一
櫃
」
の
文
字

を
観
察
す
る
と
、
も
と
も
と

「十
櫃
」
と
あ

っ
た
も
の
に

コ

」
を
加
筆
し
た
よ

う
に
み
え
る
。
当
初
は

「十
櫃
」
で
あ

っ
た
も
の
が
、
あ
る
段
階
で
、
櫃
が

一
つ

増
え
た
結
果
、
櫃
番
号
が
ず
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
々
修

一
五
-

二
、
第
八
紙
～
第
九
紙

「処
々
奉
請
経
帳
」
に

「十
三
櫃
」

の

櫃
番
号
が
見
え
、
櫃
の
中
身
が
天
平
十
四
年

「納
櫃
目
録
」
の

「十
二
櫃
」

の
内

容

(「伝
集
」
)
と

一
致
す
る
。
こ
れ
も
、
あ
る
時
点
で
櫃
が

一
つ
増
え
た
結
果
、

櫃
番
号
が

一
つ
ず
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・
「十
二
櫃
」
の

「合
四
百
七
十
巻
」
も
、
「納
櫃
目
録
」
の

「十

一
櫃
」
に
相
当
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す
る
。
経
典
の
中
身
も
小
乗
論
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
平
十
七
年
五
月
二
十

一

日
の
時
点
で
は
す
で
に
十
三
櫃
あ

っ
た
こ
と

が
推
定
で
き
る
。

・
第

一
五
紙

「第
六
櫃
納
本
経
櫃
盛
文
」
第
二

一
紙

「第
十

一
櫃
納
本
経
櫃
盛

文
」
は
先
、
後
写

一
切
経
で
書
写
さ
れ
た
経

典
の
納
櫃
記
録
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
五
月

一
日
経
の
納
櫃
状
況
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
次
の
よ

う
な
過
程
が
復
元
で
き
る
。

[五
月

一
日
経

の
納
櫃
と
出
入
に
つ
い
て
の
ま
と
め
]

・
天
平
十
三
年
三
月
十
九
日
に

一
切
経
が
全
九
櫃
に
納
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

「着
緒
軸
題
」

の
も

の
を
櫃
番
号

の
初
め
の
方
に
、
「未
着
緒
軸
」
の
も
の
を
後
の

方
に
納
め
る
。

・
同
年
七
月
、
櫃
は

一
櫃
追
加
さ
れ
、
十
櫃
と
な
る
。
そ
の
後
、
十

一
櫃
に
増
え
、

経
典
の
納
櫃
の
原
則
が
変
更
さ
れ
、
経
典
の
内
容
別
に
分
類
さ
れ
る
。
さ
ら
に
天

平
十
四
年
十
二
月
十
三
日
の
時
点
で
十
二
櫃
と
な
る
。
こ
れ
が
後
の
経
巻
出
入
帳

の
も
と
と
な
る
。
さ
ら
に
天
平
十
七
年
ま
で
に
十
三
櫃
に
増
え
る
。

・
天
平
二
十
年
頃
、
先
、
後
写

一
切
経
で
書

写
さ
れ
た
経
典
が
納
櫃
さ
れ
る
。
そ

れ
が

「盛
文
」
に
記
さ
れ
る
。

・
天
平
十
四
年
十
二
月
十
三
日
以
降
、
経
巻

の
出
納
記
録
が
櫃
ご
と
に
行
わ
れ
る

が
、
天
平
勝
宝
二
年
頃
ま
で
に
は
終
了
す
る
。
以
後
は
「
一

切
経
散
帳
」

の
よ
う

な
日
次
式
の
記
載
方
式
に
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る

[大
平

一
九
九
五
]。

付

経
典
の
貸
出

・
返
納
記
録
の
作
成
手
順

最
後
に
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
が
、
経
巻
出
入
帳
の
作
成
過

程
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

正
倉
院
に
伝
わ
る
木
簡
の
中
に
、
法
華
経
疏

一
部
を
内
裏
に
貸
し
出
し
た
際
の

記
録
が

一
点
残

っ
て
い
る
。

(表
)
法
花
経
疏

一
部
十
二
巻
士.嚴
薯

右
依
飯
高
命
婦
宝
字
元
年
閏
八
月
十
日
宣
奉
請
内
裏

(裏
)
使
召
継
舎
人
采
女
家
万
呂

判
官
川
内
画
師

主
典
阿
刀
連

経
巻
の
貸
出
先
、
貸
出
の
事
由
、
使
者
と
出
納
責
任
者
の
名
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
木
簡
は
、
長
さ
が
ち
ょ
う
ど
経
巻
の
軸
の
長
さ
、
あ
る
い
は
経
峡
の
幅
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
本
板

(留
守
居
札
)
の
機
能
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る

[東
野

一
九
七
七
、
木
簡
学
会

『日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
ほ

か
]
。
ま
た
、
筆
跡
の
分
析
か
ら
他
田
水
主
の
筆

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る

[東
野

一
九
七
七
]。

東
野
氏
は
、
こ
の
木
簡
の
記
載
様
式
に
類
似
す
る
文
書
の

一
例
と
し
て
、
同
じ

他
田
水
主
の
筆
に
よ
る

「造
東
大
寺
司
請
経
論
疏
注
文
案
」
(
一
二
ー
二
五
八
、

続

々
修
ニ
ー

一
)
を
あ
げ
て
い
る
。
東
野
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
記

載
様
式
を
も
つ
も
の
は
正
倉
院
文
書
中
に
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
今
回
と
り
あ
げ

た
、
経
巻
検
定
出
入
帳

の
記
載
様
式
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。

一
例
を
示
そ
う
。

◎

「第
五
櫃
本
経
出
入
帳
」
(二
四
-

一
七
七
)

如
来
蔵
経

一
巻

右
以
天
感
元
年
閏
五
月
三
日
奉
請
平
摂
師
所

使
沙
弥
薬
智

知
史
生
志
斐

他
田
水
主
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

福寿寺写一切経所 8・1～18 ZZ1-1<1>～ 〈38>

ZZ23-4、

拾 遺34・36・37

1 なし

福寿寺写一切経所 8-1 ZZ1-1<1> 1 なし 端裏 「始天平十四

年二月五日至四月

廿九日一切経々生

等手実案文」

福寿寺写一切経所 8-1 ZZ1-1<2><3> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-2 ZZ1-1<4> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-2 ZZ1-1<5> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-2 ZZ1-1<6> 1 なし

古来小僧→写経所 8・3 ZZ1-1<7> 1 なし

呉原生人→写経所 8-3 ZZ1-1<8> 1 なし

大石広万呂→写経所 8-4 ZZ1-1<9> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-4 ZZ1-1<10> 1 なし

福寿寺写一切経所 8・5 ZZ1-1<11> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-5 ZZ1-1<12> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-6 ZZ1-1<13> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-6～7 ZZ1-1<14> 1 なし

漢潭万呂→写経所 8-7 ZZ1-1<15> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-7～8 ZZ1-1<16> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-8 ZZ1-1<17> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-8～9 ZZ1-1<18> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-9～10 ZZ1-1<19> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-10 ZZ1-1<20> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-10 ZZ1-1<21> 1 なし

山辺千足→写経所 8-11 ZZ1-1<22> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-11 ZZ1-1<23> 1 なし

茨田久治万呂→写経

所

8-12 ZZ1-1<24> 1 なし

民屯麻呂→写経所 2-309 拾遺34 1 なし

戸令貴→写経所 2-309～310 拾遺36 1 なし

福寿寺写一切経所 2-310 拾遺37 1 なし

呉原生人→写経所 2-310 拾遺37 1 なし

戸令貴→写経所 8-12 ZZ1-1<25> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-13 ZZ1-1<26> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-13 ZZ1-1<27> 1 なし

漢浄万呂→写経所 8-13～14 ZZ1-1<28> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-14 ZZ1-1〈29> 1 なし

忍坂成万呂→写経所 8-14～15 ZZ1-1<30> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-15 ZZ1。1<31> 1 なし

大石広麻呂→写経所 8-54 ZZ23-4 1 なし 接続は推定
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{

番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

1 1 天 平14.2.5～4,29 写一切経経師等手実帳 五月一日経 手実帳

1 1-1 天 平14,2.5～4.29 総計部 五月一日経 集計注文

1 1-2 天平14.2.5～29 2月分集計部 五月一日経 集計注文

1 1-2-1 天平14,2.30作 成 志紀久比麻呂解 五月一日経 手実

1 1-2-2 天平14.2.30作 成 角恵麻呂解 五月一日経 手実

1 1-2-3 天平14.2.30作 成 阿刀息人解 五月一日経 手実

1 1-2-4 天平14.2.30作 成 古来小僧解 五月一日経 手実

1 1-2-5 天平14.2。30作 成 呉原生人解 五月一日経 手実

1 1-2-6 天 平14.2.30作 成 大石広万呂解 五月一日経 手実

1 1-2・7 天 平14,2.30作 成 山部花万呂解 五月一 日経 手実

1 1・3 天 平14.3,29作 成 3月分集計部 五月一 日経 ・最

勝王経

集計注文

1 1-3-1 天 平14.3.29作 成 丸部石敷手実 五月一 日経 手実

1 1-3-2 天 平14,3.29作 成 忍坂成麻呂手実 五月一 日経 手実

1 1-3-3 天 平14。3.28作 成 角恵麻呂手実 五月一 日経 手実

1 1-3-4 天 平14.3.30作 成 漢浮万呂手実 五月一 日経 手実

1 1-3-5 天 平14.3.29作 成 阿刀息人手実 五月一日経 ・最

勝王経

手実

1 1-3-6 天 平14.3.29作 成 志紀久比麻呂手実 五月一日経 手実

1 1-3-7 天 平14.3.29作 成 山部花万呂手実 五月一日経 手実

1 1-3-8 天 平14.3.19作 成 葛野安麻呂手実 五月一日経 手実

1 1-3-9 天 平14.3,29作 成 雀部嶋足手実 五月一日経 手実

1 1-3-10 天 平14.3.29作 成 坂合部文万呂手実 五月一日経 手実

1 1・3-11 天 平14.3.29作 成 山辺千足手実 五月一日経 手実

1 1-3-12 天 平14.3.29作 成 杖部子虫手実 五月一日経 手実

1 1-3-13 天平14.3.29作 成 茨田久治万呂手実 五月一日経 手実

1 1-3-14 天 平14.3。29作 成 民屯麻呂手実 五月一日経 手実

1 1-3-15 天 平14.3.29作 成 戸令貴手実 五月一日経 手実

1 1-4 天 平14.4.29作 成 4月分集計部 五月一日経 集計注文

1 1-4-1 天 平14.4.10作 成 呉原生人手実 五月一日経 手実

1 1-4-2 天 平14.4.29作 成 戸令貴手実 五月一日経 手実

1 1-4-3 天 平14.4.29作 成 山部花万呂手実 五月一日経 手実

1 1-4-4 天 平14.4.29作 成 坂合部文万呂手実 五月一日経 手実

1 1-4.5 天 平14.4.29作 成 漢浮万呂手実 五月一日経 手実

1 1-4-6 天 平14.4.29作 成 角恵麻呂手実 五月一 日経 手実

1 1-4-7 天 平14.4.19作 成 忍坂成万呂手実 五月一 日経 手実

1 1-4・8 天 平14.4.29作 成 阿刀息人手実 五月一 日経 手実

1 1-4・9 天 平14,4,17作 成 大石広麻呂手実 五月一 日経 手実
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発信 ・作成→受信 大日古' 巻帙 次 他の利用 備考
志紀久比麻呂→写経

所

8-15～16 ZZ1-1<32> 1 なし 接続は推定

田辺正成→写経所 8-16 ZZ1-1<33> 1 なし 端裏 「校生」

大伴吉人→写経所 8-16～17 ZZ1-1<34> 1 なし

川原人成→写経所 8-17 ZZ1-1<35> 1 なし

田辺正成→写経所 8-17 ZZ1-1<37> 1 なし

装満所→写経所 8-18 ZZ1-1<38> 1 なし

福寿寺写一切経所 8-55～66 ZZ1-1<39>～

<52>

1 なし 端裏 「自五月一 日

至計 日一切経千実

書」

福寿寺写一切経所 8-55 ZZ1-1<39> 1 なし

漢浮万呂→写経所 8-55～56 ZZ1-1〈40><41> 1 なし

阿刀息入→写経所 8-56 ZZ1-1<42><43> 1 なし

戸令貴→写経所 8-56～57 ZZ1-1<44> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-57 ZZ1。1<45><46> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-57 ZZ1-1<47> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-58 ZZ1-1<48> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-58 ZZ1-1<49><50> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-59 ZZ1-1<51> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-59～60 ZZ1-1<52> 1 なし

福寿寺写一切経所 8-16～22 ZZ5-2 1 なし 端裏 「天平十四年

二月内一切経外写

雑経升卜五巻」

福寿寺写一切経所 8-16 ZZ5-2<1> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-18～19 ZZ5-2<2> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-19 ZZ5-2<3> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-19 ZZ5-2<4> 1 なし

古来小僧→写経所 8-19～20 ZZ5-2<5> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-20 ZZ5-2<6> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-20 ZZ5-2<7> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-20～21 ZZ5-2<8> 1 なし

建部広足→写経所 8-21 ZZ5-2<9> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-21～22 ZZ5-2<10> 1 なし

福寿寺写一切経所

(→皇后宮職)

8-60～63 ZZ3-2<1> 1 なし
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

1 1-4-10 天 平14.4.29作 成 志紀久比麻呂手実 五月一日経 手実

1 1-5-1 天 平14.3.29作 成 田辺正成解 五月一 日経 手実

1 1-5-2 天 平14.3.29作 成 大伴吉人解 五月一 日経 手実

1 1-5-3 天 平14.4.29作 成 川原人成解 五月一 日経 手実

1 1-5-4 天 平14.4.29作 成 田辺正成解 五月一 日経 手実

1 1-6 天 平14.4.29作 成 装漬造紙注文 五月一日経 手実

1 2 天 平14.5.1～30 5月 分一切経手実帳 五月一日経 手実帳

1 2-1 天平14.5.1～30 5月分集計部 五月一日経 集計注文

1 2-2 天 平14.5。30作 成 漢浮万呂手実 五月一日経 手実

1 2・3 天 平14.5.30作 成 阿刀息人手実 五月一日経 手実

1 2-4 天 平14.5.30作 成 戸令貴手実 五月一日経 手実

1 2-5 天 平14.5.30作 成 坂合部文万呂手実 五月一日経 手実

1 2-6 天 平14.5.30作 成 葛野安麻呂手実 五月一日経 手実

1 2-7 天 平14.5.30作 成 志紀久比麻呂手実 五月一日経 手実

1 2-8 天 平14.5.30作 成 角恵麻呂手実 五月一日経 手実

1 2-9 天 平14.5.30作 成 山部花万呂手実 五月一 日経 手実

1 2-10 天 平14.5.30作 成 雀部嶋足手実 五月一 日経 手実

2 天 平14.2 一切経外写経経師手実帳 法華経四部、薬

師経一巻、観世

音経一巻、阿弥

陀経一巻

手実帳

2 1 天平14.2.30作 成 総計部 法華経四部、薬

師経一巻、観世

音経一巻、阿弥

陀経一巻

集計注文

2 2 天平14.2.16作 成 雀部嶋足手実 法華経 手実

2 3 天 平14.2.29作 成 坂合部文万呂手実 薬師経 ・観世音

経 ・阿弥陀経

手実

2 4 天 平14.2.30作 成 阿刀息人手実 法華経 手実

2 5 天 平14.2.30作 成 古来小僧手実 法華経 手実

2 6 天 平14.2.30作 成 葛野安麻呂手実 法華経 手実

2 7 天 平14.2.30作 成 志紀久比麻呂手実 法華経 手実

2 8 天 平14.2.30作 成 角恵麻呂手実 法華経 手実

2 9 天 平14,2.30作 成 建部広足手実 法華経 手実

2 10 天 平14.2.30作 成 忍坂成麻呂 法華経 手実

3 天 平14.6,3作 成 福寿寺写一切経所解 五月一日経 布施申請
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

福寿寺写一切経所 8-64～66 ZZ3-2<3><4> 1 なし 「天平十四年」の

下は 「五」か。左

余白に楽書あり。

「金光明寺写一切

経所」に関するも

のと思われる。

金光明寺写一切経所

(→皇后宮職)

8-74～107 ZZ1-2 1 なし

金光明寺写一切経所 8-74 ZZ1-2<1> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-74 ZZ1-2<2> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-74～75 ZZ1-2<3><4> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-75 ZZ1-2<5> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-76 ZZ1-2<6> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-76 ZZ1-2<7> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8・76～77 ZZ1-2<8> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-77 ZZ1-2<9> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-77 ZZ1-2<10> 1 なし

道守豊足→写経所 8-77～78 ZZ1-2<11> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-78 ZZ1-2<12> 1 なし

春日家万呂→写経所 8-78～79 ZZ1-2<13> 1 手実の草案あり

葛野安麻呂→写経所 8-79 ZZ1-2<14> 1 なし

茨田久治万呂→写経

所

8-79～80 ZZ1-2<15> 1 なし

漢澤万呂→写経所 8-80 ZZ1-2<16><17> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-80～81 ZZ1-2<18> 1 なし

淡海金弓→写経所 8-81 ZZ1-2<19> 1 なし

古来小僧→写経所 8-82 ZZ1-2<20> 1 なし

雀部1鳴足→写経所 8-82 ZZ1-2<21> 1 なし

大鳥高人→写経所 8-82～83 ZZ1-2〈22> 1 なし

大石広万呂→写経所 8・83 ZZ1-2<23> 1 なし

調君雄蘇→写経所 8・83～84 ZZ1-2<24> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-84 ZZ1-2<25> 1 なし

建部広足→写経所 8-84～85 ZZ1-2<26> 1 なし

民屯麻呂→写経所 8-85 ZZ1-2<27> 1 なし

櫟井馬養→写経所 8-85 ZZ1-2<28> 1 なし

古神徳→写経所 8-85～86 ZZ1-2<29> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-86 ZZ1-2<30> 1 なし

角恵末呂→写経所 8-86～87 ZZ1-2<31> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-87 ZZ1-2<32><33> 1 なし

漢浄万呂→写経所 8-87～88 ZZ1-2<34>〈35> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-88 ZZ1-2<36> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-88～89 ZZ1-2<37><38> 1 なし

大石広麿→写経所 8-89 ZZ1-2〈39> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-90 ZZ1-2<40> 1 なし

調雄蘇→写経所 8-90 ZZ1-2<41> 1 なし

古来小僧→写経所 8・91 ZZ1-2<42> 1 なし

阿刀息人→写経所 8・91 ZZ1-2<43> 1 なし
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

4 天平14 福寿寺写一切経所解案 五月一日経 布施申請

5 天 平14.6.1～11.30
一切経経師等手実案帳 五月一日経 手実帳

5 1 天 平14.6.1～11.30 総計部 五月一 日経 集計注文

5 2 天 平14.6.1～7.30 6月～7月 集計部 五月一日経 集計注文

5 2-1 天 平14.7.30作 成 阿刀息人手実 五月一 日経 手実

5 2-2 天 平14.7.30作 成 志紀久比麻呂手実 五月一 日経 手実

5 2-3 天 平14。7.30作 成 角恵麻呂手実 五月一 日経 手実

5 2-4 天 平14.7.30作 成 雀部嶋足手実 五月一 日経 手実

5 2-5 天 平14.7.30作 成 忍坂成麻呂手実 五月一 日経 手実

5 3 天 平14,8。1～29 8月分集計部 五月一 日経 集計注文

5 3-1 天 平14.8.30作 成 忍坂成麻呂手実 五月一 日経 手実

5 3-2 天 平14.8.29作 成 道守豊足手実 五月一 日経 手実

5 3-3 天 平14.8.29作 成 阿刀息人手実 五月一 日経 手実

5 3-4 天 平14.8.29作 成 春日家万呂手実 五月一 日経 手実

5 3-5 天 平14.8.29作 成 葛野安麻呂手実 五月一 日経 手実

5 3-6 天 平14.8.29作 成 茨田久治万呂手実 五月一 日経 手実

5 3-7 天 平14.8.29作 成 漢浄万呂手実 五月一 日経 手実

5 3-8 天 平14.8.29作 成 角恵麻呂手実 五月一 日経 手実

5 3-9 天 平14.8.29作 成 淡海金弓手実 五月一 日経 手実

5 3-10 天 平14,8.29作 成 古来小僧手実 五月一 日経 手実

5 3-11 天 平14.8.29作 成 雀部嶋足手実 五月一 日経 手実

5 3-12 天 平14.829作 成 大鳥高入手実 五月一 日経 手実

5 3-13 天 平14.8.29作 成 大石広万呂手実 五月一 日経 手実

5 3-14 天 平14.8.29作 成 調君雄蘇手実 五月一 日経 手実

5 3-15 天 平14。8,29作 成 杖部子虫手実 五月一 日経 手実

5 3-16 天 平14.8.29作 成 建部広足手実 五月一 日経 手実

5 3-17 天 平14.8.29作 成 民屯麻呂手実 五月一 日経 手実

5 3-18 天 平14.8.29作 成 櫟井馬養手実 五月一 日経 手実

5 3-19 天 平14.8.29作 成 古神徳手実 五月一 日経 手実

5 4 天 平14.9.1～29 9月分集計部 五月一 日経 集計注文

5 4-1 天 平14.9.30作 成 角恵末呂手実 五月一 日経 手実

5 4-2 天 平14.9.30作 成 丸部石敷手実 五月一 日経 手実

5 4-3 天 平14.9.30作 成 漢浮万呂手実 五月一 日経 手実

5 4-4 天 平14.9.30作 成 杖部子虫手実 五月一 日経 手実

5 4-5 天 平14.9.30作 成 葛野安麻呂手実 五月一 日経 手実

5 4-6 天 平14.9.30作 成 大石広麿手実 五月一 日経 手実

5 4-7 天 平14.9.30作 成 山部花万呂手実 五月一 日経 手実

5 4-8 天 平14.9.14作 成 調雄蘇手実 五月一 日経 手実

5 4-9 天 平14.9.30作 成 古来小僧手実 五月一 日経 手実

5 4-10 天 平14.9、30作 成 阿刀息人手実 五月一 日経 手実
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

雀部嶋足→写経所 8-91～92 ZZ1-2<44> 1 なし

道守豊足→写経所 8-92 ZZ1-2<45> 1 なし

建部広足→写経所 8-93 ZZ1-2<46> 1 なし

茨田久治万呂→写経

所

8-93 ZZ1-2<47> 1 なし

韓国人成→写経所 8-94 ZZ1-2<48> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-94 ZZ1-2<49> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-95 ZZ1-2<50> 1 なし

安刀息人→写経所 8-95 ZZ1-2〈51> 1 なし

古来小僧→写経所 8-96 ZZ1-2<52> 1 なし

古神徳→写経所 8-96 ZZ1-2<53> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-97 ZZ1-2<54> 1 なし

漢浮万呂→写経所 8-97～98 ZZ1-2<55> 1 なし

建部広足→写経所 8・98 ZZ1。2<56> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-98～99 ZZ1-2<57> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-99 ZZ1-2<58> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-99～100 ZZ1-2<59> 1 なし

櫟井馬養→写経所 8-100 ZZ1-2<60><61> 1 なし

韓国人成→写経所 8-101 ZZ1-2<62> 1 なし

大石広万呂→写経所 8-101～102 ZZ1-2<63> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-102 ZZ1-2<64> 1 なし

韓国人成→写経所 8-103 ZZ1-2<65> 1 なし

高屋赤万呂→写経所 8-103～104 ZZ1-2<66> 1 なし

韓国人成→写経所 8-104 ZZ1-2<67> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-104～105 ZZ1-2<68>～<72> 1 なし

田辺当成→写経所 8-104～105 ZZ1-2<68> 1 なし 端裏 「校生一切」

大伴吉人→写経所 8-105 ZZ1-2〈69> 1 なし

河原人成→写経所 8-105～106 ZZ1-2<70><71> 1 なし

田辺道主→写経所 8-106 ZZ1-2<72> 1 なし

尾張少士→写経所 8-106 ZZ1-2<72> 1 なし

装漬所→写経所 8-107 ZZ1-2<73> 1 なし

装演所→写経所 24-202～203 ZZ42-2裏 1 紙背 「天平15年 紙

充帳」(8-170)

aの草案

金光明寺写一切経所

(→皇后宮職)

8・155～159 ZZ3-2<5> 1 なし 付 箋 「廿 ノロ」。

二紙目(現 状第六

紙)の 端裏 「雑峡

第一 今小乗律」。

福寿寺写一切経所 8-107～110、22～45 ZB49、ZZ7-3、ZZ

23-4、ZB47④

1 なし

福寿 寺写一切経所

(→皇后宮職)

8-107～110 ZB49 1 なし 端裏 「自天平十四

年二月二日至五月

ナ什日千手経井経師

装漬校生等手実」

福寿寺写一切経所 8-22～45 ZZ7-3 1 なし 端裏 「始天平十四

年二月五日至四月

廿九日千手経々生

等手実案文」
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

5 4・11 天 平14,9.30作 成 雀部嶋足手実 五月一 日経 手実

5 4-12 天 平14.9.30作 成 道守豊足手実 五月一 日経 手実

5 4-13 天 平14.9.30作 成 建部広足手実 五月一 日経 手実

5 4-14 天 平14.9.30作 成 茨田久治万呂手実 五月一 日経 手実

5 4-15 天 平14.9.30作 成 韓国人成手実 五月一 日経 手実

5 5 天 平14.10.1～11.29 10月 ～11月 分集計部 五月一 日経 集計注文

5 5-1 天 平14.11.30作 成 角恵麻呂手実 五月一 日経 手実

5 5-2 天 平14.11.30作 成 安刀息人手実 五月一 日経 手実

5 5-3 天 平14.11.30作 成 古来小僧手実 五月一 日経 手実

5 5-4 天 平14.11.30作 成 古神徳手実 五月一 日経 手実

5 5-5 天 平14.11.30作 成 志紀久比麻呂手実 五月一 日経 手実

5 5-6 天 平14.11.30作 成 漢浮万呂手実 五月一 日経 手実

5 5-7 天 平14.11.30作 成 建部広足手実 五月一 日経 手実

5 5-8 天 平14.11.30作 成 丸部石敷手実 五月一 日経 手実

5 5-9 天 平14。11,30作 成 杖部子虫手実 五月一 日経 手実

5 5-10 天 平14.11.30作 成 山部花万呂手実 五月一 日経 手実

5 5-11 天 平14.11.30作 成 櫟井馬養手実 五月一 日経 手実

5 5-12 天 平14,11.29作 成 韓国人成手実 五月一 日経 手実

5 5-13 天 平14.11.2作 成 大石広万呂手実 五月一 日経 手実

5 5-14 天 平14.11.30作 成 雀部嶋足手実 五月一 日経 手実

5 5-15 天 平14.11.19作 成 用紙未奉人注文 五月一 日経 手実

5 5-16 天 平14.11,30作 成 高屋赤万呂手実 五月一 日経 手実

5 6 天 平14.11.30作 成 装漬充経注文 五月一 日経 装横充経報告

5 7 天 平14.10.18～12。6 校生手実帳 五月一 日経 手実帳

5 7-1 天 平14.12.1作 成 田辺当成手実 五月一 日経 手実

5 7-2 天 平14.10。18作 成 大伴吉人手実 五月一 日経 手実

5 7-3 天 平14.11.28作 成 河原人成手実 五月一 日経 手実

5 7-4 天 平14.10.28作 成 田辺道主手実 五月一日経 手実

5 7-5 天 平14.12。5作 成 尾張少士手実 五月一 日経 手実

5 8a 天 平14。12,6作 成 装演所解案 五月一日経 造紙数報告

5 8b 天 平14.12.6以 前 作 成 装横所解案 五月一日経 造紙数報告

6 天 平14.12.17作 成 金光明寺写一切経所解案 五月一日経 布施申請

7 天 平14.2.5～5.30 写千部千手経経生等手実 千手経 手実帳

7 1 天 平14.7 福寿寺写一切経所解案 千手経 布施申請

7 2 天 平14.2.5～5.30 写千部千手経経生等手実

帳

千手経 手実帳
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

福寿寺写一切経所 8-22 ZZ7-3<1><2> 1 なし

春日家万呂→写経所 8-23 ZZ7-3<3> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-23 ZZ7-3<4> 1 なし

漢浮万呂→写経所 8-23～24 ZZ7-3<5> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-24 ZZ7-3〈4> 1 なし

戸令貴→写経所 8-24 ZZ7-3<7> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-25 ZZ7-3<8> 1 なし

建部広足→写経所 8-25 ZZ7-3〈9> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-25～26 ZZ7-3<10> 1 なし

茨田久治麻呂→写経

所

8・26 ZZ7-3<11> 1 なし

大石広麻呂→写経所 8-26 ZZ7-3<12> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-27 ZZ7-3<13> 1 なし

忍坂成万呂→写経所 8-27 ZZ7-3<14> 1 なし

角恵麻呂→写経所 24-150～151 ZZ23-4 1 なし

民屯麻呂→写経所 8-28 ZZ7-3<15> 1 なし

呉原生人→写経所 8-28 ZZ7-3<16> 1 なし

福寿寺写一切経所 8-28 ZZ7-3<16><17> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-29 ZZ7-3<18> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-29 ZZ7-3<19> 1 なし

角恵麻呂→写経所 未収 ZB47④ 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-29 ZZ7-3<20> 1 なし

雀部1鳴足→写経所 8-30 ZZ7-3<21> 1 なし

茨田久治万呂→写経

所

8-30 ZZ7-3<22> 1 なし

古来小僧→写経所 8-30 ZZ7・3<23> 1 なし

春日家万呂→写経所 8・30～31 ZZ7-3<24> 1 なし

辛国人成→写経所 8-31 ZZ7-3<25> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-31 ZZ7-3<26> 1 なし

戸令貴→写経所 8-31 ZZ7-3<27> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-32 ZZ7-3<28> 1 なし

建部広足→写経所 8-32～33 ZZ7-3<29> 1 なし

漢潭万呂→写経所 8-33 ZZ7-3<30> 1 なし

民屯麻呂→写経所 8-33 ZZ7-3<31> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-34 ZZ7-3〈32> 1 なし

福寿寺写一切経所 8-34 ZZ7-3<33><34> 1 なし

茨田久治万呂→写経

所

8-34 ZZ7-3<36> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-35 ZZ7-3<37> 1 なし

春日家万呂→写経所 8-35 ZZ7-3〈38> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8・35 ZZ7-3<39> 1 なし

建部広足→写経所 8・36 ZZ7-3<41> 1 なし

民屯麻呂→写経所 8.36 ZZ7-3<42> 1 なし
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

7 2-1 天 平14.4.29 2月～4月 総計部井2月 分

集計部

千手経 集計注文

7 2-1-1 天平14.2.30作 成 春日家万呂手実 千手経 手実
7 2-1-2 天平14.2.30作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実

7 2-1-3 天平14.2.30作 成 漢浮万呂手実 千手経 手実
7 2-1-4 天平14.2.29作 成 坂合部文万呂手実 千手経 手実

7 2-1-5 天平14.2.30作 成 戸令貴手実 千手経 手実

7 2-1-6 天平14.2.30作 成 山部花万呂手実 千手経 手実
7 2-1-7 天平14.2.30作 成 建部広足手実 千手経 手実

7 2-1-8 天 平14.2.30作 成 阿刀息人手実 千手経 手実
7 2-1-9 天 平14.2,30作 成 茨田久治麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-10 天 平14.2.30作 成 大石広麻呂手実 千手経 手実
7 2-1-11 天 平14.2.30作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-12 天 平14.2.30作 成 忍坂成万呂手実 千手経 手実
7 2-1-13 天 平14.2.30作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-14 天 平14.2.30作 成 民屯麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-15 天 平14,2.28作 成 呉原生人手実 千手経 手実

7 2-1-16 天 平14.3.29作 成 3月分集計部 千手経 集計注文
7 2-1-17 天 平14.3.29作 成 忍坂成麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-18 天 平14.3.19作 成 葛野安麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-19 天 平14.3.28作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-20 天 平14.3.29作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-21 天 平14.3.29作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実
7 2-1-22 天 平14.3.29作 成 茨田久治万呂手実 千手経 手実

7 2-1-23 天 平14.3.29作 成 古来小僧手実 千手経 手実
7 2-1・24 天 平14.3.30作 成 春日家万呂手実 千手経 手実

7 2-1-25 天平14.3.29作 成 辛国人成手実 千手経 手実

7 2-1-26 天平14,3.29作 成 丸部石敷手実 千手経 手実
7 2-1-27 天平14.3.29作 成 戸令貴手実 千手経 手実

7 2-1-28 天平14.3.29作 成 山部花万呂手実 千手経 手実

7 2-1-29 天 平14.3.29作 成 建部広足手実 千手経 手実

7 2-1-30 天 平14.3.29作 成 漢浮万呂手実 千手経 手実

7 2-1-31 天 平14.3.27作 成 民屯麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-32 天 平14.3.19作 成 杖部子虫手実 千手経 手実

7 2-1-33 天 平14.4。29作 成 4月分集計部 千手経 集計注文

7 2-1-34 天 平14.4.29作 成 茨田久治万呂手実 千手経 手実

7 2-1-35 天 平14.4.29作 成 丸部石敷手実 千手経 手実

7 2-1-36 天 平14.4.29作 成 春日家万呂手実 千手経 手実

7 2-1-37 天 平14.4.29作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実

7 2-1-38 天 平14.4.29作 成 建部広足手実 千手経 手実

7 2・1-39 天 平14。4,24作 成 民屯麻呂手実 千手経 手実
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

志紀久比麻呂→写経

所

8-36 ZZ7。3<43> 1 なし

戸令貴→写経所 8-37 ZZ7-3<44> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-37 ZZ7-3<45> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-37 ZZ7-3<46> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-37～38 ZZ7-3<47> 1 なし

古来小僧→写経所 8-38 ZZ7-3<48> 1 なし

辛国人成→写経所 8-38 ZZ7-3<49> 1 なし

福寿寺写一切経所 8-38～40 ZZ7-3<49>～

<54>

1 なし

田辺正成→写経所 8-38～39 ZZ7-3<50> 1 なし 端裏 「校生」

大伴老人→写経所 8-39 ZZ7-3〈51> 1 なし

装潰所→写経所 8-39 ZZ7-3<52> 1 なし

川原人成→写経所 8-40 ZZ7-3<53> 1 なし

田辺当成→写経所 8-40 ZZ7-3<54> 1 なし

福寿寺写一切経所 8・40～41 ZZ7-3<55> 1 なし

阿刀息人→写経所 8-41 ZZ7。3<56> 1 なし 紙 背 「名 背 堺」

(天地逆)

漢浮麻呂→写経所 8-41 ZZ7-3<57> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-41～42 ZZ7-3<58> 1 なし

古来小僧→写経所 8-42 ZZ7-3<59> 1 なし 紙背 「名瀬堺」

建部広足→写経所 8-42 ZZ7-3<60> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-43 ZZ7-3<61> 1 なし 紙背 「名背口」

志紀久比麻呂→写経

所

8-43 ZZ7-3<62> 1 なし 紙背 「名背界」

戸令貴→写経所 8-43～44 ZZ7-3<63> 1 なし 紙背 「了」

山部花万呂→写経所 8-44 ZZ7-3<64> 1 なし 紙背 「名背堺」

雀部嶋足→写経所 8-44 ZZ7-3〈65> 1 なし

辛国人成→写経所 8-44～45 ZZ7-3<66> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-44～45 ZZ7-4 1 なし

金光明寺写一切経所

(→皇后宮職)

8-150～153 ZZ7-4<2>～<4> 2 同 解 案(24-104) 端裏 「自天平十四

年六月一日至十一

朋 旧 千手経生井

装漬生等手実案文

紙」

金光明寺写一切経所

(→皇后宮職)

24-203～204 ZZ7-4<1> 1 なし 草案

金光明寺写一切経所

(→皇后宮職)

24-104 ZZ7-4<4> 1 同 解 案(8-150～

153)

草案

金光明寺写一切経所 8-67～73、140～148 ZZ7-4<5>～<44> 1

金光明寺写一切経所 8-67 ZZ7-4〈5><6> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-67～68 ZZ7-4<7> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-68 ZZ7-4<8> 1 なし

漢浮万呂→写経所 8.68 ZZ7-4<9> 1 なし

阿刀息人→写経所 8・69 ZZ7-4<10> 1 なし

忍坂成麻呂→写経所 8-69 ZZ7-4<11> 1 なし
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

7 2-1-40 天平14.4.29作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-41 天平14,4.29作 成 戸令貴手実 千手経 手実

7 2-1-42 天平14.4.29作 成 山部花万呂手実 千手経 手実

7 2-1-43 天平14.4.29作 成 忍坂成麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-44 天平14.4.29作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

7 2-1-45 天平14.4.29作 成 古来小僧手実 千手経 手実

7 2-1-46 天平14.4.29作 成 辛国人成手実 千手経 手実

7 2-2 天平14.4.29作 成 校生手実帳 千手経 手実帳

7 2-2-1 天平14.3.29作 成 田辺正成手実 千手経 手実

7 2-2-2 天平14.3.29作 成 大伴老人手実 千手経 手実

7 2-2-3 (天平14) 秦大床手実 千手経 手実

7 2-2-4 天平14.4.29作 成 川原人成手実 千手経 手実

7 2-2-5 天平14.4.29作 成 田辺当成手実 千手経 手実

7 2-3-1 天平14.5.30作 成 5月分集計部 千手経 集計注文

7 2-3-2 天平14。5.30作 成 阿刀息人手実 千手経 手実

7 2-3-3 天 平14.5.30作 成 漢浮麻呂手実 千手経 手実

7 2-3-4 天 平14.5.30作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

7 2-3-5 天 平14.5.30作 成 古来小僧手実 千手経 手実

7 2-3-6 天 平14.5.30作 成 建部広足手実 千手経 手実

7 2-3-7 天 平14.5.30作 成 葛野安麻呂手実 千手経 手実

7 2-3-8 天 平14.5.30作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

7 2-3-9 天 平14.5.30作 成 戸令貴手実 千手経 手実

7 2-3-10 天 平14.5.30作 成 山部花万呂手実 千手経 手実

7 2-3-11 天 平14.5.30作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実

7 2-3-12 天 平14,5.30作 成 辛国人成手実 千手経 手実

8 天 平14.6.1～12.8 写千部千手経経生等手実

帳

千手経 手実帳

8 1a 天 平14。12,8作 成 金光明寺写一切経解案 千手経 布施申請

8 1b 天 平14.12.8以 前 金光明寺写一切経解案 千手経 布施申請

8 1c 天 平14.12.8以 前 金光明寺写一切経解案 千手経 布施申請

8 2 天 平14.6.1～11.29 写千手経経師等手実案帳 千手経 手実帳

8 2-1 天 平14.7.29作 成 6、7月 分集計部 千手経 集計注文

8 2-1-2 天 平14.6,29作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

8 2-1-3 天 平14.6.29作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

8 2・1-4 天 平14.6.30作 成 漢浮万呂手実 千手経 手実

8 2・1-5 天 平14,6,29作 成 阿刀息人手実 千手経 手実

8 2・1・6 天 平14.6,17作 成 忍坂成麻呂手実 千手経 手実
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

古来小僧→写経所 8・69 ZZ7-4<12> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-70 ZZ7-4<13> 1 なし

韓国人成→写経所 8-70 ZZ7-4〈14> 1 なし

葛野安麿→写経所 8-70～71 ZZ7-4<15> 1 なし

建部広足→写経所 8-71 ZZ7-4<16> 1 なし 紙背 「了」

忍坂成万呂→写経所 8-71 ZZ7-4<17> 1 なし

民屯万呂→写経所 8-72 ZZ7-4<18> 1 なし

春日家麻呂→写経所 8-72 ZZ7-4<18> 1 なし

山部花万呂→写経所 8-72 ZZ7-4<19> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-73 ZZ7-4<20> 1 なし

雀部嶋足→写経所 8-73 ZZ7-4<21> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-73 ZZ7-4<22> 1 なし

金光明寺写一切経所 8-140 ZZ7-4<23> 1 なし 端裏 「自十月至十
一月廿九日写千手

経手実案文」

古来小僧→写経所 8-140 ZZ7-4<24> 1 なし

角恵麻呂→写経所 8-140～141 ZZ7-4<25> 1 なし

安刀息人→写経所 8-141 ZZ7-4<26> 1 なし

志紀久比麻呂→写経

所

8-141～142 ZZ7-4<27> 1 なし

葛野安麻呂→写経所 8-142 ZZ7-4<28> 1 なし

古神徳→写経所 8-142～143 ZZ7-4<29> 1 なし

建部広足→写経所 8-143 ZZ7-4<30> 1 なし

丸部石敷→写経所 8-143 ZZ7-4<31> 1 なし

杖部子虫→写経所 8-144 ZZ7-4<32> 1 なし

漢浄麻呂→写経所 8-144 ZZ7-4<33> 1 なし

檜前家麻呂→写経所 8-144～145 ZZ7-4<34> 1 なし

坂合部文万呂→写経

所

8-145 ZZ7-4〈35> 1 なし

田辺道主→写経所 8-145～146 ZZ7-4<36><37>

<38>

2 紙背 「田辺道主手

実」(8-130)

装潰所→写経所 8・146 ZZ7-4<39> 1 なし

尾張少士→写経所 8-146 ZZ7-4<40> 2 紙背 「尾張少士手

実」(8-149)

実際の作成は12月

8日 か

田辺当成→写経所 8-146～147 ZZ7-4〈41> 1 端裏 「校生千手

自天平十四至」

川原人成→写経所 8-147～148 ZZ7-4<42><43> 1

大伴吉人→写経所 8-148 ZZ7-4<44> 1

田辺道主→写経所 8-130～131 ZZ7-4<36><37>

<38>裏

1 紙背 「田辺道主手

実」(8-146)

尾張少士→写経所 8-149～150 ZZ7-4<40>裏 1 紙背 「尾張少士手

実」(8-146)

福寿寺写一切経所 24-150 ZZ37-9<8> 1 表裏相属 付 箋 「廿一1咲 二

巻」

福寿寺写一切経所 8-45～47、2-312 ZZ32-5<1><2>、

Z28① 裏

1 空(一 部あり)

福寿寺写一切経所
→皇后宮職

8-45～46 ZZ32。5<1> 1 なし 三月一日付小野国

堅の判あり。
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

8 2-1-7 天 平14,6.29作 成 古来小僧手実 千手経 手実

8 2-1-8 天 平14。6.30作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実

8 2-1-9 天 平14.6.29作 成 韓国人成手実 千手経 手実

8 2.1-10 天 平14.6.29作 成 葛野安麿手実 千手経 手実

8 2-1-11 天平14.7.30作 成 建部広足手実 千手経 手実

8 2-1-12 天平14.7,30作 成 忍坂成万呂手実 千手経 手実

8 2-1-13 天平14.7.27作 成 民屯万呂手実 千手経 手実

8 2-1-14 天平14.7.19作 成 春日家麻呂手実 千手経 手実

8 2-1-15 天平14.7.30作 成 山部花万呂手実 千手経 手実

8 2-1-16 天平14.6.29作 成 杖部子虫手実 千手経 手実

8 2-1-17 天 平14.7.30作 成 雀部嶋足手実 千手経 手実

8 2-1-18 天 平14,7.30作 成 丸部石敷手実 千手経 手実

8 2-2-1 天 平14.11.29作 成 10、11月 分 集 計 部 千手経 集計注文

8 2-2-2 天 平14.11.30作 成 古来小僧手実 千手経 手実

8 2-2・3 天 平14,11.30作 成 角恵麻呂手実 千手経 手実

8 2-2-4 天 平14.11.30作 成 安刀息人手実 千手経 手実

8 2-2-5 天 平14.11.30作 成 志紀久比麻呂手実 千手経 手実

8 2-2-6 天 平14.11.30作 成 葛野安麻呂手実 千手経 手実

8 2-2-7 天 平14.11.30作 成 古神徳手実 千手経 手実

8 2-2-8 天 平14.11.30作 成 建部広足手実 千手経 手実

8 2-2-9 天 平14.11.29作 成 丸部石敷手実 千手経 手実

8 2-2-10 天 平14.11.30作 成 杖部子虫手実 千手経 手実

8 2-2-11 天 平14。11.30作 成 漢浄麻呂手実 千手経 手実

8 2-2-12 天 平14.11.30作 成 檜前家麻呂手実 千手経 手実

8 2-2-13 天 平14.7.29作 成 坂合部文万呂手実 千手経 手実

8 2-2-14 天 平14.11.30作 成 田辺道主手実 千手経 手実

8 2・2-15 (天平14) 装演造紙注文 千手経 手実

8 2-2-16 天平14.11.30作 成 尾張少士手実 千手経 手実

8 2-2-17 天 平14.12.1作 成 田辺当成手実 千手経 手実

8 2-2-18 天 平14.11.28作 成 川原人成手実 千手経 手実

8 2-2-19 天 平14.10.18作 成 大伴吉人手実 千手経 手実

9 天 平14.10.6作 成 田辺道主手実 五月一日経 ・千

手経

手実

10 天 平14,12.5作 成 尾張少士手実 五月一 日経 ・千

手経

手実

11 天 平14.2,5～11.7 写一切経装横受紙注文 五月一 日経 ・千

手経

装横受紙注文

12 天 平14.2.30～5,23 写経料筆墨充帳 五月一 日経 ・千

手経

筆墨充帳

12 1 天 平14.2.30 写経所上申文 五月一日経 筆墨申請
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

福寿寺写一切経所 8-46～47 ZZ32-5<2> 1 なし 名前の上に鉤型合
→皇后宮職 点 あ り。

福寿寺写一切経所 2-312 Z28② 2 過所(?)(24-556) 同日小野朝臣国堅
→皇后宮職 の判 あ り。

福寿寺写一切経所 8-52～53 ZZ14-7<13> 1 なし

→皇后宮職

福寿寺写一切経所 8-53～54 ZZ27-4<2><3> 1 なし 付 箋 「二」「廿 峡

→皇后宮職 五巻」。四月二 十

九日付の追筆あり。

装演所→写経所 2-30 ZB30② 1 なし 付 箋 「廿 ノ 四」

「第四」

福寿寺写一切経所 24-160～161 ZK22(3)裏<10>～ 1 天平14年 一切経井

<13> 千手経充紙帳(24
一151～)

福寿寺写一切経所 24-161 ZK22(3)裏<19>～ 1 天平14年 一切経井

<21> 千手経充紙帳(24
一151～)

福寿寺写一切経所 24-162～163 ZZ35-2裏<66>～ 1 天平15年 経師等紙

<69> 充 帳(8-321～

337)

金光明寺写一切経所 24-151～160 ZK22(3) 2 空 端継を利用。大 日

古 「写一切経充紙

帳」

金光明寺写一切経所 8-321～337 ZZ35-2<1>～ 2
一 一

<66>～<69>畏. 端継を利用。実際

<72> 天平14年写経料紙 の充紙記録は14年

進 送注 文(24-162) 9月 以降。奥に「十

五年十月八 日」の

日付 。

金光明寺写一切経所 8-66～67 ZZ17-3<11> 1 なし

(→皇后宮職)

金光明寺写一切経所 8-110～116 ZZ28-3<1>～ 2 経 師上 日帳(8・127 端裏 「以天平十四

<5> ～130) 年七月廿四日充装

潰井本経紙充」と

あり。紙背の上 日

帳は天平八年十月、

十一月のものと考

え られ る。

金光明寺写一切経所 8-116～126 ZZ28-3<6>～ 2 天平9年 写一切経 端裏 「天平十四年

<16> 充装漬帳(24-53 七月廿四日充装漢
～58) 井本経紙」 とあり。

金光明寺写一切経所 2-313 ZB7③ 1 なし 「金光 明寺」の初

見史料

金光明寺写一切経所 8-131～132 ZZ14-4〈5> 1 なし 端裏 「欠経」

金光明寺写一切経所 24-201～202 ZZ15・2<15>裏 1 天平20年 「第四櫃

(→般若寺三綱所) i奉出経il劇(24-168

～169)
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

12 2 天平14 写経所上申文 五月一日経 ・千

手経

筆墨申請

12 3 天 平14.5.23作 成 写経所上申文 五月一日経 筆墨申請

13 天平14.3.29作 成 写経巻数注文案 五月一日経 写経巻数記録

14 天 平14.3.29作 成 写経所装横紙注文案 五月一日経 ・千

手経

装満紙数記録

15 天 平14.4.29作 成 装横所解 五月一日経 ・千

手経

装溝上紙数報告

16 天 平14.5.1～7.29 写経料紙進送注文 五月一 日経 ・千

手経

写経料紙進送注

文

17 天 平14.5.1～7.ユ3 写経料紙進送注文 五月一日経 ・千

手経

写経料紙進送注

文

18 天 平14.5.1～11.2 写経料紙進送注文 五月一日経 ・千

手経

写経料紙進送注

文

19 天平14.5.1～8.27
一切経井千手経充紙帳 五月一日経 ・千

手経

充紙帳

20 天平14.5～ 天 平15.6
一切経井千手経充紙帳 五月一日経 ・千

手経

充紙帳

21 天 平14。6.21作 成 写経巻数筆墨注文 五月一 日経 ・千

手経

写経巻数筆墨数

報告

22 天 平14.7.24～

天 平15。4.10

禅院本経充帳 五月一 日経 充本帳 ・充紙帳

23 天 平14.8.10～

天 平15.9.7

充装漬帳 五月一日経 充装満帳(題)

24 天平14.10.3作 成 金光明寺写経所牒案 経巻奉請

25 天 平14.10.22作 成 閾経目録 五月一日経 闘経目録

26 (天平14年) 納櫃一切経巻峡注文 五月一日経 納櫃経巻目録
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発信 ・作成→受信 大日古 巻帙 次 他の利用 備考

金光明寺写一切経所 2-322～323 ZI(26 1 なし 目録 「納櫃経巻目

録」とする。

写経所 25-163～165 ZZ15-2<11> 1 なし 鉤型合点あり。

写経所 24-165～168 ZZ15-2<12>～

<14>

1 なし 鉤型 合 点 あ り。

「三櫃」を 「四」

に訂正す。天平17

年5月21日 の 検 定

あり。

写経所 24-168～169 ZZ15-2<15> 2 (天 平14年)「 納櫃

一 切 経 巻 峡 注 文 」

(24-201～202)

鉤型合点あり。

写経所 24-169～170 ZZ15-2<16> 1 なし 鉤型合点あり。

写経所 24-170～174 ZZ15-3-<1>～

<3>

1 なし 端 裏 「五」。天 平

17年5月21日 の 検

定あり。

写経所 124-407～409、

2.24・174～177

3.3-260～261

1.S35① 裏,2.ZZ15

-3<4>～<8>

3.ZB47⑥ 裏

2 1.天 平10年 播 磨 国

郡 稲 帳(2・150～

151)3.天 平20年

志 斐 万 呂 過徴 物注

文(3-110)

写経所 24-177～184 ZZ15-3<9>～

<14>

1 なし 端 裏 「第六櫃」。

天 平17年5月21日

の検定あり。

写経所 24-185～187 ZZ15-3<15> 1 なし 追筆 「右第六櫃」

写経所 24-187 ZZ15-3<16> 1 なし

写経所 24-188～193 ZZ15-3<17>～

<18>

1 あり 記述は紙背にまた

が る。天平17年5

月21日 の検定あり。

写経所 24-194～196 ZZ15-3<19> 1 なし 天平17年5月21日

の検定あり。

写経所 24-197 ZZ15-3<20> 1 なし 奥裏 「十一櫃内

合百ノ{十巻 秩十三

巻」

写経所 24-197～198 ZZ15-3<21> 1 なし 紙背 「筆納」

写経所 24-199 ZZ15-3<22> 1 なし
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番号1 番号2 年月日 文書名 写経事業 文書機能

27 天平14.12.13作 成 一切経納櫃目録 五月一日経 納櫃経巻目録

28 天 平20.正.4～9.22 第三櫃納本経櫃盛文 一 納本経目録

29 1 天平14.12.13～ 天 平 勝 宝

2.2.14.

第四櫃本経検定井出入帳 一 経巻出入検注帳

29 2 天 平20.8.29～10.7 第四櫃奉出経帳 鱒 経巻出入検注帳

29 3 o 第四櫃納新写櫃盛文 圃 納本経目録

30 1 天 平14.12.13～ 天 平

20。3.24

第五櫃本経検定井出入帳 一 経巻出入検注帳

30 2 閂 (第五櫃力)本経出入帳 飼 経巻出入検注帳

31 1 天 平14.12.13～ 天 平 勝 宝

2.5.2

第六櫃本経検定井出入帳 一 経巻出入検注帳

31 2 一 納本経櫃盛文 一 納本経目録

32 1 天平14.12.12作 成 第入櫃本経検定注文 一 経巻検定注文

32 2 天平14.12.13～ 天 平 勝 宝

元 。8.4

第八櫃本経検定井出入帳 一 経巻出入検注帳

33 1 天 平14.12.13～ 天 平

18.4.3

第十一櫃本経検定井出入

帳

一 経巻出入検注帳

33 2 天 平18.6。2 第十一櫃小乗律目録 偶 納本経目録

33 3 天 平20.2.5 第十一櫃納経目録 一 納本経目録

34 天 平17.5。21～ 天 平勝 宝

2.7.10

第十二櫃本経検定井出入

帳

一 経巻出入検注帳
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経
巻
検
定
出
入
帳
に
み
ら
れ
る
こ
う

し
た
記
載
様
式
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
木
簡

の
記
載
様
式
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
経
巻
出
入
帳

の
作
成

の
前

段
階
と
し
て
、
代
本
板
と
し
て
の
木
簡
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ

る
。
東
野
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
櫃
か
ら
経
巻
を
出
す
際
に
右
に
あ

げ
た
よ
う
な
形
態

・
記
載
様
式
を
も
つ
代
本
板
が
作
ら
れ
、
経
巻
が
貸
し
出
さ
れ

て
い
る
間
、
櫃
の
中
に
収
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
木
簡

(代

本
板
)
の
記
載
を
ほ
ぼ
転
写
す
る
形
で
、
出
入
帳
に
貸
出
記
録
が
書
か
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

参
考

文
献

石
上
英

一
「集
合
文
書
と
文
書
集
合
」
(『古
代
中
世
史
料
学
研
究

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
)

大
平
聡

「写
経
所
手
実
論
序
説
」
(『古
代
申
世
史
料
学
研
究

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
八
年
)

大
平
聡

『正
倉
院
文
書
と
古
写
経
の
研
究
に
よ
る
奈
良
時
代
政
治
史
の
検
討
』
科
研
報
告

書
、
一
九
九
五
年

栄
原
永
遠
男

「天
平
十
三
～
十
五
年
に
お
け
る
千
手
経

一
〇
〇
〇
巻
の
書
写

(上
)

(下
)」
(『人
文
研
究
』
三
六
-
九
、

一
九
八
四
年
、
三
七
-
九
、

一
九
八
五
年
)

栄
原
永
遠
男

「初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
(『日
本
政
治
社
会
史
研
究
』
上
、

一
九
八
四
年
)

東
野
治
之

「正
倉
院
伝
世
木
簡
の
筆
者
に
つ
い
て
」
『正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書

房
、

一
九
七
七
年
)

皆
川
完

一
「光
明
皇
后
願
経
五
月

一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」
(『日
本
古
代
史
論
集
』
上
、

一
九
六
二
年
)

山
下
有
美

『正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
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四

写
経
事
業
お
よ
び
写
経
機
構
の
概
観

天
平
十
五
年
は
、
奈
良
時
代
の
写
経
事
業

を
考
え
る
う
え
で
の

一
大
画
期
で
あ

り
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
写
経
事
業
が
企
画
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
第

一
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
再
開
さ
れ
た
五
月

一
日
経
書
写

(宮

一
切
経
、

常
写
、
常
疏
、
ま
た
は
、
内
写
)
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、

一
切
経
関
連
で
は
、

大
官

一
切
経

(の
ち
に
先

一
切
経
と
も
称
さ
れ
る
)
書
写
が
挙
げ
ら
れ
る
し
、
ま

た
、
常
写
に
対
比
さ
れ
る
間
写

(外
写
)
や
、
私
願
経
の
主
要
な
も
の
と
し
て
の
、

玄
肪
発
願
に
よ
る
五
十
部
法
華
経

(僧
正
法
花
)
書
写
な
ど
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
個
々
の
写
経
事
業
に

つ
い
て
概
括
し
て
み
た

い
。

光
明
皇
后
所
願
の
五
月

一
日
経
は
、
天
平
十
四
年
十
二
月
以
前
は
開
元
釈
教
録

に
基
づ

い
て
経
律
論
集
伝
の
書
写
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
十
五
年
五
月

一
日
に
再
開
さ
れ
た
時
点
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
章
疏

・
別
生
等
を
も
書
写
す
る
と

い
う
新
た
な
方
針
に
転
換
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
入
手
し
得
る
様
々
な
経
典
を
五

月

一
日
経
の
名

の
も
と
に
統
合
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、

一
切
経

の
性
格
に

お
い
て
も
非
常
に
大
き
な
変
化
で
あ

っ
た
と
い
え
る

(栄
原
論
文
参
照
)。
天
平

十
五
年
よ
り
史
料
に
み
え
る
写
疏
所
と
い
う
写
経
機
関
名
も
、
こ
の
方
針
転
換
に

応
じ
て
案
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
章
疏
等

の
書
写
の
場
、
そ
し
て
、
事
務
処
理
の

場
と
し
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
天
平
十
五
年
に
書
写
さ
れ
た
経
巻
は
、
十
二
月
二
十
九
日
に
作
成
さ

れ
た
写
疏
所
解
案

〔〇
五
七
1
0
0

一
〕

に
よ
れ
ば
、
毘
尼
律
二
巻
、
法
花
玄
讃

第
四
、
九
巻
、
法
花
摂
釈

一
部
四
巻
、
清
涼

山
伝
二
巻
、
抄
小
乗
論

一
巻
、
通
行

二
巻
、
大
毘
婆
沙
論
文
義
次
第

一
巻
、
僧
施
文

一
巻
、
坐
禅
止
観
要
門

一
巻
、
三

障
俄
悔
経
二
巻
、
毘
尼
録

一
巻
、
毘
尼
心

一
巻
、
結
道
場
文
、
西
方
法
事
讃
文

一

巻
、
宗
法
師
章

一
部
四
巻
な
ど
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
ど
の

時
期
に
い
か
な
る
作
業
過
程
に
あ

っ
た
の
か
は
、
充
紙
帳
、
充
装
横
帳
、
充
本
帳
、

告
朔
解
等
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
部
分
が
判
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
経
師

へ

の
充
紙
が
本
格
化
し
た
の
は
、
六
月
申
旬
以
降
で
、
年
内
に
装
潰
に
よ
る
装
丁
が

完
成
し
て
い
る
。

一
方
、
聞
写
と
は
、
天
平
十
五
年
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
用
語
で
あ
る
が
、
常
写

(五
月

一
日
経
)
に
並
行
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
な
さ
れ
た
臨
時
の
写
経
で

あ
る
。
そ
の
用
語
と
し
て
の
対
応
関
係
か
ら
窺
知
し
う
る
如
く
、
常
写
と
問
写
は

事
業
と
し
て
も
即
応
関
係
に
あ

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
問
写
に
つ
い
て
は
独
自

の

写
経
…機
関
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
常
写
と
と
も
に
写
疏
所
に
よ
る
管
理
と
、

写
疏
所
に
お
け
る
書
写
を
原
則
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
事
務

管
理
の
帳
簿
な
ど
は
別
個
の
場
合
が
多

い

(た
だ
し
、
本
経
の
収
納

・
返
送
の
記

録

〔〇

一
四
〕
・
〔〇

一
五
〕
、
筆
墨
の
収
納

〔〇

一
〇
〕
な
ど
は
同

一
の
帳
簿
に

よ
る
)
が
、
上
級
官
司
で
あ
る
金
光
明
寺
造
仏
所

へ
の
作
業
報
告
な
ど
に
つ
い
て

は
、
明
確
に
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
写
疏
所

(も
し
く
は
、
写
経
所
)

の
発
信
す

る
、
常
写
と
同

一
の
文
書
で
な
さ
れ
る
場
合
が
多
か

っ
た
。
ま
た
、
本
経

(底

本
)
の
収
納
や
経
師

へ
の
充
紙
等
も
常
写
の
再
開
に
あ
わ
せ
て
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
親
近
性
は
非
常
に
高
い
。
さ
ら
に
、
大
平
聡
氏
が
四
部
律
抄
に
つ
い
て
考
察

さ
れ
た
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
常
写
と
し
て
開
始
さ
れ
た
経
巻
書
写
が
聞

写
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
例
な
ど
も
存
す
る

(大
平
B
論
文
参
照
)
。
こ
こ
で
、

再
度
、
先
の
写
疏
所
解
案

〔〇
五
七
1
0
0

一
〕
を
検
ず
る
と
、
聞
写
で
は
、
四

部
律
抄

一
部
六
巻
ず

つ
が
二
部
、
法
花
玄
讃
第

一
、
四
、
五
巻
、
毘
尼
律

一
部
三

巻
、
弁
中
辺
論

一
部
三
巻
、
起
信
論
疏

一
部
二
巻
、
梵
網
経
疏

一
部
二
巻
が
、
天

平
十
五
年
中
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
五
月

一
日
経
関
係

の
帳
簿
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
聞
写
の
帳
簿
も
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実
際
に
五
月
か
ら
作
成
の
始
ま
る
も
の
が
多

い
。
ま
た
、
本
来
の
作
成
日
は
別
と

し
て
、
「天
平
十
五
年
五
月
」
と
い
う
書

込
み
が
冒
頭
に
な
さ
れ
る
場
合
も
あ

っ

た
。
例
え
ば
、
〔〇
四
九
〕
は
間
写
書
料
紙
収
納
帳

の
草
案
だ
が
、
「天
平
十
五
年

十
月
」
と

い
う
冒
頭
記
載
が

「天
平
十
五
年
五
月
」
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
間
校
帳

〔〇

一
七
〕
は
実
際
に
は
天
平
十
六
年
三
月
の
作
成
と
考
え
ら
れ

る
が
、
「天
平
十
五
年
五
月
」
と
冒
頭

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
天

平
十
五
年
五
月
と
い
う
区
切
は
、
以
後
数
年
間
に
わ
た

っ
て
継
続
し
て
い
く
写
経

事
業
の
中
で
も
特
別
な
時
期
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
大
官

一
切
経
に

つ
い
て
言
及
す
る
。
大
官

一
切
経
書
写
事
業
は
聖
武
天

皇
の
発
願
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

こ
の
年
の
四
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
十

二
月
に

一
旦
中
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
平
城
還
都
後
の
天
平

一
八
年
正
月

(七
四
六
)
に
再
開
さ
れ

(再
開
後
は
、
先
写

一
切
経
と
称
さ
れ
る
)
、
天
平
二
十

年
正
月
に
終
了
し
た
。
本
経
と
し
て
は
、
薬
師
寺
な
ど
か
ら
借
り
受
け
た
経
巻
を

使
用
し
た
場
合
も
あ

っ
た
が
、
主
に
五
月

一
日
経
が
用
い
ら
れ
た
。
五
月

一
日
経

は
、
前
年
十
二
月
か
ら
櫃
に
収
納
し
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ

れ
も
こ
の
よ
う
に
本
経
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
大
官

一
切
経
書
写
事
業
は
、
上
記
の
写
疏
所
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
あ

る
程
度
独
立
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
主
な
書
写
の
場
が

「堂
」
と
い
う
写
疏
所

と
は
別
の
空
間
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
既
に
渡
辺
晃
宏
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
「堂
」

の
み
で
な
く
、
写
疏
所
に
お
い
て
も
書
写
は
な
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る

(後
述
)。

大
官

一
切
経
書
写
事
業
に
関
し
て
は
史
料
自
体

の
残
り
が
非
常
に
悪
く
、
九
月

ま
で
の
告
朔
解
案
、
料
紙
堂
上
帳
、
筆
墨
充
帳
な
ど
が
残
存
す
る
に
過
ぎ
な

い
。

よ

っ
て
、
そ
の
全
体
像
を
正
確
に
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
お
ま
か
な

進
捗
状
況
は
大
官

一
切
経
料
紙
堂
上
帳

〔○
〇
九
〕
な
ど
に
よ
り
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
料
紙
堂
上
帳
と
は
、
書
写
の
場
で
あ
る

「堂
」

へ
の
写
経
用

紙
の
送
付
を
記
録
し
た
帳
簿
で
あ

っ
て
、
ほ
ぼ

一
ヶ
月
ご
と
に
送
付
さ
れ
た
用
紙

数
が
集
計
さ
れ
て
い
る
の
で

(十

一
月
分
は

一
回
の
み
の
上
紙
で
、
十
二
月
に
合

算
さ
れ
て
い
る
)、
そ
の
書
写

の
ペ
ー
ス
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
月
は
九
十
八
巻
、
五
月
は
八
十
巻
、
六
月
は
七
十

一
巻
、
七

月
は
九
十
巻
、
八
月
は
百
四
十
九
巻
、
九
月
は
百
二
十
巻
、
十
月
は
四
十

一
巻
、

十

一
月

・
十
二
月
は
合
わ
せ
て
四
十
四
巻
が
写
経
所
本
体
か
ら

「堂
」
に
送
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
四
月
か
ら
順
調
に
書
写
が
進
ん
で
い
た
よ
う

で
あ

る
が
、
八
月
以
降
は

「堂
」
に
送
ら
れ
る
用
紙
の
数
が
急
増
し
て
お
り
、
書
写
の

ペ
ー
ス
が
更
に
上
が

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
十
月
か
ら
は
用
紙
の
供

給
は
抑
え
ら
れ
始
め
て
お
り
、
十
二
月
の
中
断

へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
。
天
平
十

五
年
に
お
け
る
大
官

一
切
経
書
写
の
あ
り
方
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
天
平
十
五
年
の
私
願
経
の
な
か
で
最
も
大
規
模
な
の
は
、
玄
肪
所
願
の
五
十
部

法
華
経
で
あ
る
。
全
体
で
は
四
百
巻
に
も
の
ぼ
る
経
巻
が
、
八
月
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
玄
肪

の
唐
か
ら
の
帰
朝
は
天
平
七
年

(七
三
五
)
で

あ
る
が
、
五
十
部
法
華
経

の
本
経
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
玄
肪
が
唐
か
ら
将
来
し

た
法
華
経
で
あ
り
、
料
紙
の

一
部
に
は
、
十
五
年
四
月
に
終
了
し
た
千
手
経
書
写

事
業
の
残
紙
が
転
用
さ
れ
て
い
た

〔〇
四
〇
〕
。
事
務
的
な
処
理
は

「写
法
花
経

所
」
と
い
う
独
自

の
写
経
機
関
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
告
朔
解

〔〇
四
四
〕

な
ど
も

「写
法
花
所
」
の
名
で
発
信
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
本
経
の
出
納
、
筆
墨

や
そ
の
他
雑
物
の
申
請

・
収
納
な
ど
は
、
写
疏
所
、
ま
た
は
写
経
所
が
五
月

一
日

経
書
写
、
間
写
の
そ
れ
と
合
わ
せ
て
処
理
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
外
部
と
の
物
資

の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
主
に
写
経
所
本
体
が
ま
と
め
て
処
理
し
て
い
た
と
い

え
る
。
な
お
、
五
十
部
法
華
経
書
写
事
業
の
帳
簿
自
体
の
残
り
は
非
常
に
良
好
で
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あ
る
。
書
写
の
場
と
し
て
は
、
写
疏
所
を
中
心
と
す
る
が
、
部
分
的
に
は
大
官

一
切
経

書
写
の
場
と
さ
れ
る

「堂
」
に
お
い
て
も
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
五

十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
経
師
等
手
実
帳

〔〇
二
六
〕
に
は
、
「堂
」

へ
の
用
紙

の
送
付
を
示
す
と
思
わ
れ
る

「上
」
と
い
う
異
筆
の
書
込
み
が
あ
る
手
実
が
み
ら

れ
、
そ
れ
ら
の
経
師
は
写
疏
所
の
作
成
に
よ
る
五
十
部
法
華
経
の
帳
簿
に
よ

っ
て

は
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
五
十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
等
充

紙
帳

〔〇
二
二
〕
、
及
び
料
紙
収
納
帳

〔〇

四
二
〕
に
は
そ
れ
ぞ
れ
堂
上
さ
れ
た

紙
に
関
す
る

一
括
記
載
が
存
す
る
こ
と
、
更
に
は
、
五
十
部
法
華
経
料
の
筆
墨
の

充
当
が
大
官

一
切
経
筆
墨
充
帳
案

〔○
○
八
〕
に
よ

っ
て
も
管
理
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
が
五
十
部
法
華
経
書
写
事
業
の
概
略
だ
が
、
私
願
経
な
が
ら
告
朔
解
が
作

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
体
系
的
な
帳
簿
処
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

等
か
ら
、
そ
の
準
公
的
な
性
格
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、
上
記
の
よ
う
な
活
発
な
活
動
は
、
整
備
の
進
展
し
た
写
経
機
構
に
よ

っ

て
担
わ
れ
て
い
た
。
写
経
所
は
、
前
年
の
天
平
十
四
年
に
福
寿
寺
写
経
所
か
ら
金

光
明
寺
写
経
所

へ
と
名
称
の
変
更
を
行

っ
て
い
た
が
、
金
光
明
寺
写
経
所
と
し
て

の
本
格
的
な
活
動
開
始
は
、
天
平
十
五
年
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
写
経
事
業

へ
の

着
手
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
史
料
を
検
ず

る
と
、
上
記
の
よ
う
に
、
写
経
事
業

毎
に
そ
れ
に
対
応
す
る
写
経
機
関
の
名
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
、
写
疏
所
は
、
主
と
し
て
章
疏
を
書
写
す
る
段
階
に
至

っ
た
五
月

一
日
経

の
た
め
の
部
局
で
あ

っ
た
が
、
間
写
、
五
十
部
法
華
経
書
写
事
業
に
関
す
る
文
書

・
帳
簿
の
作
成
主
体
と
し
て
も
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
写
法
花

経
所
」
(
〔〇
四
四
〕、
〔〇
五
一
〕
)
は
、
当

然
の
如
く
、
五
十
部
法
華
経
書
写
に

関
す
る
文
書

・
帳
簿
に
し
か
そ
の
名
は
み
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
写
疏
所
と
同

一

レ
ベ
ル
の
写
経
機
関
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
大
官

一
切
経
事
業

を
管
理
す
る
機
関
の
名
は

「写
官

一
切
経
所
」
で
あ

っ
て
、
こ
こ
も
大
官

一
切
経

書
写
と
い
う
単

一
の
事
業
に
関
す
る
帳
簿

・
文
書

の
み
を
作
成
し
て
い
る
と
い
う

点
で
は

「写
法
花
経
所
」
と
同

一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
五
十
部
法
華
経
書
写
事
業

と
異
な
る
の
は
、
写
疏
所
が
五
十
部
法
華
経
関
連
文
書

の
作
成
主
体
と
な
る
場
合

が
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
大
官

一
切
経
事
業
に
つ
い
て
扱

っ
た
文
書

(〔〇
二
七

i
O
O
一
〕
)
は
、
写
疏
所
で
は
な
く
写
経
所
の
名
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。以
上
の
よ
う
な
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
写
経
機
構
に
も
上
下
の
秩
序
が
あ

っ
て
、

写
経
所
と
い
う
写
経
機
関
の
内
部
に
、
部
局
と
し
て
の
写
疏
所

・
写
大
官

一
切
経

所
が
並
立
し
、
写
疏
所
の
下
に
写
法
花
所
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
想
定
も
可

能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
文
書

・
帳
簿
が
、
写
経
所
の
名
で
出

さ
れ
る
場
合
と
、
写
疏
所
の
名
で
出
さ
れ
る
場
合
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
画
然
と
分

け
ら
れ
な
い
と
い
う
点
や
、
写
経
所
の
案
主
と
写
疏
所
の
案
主
が
実
体
と
し
て
重

な
る
点
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
写
経
所
と
写
疏
所
と
で
は
事
務
処
理
を
行
う
主
体
は

同

一
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
文
書
作
成
で
発
信
元
を
記
す
場
合
な

ど
に
お
い
て
、
大
官

一
切
経
関
連
の
処
理
ま
で
も
含
ん
だ
形
で
総
括
す
る
と
き
に

は
写
経
所
の
名
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
場
合
は
案
主
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と

い
う
状
態
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
写
経
機
構
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
に
付
随
し
て
事
務
統
括
を
行

っ
て
い
た
案
主
に
つ
い
て
で
あ
る
。
写

疏
所
で
の
五
月

一
日
経
や
間
写
、
五
十
部
法
華
経
の
書
写
に
関
し
て
は
阿
刀
酒
主

が
、
大
官

一
切
経
に
つ
い
て
は
辛
国
人
成
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
五
月

一
日
経
と
問
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写
の
充
本
帳

(〔〇
三
三
〕、
〔〇
三
四
〕
)
、
常
疏
料
紙
収
納
帳

〔〇
三

一
〕
等

で

は
、
人
成
が
案
主
と
し
て
勘
知
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
十

一
月
末
以

降
の
五
十
部
法
華
経
事
業
に
関
し
て
は
、
酒
主
か
ら
人
成

へ
と
案
主
の
交
替
が
な

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(五
十
部
法
華
経
の
手
実
帳

〔〇
二
六
〕、
布
施
充
帳

〔〇
四
七
〕
、
充
装
濃
帳

〔〇
五
三
〕
等

に
よ
る
)
。
つ
ま
り
、
写
経
所
内
部
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
は
確
立
し
て
い
た
が
、
大
官

一
切
経
書
写
事
業
の
案
主
は

写
経
所
本
体
の
事
務
に
も
関
与
す
る
場
合

の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
写
経
機
関
と
書
写
の
場
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
書
写
の
場

に
関
す
る
議
論

に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
写
疏
所
は
あ
く
ま
で
写
経
機
構
で

あ

っ
て
、
書
写
の
場
で
あ
る
か
の
よ
う

な
扱
い
を
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と

い
う

山
下
有
美
氏
の
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
も

っ
と
も
な
見
解
で
あ

っ
て
、
確
か
に
写

疏
所
は

一
義
的
に
は
写
経
機
構
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
写
疏
所
を
書
写
の
場

と
し
て
認
識
し
う
る
よ
う
な
史
料
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
写
大
官

一
切
経
所
告

朔
解
案

〔〇
二
五
1
0
0

一
〕
で
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
大
官

一
切
経
料
の
机

三
十
前

の
う
ち
、
二
十
六
前
を

「堂
」
、
十
前
を

「写
疏
所
」
に
充
て
る
と

い
う

記
載
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
写
疏
所
」
に
充
て
ら
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
大
官

一
切
経
の
事
務
処
理
を
行
う
た
め
の
机

で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
山
下
氏
の
見
解
に

沿
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
じ
く
写

経
用
の
机
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
写
疏

所
は
写
経
機
関
の
名
で
あ
る
と
共
に
、
「堂
」
に
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
書
写
の
場

と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更

に
、
山
下
氏
は
、

「堂
」
と

い
う

の
は
書
写
の
場
と
し
て

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ

っ
て
、

写
疏
所
に
も
別
に
堂
は
あ

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
「堂
」
と
い
う
だ
け
で
大
官

一
切

経
所

の
書
写
の
場
を
示
し
え
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
想
定
は
な
り
た

た
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
書
写
の
場
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、

一
般

的
な
傾
向
と
し
て
は
、
五
月

一
日
経
、
間
写
の
書
写
は
主
に
写
疏
所
に
お
い
て
、

一
方
、
大
官

一
切
経
は

「堂
」
と
称
さ
れ
る
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
が

行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
両
者
が
画
然
と
分
か
れ
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
も

で
き
な

い
。
ま
ず
、
大
官

一
切
経
書
写
は

「堂
」
だ
け
で
な
く
、
写
疏
所
で
も
書

写
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
官

一
切
経
所
の
告
朔
解

の
原
資
料
で
あ

っ
た
写
経
所
告
朔
解
草
案
継
文

〔〇
二
七
〕
が
、
二
つ
の
異
な
る

場
で
の
書
写
に
関
す
る
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

(目
録
補
注

参
照
)、
ま
た
、
先
述

の
通
り
、
写
大
官

一
切
経
所
告
朔
解
案

〔〇
二
五
1
0
0

一
〕
に
み
え
る
大
官

一
切
経
料
の
机
の

一
部
が
写
疏
所
に
も
充

て
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
の
推
定

で
あ
る
。
そ
し
て
、
五
月

一
日
経
に
つ
い
て
も
筆
墨
充
帳
や

充
紙
帳
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
る
場
で
書
写
が
行

わ
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
最
後
に
、
五
十
部
法
華
経
の
書
写
の
場
に
関
し

て
で
あ
る
が
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
写
疏
所
を
主
体
と
し
な
が
ら
、

「堂
」

で
も
書
写
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
以
上
、
写
経
事
業
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写

の
場
を
概
観
し
た
が
、
事
業
毎
に
単

一
の
場
に
お
け
る
書
写
を
原
則
と
す
る
と
い

う
よ
り
は
、
中
心
と
す
る
場
は
あ
る
も
の
の
、
各
々
の
書
写
の
場
に
お
け
る
経
師

の
配
置
に
応
じ
て
分
散
的
に
書
写
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
経
師
の
配
置
は
、
写
経
事
業
毎
の
進
展
状
況
に
応
じ

て
変
化
す
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
次
は
そ
の
経
師
の
移
動
に
つ
い
て
、
先
学
の
研

究
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
考
察
し
て
み
た

い
。

ま
ず
、
大
官

一
切
経
書
写

の
始
ま

っ
た
四
月
か
ら
、
大
官

一
切
経
に
関
す
る
告

朔
解
案

〔〇
二
五
1
0
0

一
〕
・
〔〇
二
八
1
0
0

一
〕

の
作
成
さ
れ
る
七
月
末
日

以
前

の
状
況
だ
が
、
渡
辺
氏
は
そ
の
告
朔
解
案
に
み
え
る
三
十
九
人
の
経
師

へ
の
、

五
月

一
日
経

・
間
写
料

の
充
紙
状
況
な
ど
か
ら
、
大
官

一
切
経
書
写
事
業

の
開
始

106



に
と
も
な

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
経
師
が

「堂
」
に
動
員
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
先
掲
の
写
経
所
告
朔
解
草
案
継
文

〔〇
二
七
〕
を
み
れ
ば
、
「堂
」
ば

か
り
で
な
く
、
写
疏
所
で
も
大
官

一
切
経
書

写
が
な
さ
れ
て
い
て
、
か
な
り

の
数

(十
七
人
)
の
経
師
が
写
疏
所
に
残

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

(目
録
補
注

参
照
)、
渡
辺
氏
の
想
定
に
は
従
え
な

い
。

ま
た
、
写
疏
所
に
お
い
て
五
十
部
法
華
経
書
写
が
始
ま
る
入
月
に
は
、
逆
に

「堂
」
か
ら
写
疏
所

へ
の
経
師
の
移
動
が
始

ま
る
と
さ
れ
る
が
、
堂
上
帳

〔○
〇

九
〕
に
よ
れ
ば
、
大
官

一
切
経
書
写
の
た
め
に

「堂
」
に
送
ら
れ
た
料
紙

の
数
は

八

・
九
月
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
写
疏
所

へ
の
シ
フ
ト
が
そ
う
容
易
に
な

さ
れ
た
と
も
考
え
難

い
。
大
官

一
切
経
書

写
に
関
す
る
八

・
九
月
の
告
朔
解
案

〔〇
二
五
1
0
0
二
〕
に
み
え
る
三
十
七
人

の
経
師
の
う
ち
、
五
十
部
法
華
経

・

五
月

一
日
経

・
問
写
料
紙
の
い
ず
れ
か
を
充
当
さ
れ
た
の
は
、
角
恵
万
呂

・
雀
部

嶋
足

・
委
文
公
麻
呂

・
己
知
蟻
石

・
檜
前
家
麻
呂

・
大
原
首
麻
呂
で
あ
る
が
、
写

経
所
告
朔
解
草
案
継
文

〔〇
二
七
〕
に
お
け

る
七
月
以
前
の
状
況
を
考
え
る
と
、

「堂
」
で
書
写
に
あ
た

っ
て
い
た
の
は
、
角
恵
万
呂

・
委
文
公
麻
呂

・
己
知
蟻
石

・
大
原
首
麻
呂
の
四
人
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
角
恵
万
呂

・
委

文
公
麻
呂

・
己
知
蟻
石
に
は
写
疏
料
筆
墨
充
帳

〔〇

一
二
〕
よ
り
、
写
疏
料
の
筆

墨
充
当
が
始
ま
る
の
で
、
「堂
」
か
ら
写
疏
所

へ
の
移
動
を
想
定

で
き
る
が
、
そ

れ
ほ
ど
多
い
入
数
で
は
な
い
。
ま
た
、
民
屯
麻
呂
な
ど
は
そ
れ
以
前

の
七
月
下
旬

に
は
写
疏
所

へ
移

っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
動
き
で
あ

っ
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。

結
局
、
五
十
部
法
華
経
書
写
の
た
め
の

「堂
」
か
ら
写
疏
所

へ
の
経
師
の
移
動

は
、
天
平
十
五
年
十
月
に

一
気
に
進
展
し
た
事
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
は
、
堂
上
帳
よ
り
十
月
以
降
の
大
官

一
切
経
書
写
が
著
し
い
失
速
状
態
に

あ

っ
た
と
判
断
で
き
る
こ
と
、
五
十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
等
充
紙
帳

〔〇
二

二
〕
よ
り
、
こ
の
こ
ろ
五
十
部
法
華
経
書
写

の
用
紙
が
本
格
的
に
充
当
さ
れ
始
め

た
状
況
が
分
か
る
こ
と
、
写
疏
料
筆
墨
充
帳

〔〇

一
二
〕
よ
り
、
十
月
か
ら
は
写

疏
料

の
筆
墨
充
当
が
、
そ
れ
ま
で

「堂
」
で
大
官

一
切
経
料

の
筆
墨
を
支
給
さ
れ

て
い
た
経
師
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た
と
し
う
る
こ
と
な
ど
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
な

お
、
五
十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
等
充
紙
帳

〔〇
二
二
〕
に
は
、
十
月
二
十
六
日

か
ら
十

一
月
二
十
五
日
に
か
け
て
の

「堂
」

へ
の
用
紙
送
付
記
録
が
存
し
て
お
り
、

小
規
模
な
が
ら
、
十
月
以
降

の

「堂
」
に
お
い
て
も
五
十
部
法
華
経

の
書
写
が
行

わ
れ
て
い
た
と
知
り
得
る
。
ま
た
、
七
月
以
前
に
写
疏
所
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る

経
師

(呉
原
生
人

・
古
頼
小
僧

・
建
部
広
足

・
茨
田
久
治
麻
呂

・
山
辺
花
麻
呂
)

の
十

一
月
の
手
実
に

「
上
」
と
あ

っ
て
、
彼
ら
の

「堂
」

へ
の
移
動
も
あ

っ
た
よ

う
で
あ
り
、
写
疏
所
と

「堂
」
と
の
問
で
の
経
師
の
移
動
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
い
る
。

次
に
、
事
務
処
理
が
個
々
の
書
写
の
場
に
付
随
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
す

な
わ
ち
、
写
疏
所
同
様
、
「堂
」
に
も
案
主
が
常
駐
し
て
大
官

一
切
経
関
連
事
務

の
統
括
を
行

っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
こ

の
件
に
関
し
て
は
、
渡
辺
晃
宏
氏
が
大
官

一
切
経
の
関
係
帳
簿
類
に
二
次
利
用
さ

れ
た
文
書
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
こ
れ
ら
が
他
の
写
経
事
業
の
関
係
帳
簿
類
に

は
二
次
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
大
官

一
切
経
書
写
の
場
が
独
立
し
て

い
た
と
同
時
に
、
関
連
事
務
も

「堂
」
に
お
い
て
孤
立
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
と

す
る
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
官

一
切
経
関
係
の
帳
簿
の
残
存
状

況
が
悪

い
の
も
、
事
務
処
理
の
場
が
分
離
し
て
い
た
た
め
と
理
解
さ
れ
て
い
る

(渡
辺
A

・
B
論
文
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
山
下
有
美
氏
は
作
業
場
で
あ
る

「堂
」
を
写
経
機
関
と
し
て

も
認
識
す
る
の
は
問
題
が
あ

る
と
し
て
、
案
主
に
よ
る
事
務
処
理
ま
で
も
が

「堂
」
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
想
定
を
否
定
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、
ど
ち
ら
が
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穏
当
な
見
解
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
先
述
の
通
り
、
大
官

一
切
経
は

「堂
」

ば
か
り
で
な
く
、
写
疏
所
で
も
書
写
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
渡
辺
氏
が

「堂
」
に
お
け
る
事
務
処
理
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
は
、
大
官

一
切
経
が

「堂
」
に
お

い
て
の
み
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
写
経
所

(写
疏
所
)
本
体
に
お
け
る
書
写
が
認
め
ら

れ
る
な
ら
ば
、
自
ず
か
ら
状
況
は
変

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
拠

と
な
る
、
前
掲
の
写
経
所
告
朔
解
草
案
継
文

〔〇
二
七
〕
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、

そ
の
前
半
部
、
す
な
わ
ち
、
写
疏
所
で
の
大
官

一
切
経
の
書
写
に
つ
い
て
ま
と
め

た
部
分

(写
経
所
解
案

〔1
0
0

一
〕)

は
解
と
い
う
形
式
を
と

っ
て
い
る
の
に

対
し
、
後
半
部
の

「堂
」
で
の
書
写
に

つ
い
て
記
し
た
部
分

(大
官

一
切
経
所
行

事
注
文

〔1
0
0
二
〕
)
は
文
書
と
し
て

の
体
を
成
し
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
前
半
部

の
写
経
所
解
案

〔1
0
0

一
〕
に
署
名
し
て
い
る
案
主
が
辛
国
人
成

ら
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
継
文

が
共
に
大
宝
二
年
の
御
野
国
味
蜂
間
郡
春

部
里
戸
籍

の
紙
背
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
分
か
る
。
以
上
の
検

討
結
果
を
総
合
す
れ
ば
、
大
官

一
切
経

に
関
し
て
も
写
経
所
本
体
で
事
務
処
理
が

行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

先
述
の
よ
う
に
、
辛
国
人
成
が
写
疏
所

に
お
け
る
他
の
写
経
事
業
関
連

の
文
書
に

も
案
主
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
事
態
も
、
容
易
に
説
明
が
つ
く
。

そ
れ
で
は
、
渡
辺
氏
の
言
わ
れ
る
、
大
官

一
切
経
関
連
帳
郷

の

一
次
文
書
が
他

の
写
経
事
業
の

一
次
文
書
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
如
何
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
天
平
十
五
年
に
二
次
利
用
さ
れ
た
文
書

・
帳
簿
類
を
概
観
し

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
正
税
帳
、
戸
籍
、
計
帳
等
の
律
令
公
文
が
写
経
所
の
本
格
的

活
動
の
開
始
に
伴

っ
て
二
次
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
大
宝
二

年
御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
戸
籍

(天
平
十
五
年
四
月
よ
り
、
大
官

一
切
経
筆
墨

充
帳
案

〔○
〇
八
〕
、
写
経
所
解
草
案

〔〇
二
七
i
O
O

一
〕
、
大
官

一
切
経
所
行

事
注
文

[〇
二
七
1
0
0
二
」、
写
大
官

一
切
経
所
解
案
〔
〇

二
八
1
0
0
二
〕
、

大
官

一
切
経
所
解
案

〔〇
二
八
1
0
0

一
〕
と
し
て
二
次
利
用
)
、
大
宝
二
年
御

野
国
各
務
郡
中
里
戸
籍

(天
平
十
五
年
七
月
よ
り
間
校
帳

〔〇

一
七
〕
と
し
て
二

次
利
用
)
、
天
平
五
年
右
京
計
帳
手
実

(天
平
十
五
年
十
月
よ
り
、
五
十
部
法
華

経
写
畢
巻
数
勘
定
帳

〔〇
三
七
〕
、
写
経
所
解

〔〇
四
〇
〕、
呉
原
生
人
手
実

〔〇

二
六
ー
〇
三
〇
〕
(以
上
す
べ
て
五
十
部
法
華
経
書
写
事
業
関
連
)
と
し
て
二
次

利
用
)
、
天
平
九
年
和
泉
監
正
税
帳

(天
平
十
五
年
十
二
月
よ
り
、
写
経
所
解
案

〔〇
五
七
ー
○
〇

一
〕
と
し
て
二
次
利
用
)、
天
平
十

一
年
伊
豆
国
正
税
帳

(天
平

十
五
年
七
月
よ
り
、
写
官
経
所
解
案

〔〇
二
五
ー
○
〇
二
〕、
写
大
官

一
切
経
所

告
朔
解
案

〔〇
二
五
ー
○
〇

一
〕
と
し
て
二
次
利
用
)、
天
平
十

一
年
出
雲
国
大

税
賑
給
歴
名
帳

(天
平
十
五
年
五
月
よ
り
、
写
疏
料
筆
墨
充
帳

〔〇

一
二
〕、
律

論
疏
集
伝
等
本
収
納
井
返
送
帳

〔〇

一
五
〕
と
し
て
二
次
利
用
)
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
他
、
天
平
十
四
年
十

一
月
か
ら
天
平
十
五
年

一
月
に
作
成
さ
れ
た
優

婆
塞
貢
進
文
や
、
天
平
六
年
五
月
の
造
仏
所
作
物
帳
が
、
様
々
な
帳
簿
に
二
次
利

用
さ
れ
て
い
る

(造
仏
所
作
物
帳
の
復
原
に
関
し
て
は
、
福
山
敏
男

「奈
良
時
代

に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
」

(『東
洋
美
術
』

一
七
、

一
九
三
三
。
の
ち
、

同
著

『日
本
建
築
史

の
研
究
』
桑
名
文
星
堂
、

一
九
四
三
所
収
)
、
渡
辺

A
論
文

参
照
)。
こ
の
中
で
、
天
平
五
年
右
京
計
帳
手
実
に
注
目
す
る
と
、
五
十
部
法
華

経
関
連
文
書

・
帳
簿
に
し
か
二
次
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
を

考
慮
す
れ
ば
、

一
つ
の
写
経
事
業
に
二
次
利
用
さ
れ
た
文
書
が
、
他
の
写
経
事
業

の
二
次
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
態
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
写
経
事
業
の
事
務
処
理
に
用
い
る
用
紙
が
案
主
の
手
許
に
お
い
て
区

別
さ
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
、
そ

れ
を

「堂
」
で
の
事
務
処
理
に
直
結
さ
せ
る
の
は
早
計
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

以
上
、
天
平
十
五
年
の
金
光
明
寺
写
経
所
に
お
け
る
写
経
事
業
に

つ
い
て
大
ま
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か
な
動
向
を
み
て
き
た
。
天
平
十
五
年
は
政
治
的
に
も
大
き
な
動
き
の
あ

っ
た
年

で
あ
り
、
十
月
十
五
日
に
聖
武
天
皇
が
紫
香
楽
宮
に
お
い
て
盧
舎
那
大
仏
建
立
の

詔
を
発
し
た
こ
と
や
、
十
二
月
に
平
城
宮
の
大
極
殿
が
恭
仁
へ
移
築
さ
れ
た
こ
と

な
ど
も
、
写
経
事
業
の
展
開
と
大
き
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

[参
考

文
献
]

石
上
英

一
「集
合
文
書
と
文
書
集
合
」
(『古
代
中
世
史
料
学
研
究

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
)

大
平
聡

「御
野
国
戸
籍
の
史
料
的
検
討
ー
写
経
所
文
書
か
ら
の
考
察
i
」
(『史
学
雑
誌
』

九
四
-

一
〇
、
一
九
八
五
。
本
文
申
で
は
大
平
A
論
文
)

同

「皇
太
子
阿
倍
の
写
経
発
願
」
(『千
葉
史
学
』

一
〇
、

一
九
八
七
。
本
文
中
で
は
大

平
B
論
文
)

同

「写
経
所
手
実
論
序
説
」
(『古
代
中
世
史
料
学
研
究

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九

九
八
。
本
文
中
で
は
大
平
C
論
文
)

栄
原
永
遠
男

「北
大
家
写
経
所
と
藤
原
北
夫
入
発
願
一
切
経
」
(虎
尾
俊
哉
編

『律
令
国
家

の
政
務
と
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
)

鷺
森
浩
幸

「玄
肪
発
願
法
華
経

・
法
華
摂
釈
の
書
写
に
つ
い
て
」
(『続
日
本
紀
研
究
』
二

五
五
、
一
九
八
八
)

杉
本

一
樹

「「計
帳
歴
名
」
の
京
進
に
つ
い
て
」
(奈
良
古
代
史
談
話
会
編

『奈
良
古
代
史

論
集
』

一
、
一
九
八
五
)

春
名
宏
昭

「先
写
一
切
経

(再
開
後
)
に
つ
い
て
」
(正
倉
院
文
書
研
究
会
編

『正
倉
院
文

書
研
究
』
3
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
)

皆
川
完

一
「光
明
皇
后
願
五
月

一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」
(『日
本
古
文
書
学
論
集
』
3
、

吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
八
、
初
出
は
一
九
六
二
)

山
下
有
美

『正
倉

院
文
書

と
写
経
所

の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
)

渡
辺
晃
宏

「金
光

明
寺
写
経

所
と
反

故
文
書
」

(
『弘

前
大
学

国
史
研

究
』

八

一
、

一
九

八
六
。
本
文
申
で
は
、
渡
辺
A

論
文
)

同

「金

光
明
寺
写
経
所

の
研
究
-
写
経
機
構

の
変
遷
を
中

心
に
ー

」

(
『史
学
雑
誌
』
九

六
ー

八
、

一
九
八
七
。
本
文

中
で
は
渡

辺
B
論
文
)
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所 在
紙の
利用

他 の利 用 備 考

ZZ3/2<7> 一次 付箋 「三」、「五峡六巻」あ り。

ZZ16/4<4>
一 次 付 箋 「四 ノ上 」・「ナ1卜九 ノ十 五 」

あ り。

ZZ14/6<2>裏 ～<1>裏 一次

ZZ16/4<3>
一 次

ZZ16/4<5>
一次 付箋 「四ノロ」・「廿1映五巻」あ

り。端裏 「大寳積経第 十1映」

(『大日古』は 「積」を 「請」と

誤 る)。

ZZ16/4<6>～<7>
一次

ZZ16/4<6>
一次 付 箋 「珊 ノ六 」 あ り。 〔-002〕

と同一紙上にあ り。

ZZ16/4<6>～<7>
一 次 〔-001〕 と 同一 紙 上 にあ り。

ZZ42/2<10> 二次 一 次 装 濫 所 解 案 天 平14 .12.

6二 四202～203

Z4① 裏、S22① 裏 二次 一次 御野国味蜂間郡春部里戸 S22① 裏 の左端にはかなりの余

籍 大 宝2-1～7、15～21 白あり。 もと連続する一紙で完

結していたもの。春名論文に言

及 あ り。

ZZ2/2<1>～<8> 一 次 二次 写経料紙充装漬帳 天平 付 箋 「一 」 あ り。

勝 宝 元12.10～ 天 平 勝 宝5.正
一 〇96～101

Z34③ 裏 、(接 続 力)Z33① 裏 、 二次
一次 造仏所作物帳案 天平6 .

S17③ 裏 5.1～-576～577、560～561、

駿河国正税帳 天平9二70～

71

ZZ35/3<3>、<4>、< 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. Z32<6>紙 背 には 「今之間不

5>、<6>～<9>、S31② 1～ 二四29、 校経注文 二四 被奉送傍く付〉事く状〉具注顕

(1)裏 、(中 間欠デ接続力)Z 259～260、24～29、 出雲 国大 税 /或 在未了或在既了依此奉

32④ 裏、S31②(2)裏 賑給歴名帳 天平11二208～ (「奉」を抹 消 して 「加」)新 写

209、 造 仏所 作 物 帳 天平6.5.1 奉送 謹啓」「無名日有余」、S
～-556～557、 出 雲 国大 税 賑 31<6>紙 背 には 「者充充/者

給歴名帳 二209～214 故故/捨 金/捨 仏身名/名 名名
名/名 名名名名名名/同 国金
〈 」、S31<7>紙 背 に は 「千 二

百五十三」の文字(未 収)あ り。

Z33⑦ 裏 、ZZ32/5<6>、 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. ZZ32/5<3>に 付 箋 「第 二」、

(接続 力)Z33⑥ 裏、(接 続 力) 1～ 一・563～564、 一 六279、 「1士[=コ 」、ZZ32/5<4>に

⑧ 裏 、ZZ32/5<3>、(接 続
一563～564

、561～562、564、 付箋 「第三」、「廿四ノ四」あり。

カ)Z33② 裏 、(接 続 力)ZZ32 574～576、 出雲国大税賑給歴名

ノ5<4>、(接 続 力)Z33③ 帳 天 平11二201～208、 造 仏

裏 、(接 続 力)⑩ 裏 、Z34② 裏 、 所 作 物 帳 天 平6.5.1～-565

S31① 裏、(接続力)Z33⑫ 裏 ～566
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文書番号 文 書 名 年 月 日 写経事業 文書機能
作成または発信→
受信

大日本古文書

001 写一切経所解 天 平15.正.9 五月一 日経 調紙用残報
告

金光明寺写経所
→金光明寺造仏

所

八163～164

002 還経目録 天 平15.3.3 五月一 日経 還経目録 金光明寺写経所 八166～167

003 写了内閾経井
未正経目録

(天 平15.3.9以 前

作 成)

五月一日経 経巻目録 金光明寺写経所 二 四206～209

004 請経注文 天 平15.3.11 五月一日経 請経記録 金光明寺写経所 八165～166

005 請経注文 (天 平15.4.1以 降) 大官一切経 請経記録 金光明寺写経所 八167

006 請経文草案 天 平15.7.2ユ 以 前
～ 天 平16 .6.29

五月一日経、

五十部法華

経

請経 金光明寺写経所 八167～168

一 〇〇1 写経所啓草案 天 平15.7.2ユ 以前 五月一日経、

五十部法華

経

請経 金光明寺写経所 八167

一 〇〇2 請経状草案 天 平16.6.29 請経 金光明寺写経所

(→慈訓)

入168

007 装濫受経帳 天 平15.3.23～ 天

平15.10.12

五月一日経 装漬の経巻
受領記録

装横所 八170

008 大官一切経筆
墨充帳案

天 平15.4,1～ 天 平

20.2.18

大官一切経、

五十部法華

経、問写

筆墨充帳 金光明寺写経所 八179～183、 二 四
307～311

009 大官一切経料

紙堂上帳

天 平15.4。1～ 天 平

19.10.1

大官一切経 料紙堂上帳 金光明寺写経所 八171～178

010 写疏料筆墨納

帳

天 平15.5.1～ 天 平

18,2.8

五月一日経、

問写、五十

部法華経

筆墨受納記
録

金光明寺写経所 八183～185、399

～401
、401～402

011 問紙充帳 天 平15.5.12～ 天

平17,5

問写 充紙帳 金光明寺写経所 八390～399、411、

416、408～410

012 写疏料筆墨充

帳

天 平15.5.ユ8～ 天

平 感 宝 元.6.18

五月一 日経、

五十部法華

経

筆墨充帳 金光明寺写経所 八273～274、48、

274,273、47,276

～277、47、276、

272～273、277～

283,272
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ZZ1/3<1>～<47>

ZZ1/3<1>
一次

ZZ1/3<2>
一次 裏に 「冊」の文字(未 収)。

ZZ1/3<3> 一 次

ZZ1/3<4>
一次

ZZ1/3<5>
一次

ZZ1/3<6> 一 次

ZZ1/3<7>
一次

ZZ1/3<8>
一次 奥裏 に 「十二」(未 耳又)と い う

文字あ り。

ZZ1/3<9> 一次 左奥上に 「十三秩口(六 力)巻

[==]」 とい う文字(未 収)。

ZZ1/3<10>～<11>
一 次

ZZ1/3<12>～<13>
一 次 ZZ1/3<12>裏 に 端 裏 「常

手実 十五年十二月以往」あり。

ZZ1/3<14> 一次

ZZ1/3<15>～<16>
一 次 端裏 「宮疏手実 経師九月以往

/二 交正了」あり。

ZZ1/3<17>
一次

ZZ1/3<18> 一 次

ZZ1/3<19>
一次 奥裏 「常疏経師手実 十五年九

月以往」あり。奥の 「不合」以

下の 文字 はZZ1/3<20>と

の間にまたがって記されている。

ZZ1/3<20>～<21>
一 次 ZZ1/3<20>端 裏 に 「余 馬

甘反上く三枚〉」との記載あり。

ZZ1/3<22>
一次

ZZ1/3<23>～<24> 一次 ZZ1/3<23>端 裏 に 「常 疏

校生手実く九月以往〉」あ り。

ZZ1/3<25>
一次

ZZ1/3<26>
一次 〔-22〕 と は同 一 紙 上 に 記 載 。
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噌

013 常 ・間写経師
等手実帳

天 平15,5.25～ 天

平15.12,17

五月一日経
・間写

手実帳 金光明寺写経所

一 〇〇1 田辺道主手実 天 平15,6.16 五月一日経 勘経手実 田辺道主→金光

明寺写経所

八196～197

一 〇〇2 君子真吉手実 未詳 五月一日経 校生手実 君子真吉→金光
明寺写経所

八197

一 〇〇3 民屯麿手実 天平15.5.25 五月一日経 校生手実 民屯麿→金光明
寺写経所

八197

一 〇〇4 田辺当成手実 天平15.6.16 五月一日経 勘経手実 田辺当成→金光

明寺写経所

八197～198

一 〇〇5 尾張少土手実 未詳 五月一 日経 校生手実 尾張少土→金光
明寺写経所

八198

一 〇〇6 檜前麻呂手実 天平15.6,16 五月一 日経 校生手実 檜前麻呂→金光

明寺写経所

八198～199

一 〇〇7 薗部広公手実 天 平15.12.18 五月一 日経 装濫手実 薗部広公→金光
明寺写経所

八375～376

一 〇〇8 田辺当成手実 天 平15.12,ユ4 五月一 日経 校生(勘経)
手実

田辺当成→金光
明寺写経所

八256

一 〇〇9 川原人成手実 天 平15。12,14 五月一 日経 校生手実 川原人成→金光
明寺写経所

八256～257

一 〇10 村主五百国手
実

天 平15.12.14 五月一 日経 校生手実 村主五百国→金

光明寺写経所

八257

一 〇11 櫟井馬養手実 天 平15.12.15 五月一 日経 経師手実 櫟井馬養→金光
明寺写経所

八257

一 〇12 大鳥祖足手実 天 平15.12.14 五月一 日経 経師手実 大鳥祖足→金光
明寺写経所

八257～258

一 〇13 大友小田次手
実

天 平15.9.29 五月一 日経 経師手実 大友小田次→金
光明寺写経所

八258

一 〇14 余馬養手実 天 平15.9.10 五月一日経 経師手実 余馬養→金光明
寺写経所

八258～259

一 〇15 杖子虫手実 天 平15.7.29 五月一日経 経師手実 杖子虫→金光明

寺写経所

八259

一 〇16 難万君手実 天 平15,9,20 五月一日経 経師手実 難万君→金光明
寺写経所

八259

一〇17 布利秋田手実 天 平15.12.14 五月一日経 経師手実 布利秋田→金光
明寺写経所

八260

一〇18 己知蟻石手実 天 平15.12,14 五月一日経 経師手実 己知蟻石→金光
明寺写経所

八260

一〇19 檜前麻呂手実 天 平15.9.28 五月一日経 校生手実 檜前麻呂→金光
明寺写経所

八260～261

一〇20 川原人成手実 天 平15.10.1 五月一日経 校生手実 川原人成→金光
明寺写経所

八261～262

一〇21 石村鷹麻呂手
実

天 平15.10。14 五月一日経 校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八262～263
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ZZ1/3<26> 一次 〔-21〕 と は同 一 紙 上 に記 載 。

ZZ1/3<27> 一次 裏に 「宗法師 明四諦一巻用紙
針張/梵 網経疏一巻用紙廿七枚

/弁 中辺論一巻十二張/合 校奉
用紙六十九張」との記載あり。

ZZ1/3<28> 一次 端裏 「間手実く十五年十二月以

往〉」あ り。

ZZ1/3<29> 二次 一次 優婆塞貢進文 天平14 .

12.13八154

端 裏 「間経師手実く九月以往

〉」あり。

ZZ1/3<30>～<31> 一次 ZZ1/3<31>に 異筆 「未勘」

の文字(未 収)あ り。裏 ・天地

逆 に 「明是是是是是」の文字

(未収)あ り。

ZZ1/3〈32> 二次 一次 優婆塞貢進文 天平15 .

正 八164

ZZ1/3<33>～<34> 一次

ZZ1/3<35> 一 次

ZZ1/3<36> 一 次

ZZ1/3<37> 一 次

ZZ1/3<38>～<39> 一 次

ZZ1/3<40> 一 次

ZZ1/3<41> 二次? 一次 石村鷹麿手実案 天平15

八268

「検 酒主」の文字は<42>に も

かかる。

ZZ1/3<41>裏 一次 二次 檜前麻呂手実 天平15.12

八268

ZZ1/3<42> 一次 端裏に 「間校生手実く九月以往

〉」、奥裏天地逆に 「十九枚

忍男」(未 収)の 文字それぞれ

あり。

ZZ1/3<43> 一次 〔-037〕 と は同 一 紙 上 にあ り。

ZZ1/3<43> 一次 〔-036〕 と は 同一 紙 上 にあ り。

ZZ1/3<44>～<45> 二次 一次 優婆塞貢進文 天平15 .

正.9八162

ZZ1/3<45> 二次 一次 優婆塞貢進文 天平15 .

正.9八162

〔-039〕 一 行 目 の 文 字 は、 〔-

038〕 と 同 一 紙 上 に 記 され て い

る。

ZZ1/3<46> 二次 一次 紀少鯖麻呂手実案 天平

15.10.11八350～351

端 裏 に 「紀少鯖 万呂(以 上墨

抹)法 花玄三巻用百珊五張く

白紙〉並間写」(八351)と あ る。

ZZ1/3<46>裏 一次 二次 紀少鯖麻 呂手実 天平

15.10.15八271

ZZ1/3<47>
一次
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一〇22 石村鷹麻呂手
実

天 平15.10.ユ5 五月一日経 校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八263

一〇23 既母辛白麻呂
手実

天 平15.12。17 五月一日経 校生手実 既母辛白麻呂→
金光明寺写経所

八263～264

一〇24 建部広足手実 天 平15.12.ユ0 問写 経師手実 建部広足→金光
明寺写経所

八264

一〇25 建部広足手実 天 平15.9.1 問写 経師手実 建部広足→金光
明寺写経所

八264～265

一〇26 雀部嶋足手実 天 平15.9.28 問写 経師手実 雀部1鳴足→金光
明寺写経所

八265

一 〇27 大鳥高人手実 天 平15.11。24 問写 経師手実 大鳥高人→金光
明寺写経所

八265

一 〇28 檜前家麻呂手
実

天 平15.11.ユ9 問写 経師手実 檜前家麻呂→金
光明寺写経所

八266

一 〇29 己知蟻石手実 天 平15.12.ユ4 間写 経師手実 己知蟻石→金光
明寺写経所

八266

一 〇30 志紀久比万呂
手実

天 平15.12.14 間写 経師手実 志紀久比万呂→
金光明寺写経所

八266～267

一 〇31 錦部大名手実 天 平15.12.14 間写 経師手実 錦部大名→金光

明寺写経所

八267

一 〇32 経師写経注文 天 平15.12.15 間写 経師手実 金光明寺写経所 八267

一 〇33 古神徳手実 天平15.12.16 間写 経師手実 古神徳→金光明
寺写経所

八268

一 〇34 檜前麻呂手実 天 平15.12 問写 経師手実 檜前麻呂→金光
明寺写経所

八268

一 〇34a 石村鷹麿手実
案

天平15 間写 校生手実 石村鷹麿(→ 金
光明寺写経)

八268

一 〇35 檜前麿手実 天平15。9.28 問写 校生手実 檜前麿→金光明
寺写経所

八269

一 〇36 村主五百国手
実

天 平15.10.U 問写 校生手実 村主五百国→金
光明寺写経所

八269

一 〇37 田辺道主手実 天 平15.10.15 間写 校生手実 田辺道主→金光
明寺写経所

八269～270

一 〇38 石村鷹麻呂手

実

天 平15.10.14 問写 校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八270

一 〇39 石村鷹麻呂手
実

天 平15.10.14 問写 校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八270～271

一 〇40 紀少鯖万呂手
実

天 平15.10.15 問写 校生手実 紀少鯖万呂→金
光明寺写経所

八271

一 〇40a 紀少鯖麻呂手
実案

天 平15.10.11 問写 校生手実 紀少鯖麻呂(→金
光明寺写経所)

八351～352

一〇41 既母辛白麻呂

手実

天 平15.12.ユ7 間写 校生手実 既母辛白麻呂→
金光明寺写経所

八271～272
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Z34① 裏 二次 一 次 造 仏 所 作 物 帳 天 平6 .5.

1～-571～574

第二紙裏に 「巻巻 金拾(最 後

二字逆文字)」、第一紙裏に 「両

名」の文字(共 に未収)あ り。

〔015〕の草案。

S33①(2)裏 、 ⑤ 裏 、 ①(1)

裏 、S21⑩ 裏 、Z8⑧ 裏 、(中 間

欠 デ接 続 力)S1⑪ 裏

二次 一次 出雲国大税賑給歴名帳

天 平11二236～239、247、231
～236、 下総国葛飾郡大嶋郷戸

籍1養 老5-251～254、 豊前国

仲津郡丁里戸籍 大宝2-191
～192 、大根 申請継文 天平17

二468、 三次 二部一切経経律論

目録 宝亀三?二 十558～559

往 来軸 「常疏本納井返帳」(表

裏同文)(中 倉二ニ ノ五七号)

がかつて付されていたか。

Z32① 裏 二次 一 次 造 仏所 作 物 帳 天 平6 。5.

1～-553～554

往 来 軸 「間紙 充ll辰」(表 裏 同

文)(中 倉二ニノー七)が かつ

て付されていたか。

ZZ26/5<1>～<4>、S28

⑩ 裏 、S26② 裏 、ZZ26/5<6

>～<24>

二次 一次 中宮職移案 天平15.7.13

八220、 高麗楽人進送文 天

平15.7.13八220～221、 写疏

所解案 天平15.9.15二 四224、

佐渡国正税帳 天平4二23～
24、 御野国各務郡中里戸籍 大

宝2-45～46、 経 師貢進解

年紀不明二二40、 古乎麻呂手実

天平17二 四306、 写 四部律

紗校正注文 天平19二 四412

往来軸 「〈間〉校帳く間〉」あ

り。ZZ26/5<4>に 「ナ1什一

ノ 七」・「七」、<6>に 「五」

という付箋 あ り。ZZ26/5<

7>奥 裏 に 「上九枚 四月十日

論口」、<8>奥 裏 に 「安曇

反 上 五 枚」の 文 字 あ り。

「志」の継目裏書あ り。

ZZ14/2<1>～<5> 一次 端裏に 「大乗」。九346に み える

「小乗律論集論章名元宮 目録名

在未写文」(目 録 に見えるも、

実物は現存せず)と 対応するか。

山下著書P414～415参 照。

京都 国立博物館所蔵断簡、ZZ

35/3<1>～<2>、 蜂須賀

侯爵家旧蔵断簡

二次 一 次 造 仏 所 作 物 帳 天平6 .5.

1～ 二 四34～35、29～34、

(正倉 院 文書 拾 遺9)

ZZ35/3<2>に 付 箋 「廿 峡

五巻」。

S45③ ～① 裏 、ZZ44/10<27>

～<29>、S15③(2)裏 、

(1)裏 、ZZ44/10<30>～<

33>

二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5.

1～-551～553、 写経用紙反

故(未 収)、 志摩国輸庸帳 神

亀6-385～386、 河村福物布

進上状 年紀不明 二四560

ZZ44/10<3>紙 背 には「麻口

宅/合 参巻並一校村村村山首万

呂謹ヒ/〔 コ村山首万呂/1=コ

義疏 八十<Eコ 廿五/余 字

茄七 大鳥口万呂〉第第八第第

/請 請上口応応応」の文字(未

収)あ り。継目裏書 「志」あ り。

ZZ28/3<16>裏 一次 二 次 充装漬井本経 帳 天平

14.7.24～ 八126

ZZ11/1<5>～<39> 二次 一 次 造 仏 所 作 物 帳 天 平6 .5.

1～ 二 四41(ZZ11/1〈6

>紙 背)、 装 演 紙 上 注 文 天 平

15.10.8八337～338、 五 十 部

法 華 経 充 紙 帳 案 天平15.10.8

二 四230～231

付箋 「七ノ十三」あ り。

ZZ11/1<5>～<6> 二次 一 次 造 仏 所 作 物 帳 天 平6 .5.

1～ 二 四41(ZZ11/1<6

>裏)

端裏に 「天平十三年三月二日三

野部石嶋」とあり。
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3

014 律論疏集伝等
本収納井返送
帳案

天 平15.5,1～ 天 平

16.5.27

五月一日経、

問写、五十

部法華経

本経収納 ・
返送記録

金光明寺写経所 八193～196

015 律論疏集伝等
本収納井返送
帳

天 平15.5.ユ ～ 天 平

2ユ.3.3

五月一 日経、

問写、五十

部法華経

本経収納 ・
返送記録

金光明寺写経所 八 ユ85～188、 二 四

258、 八 ユ88～ ユ93、

九365～367、 三161

～163、 十553～554

016 間紙充帳 天 平15.5～ 天 平

16.7

問写 充紙帳 金光明寺写経所 八199

017 問校帳 天 平15.5～ 天 平

19.6(実 際 の作 成

は、天 平 ユ6.3.7か)

問写 校帳 金光明寺写経所 八200～202、 二353
～354、 ご 四211～

2ユ2、 八203～210

018 写未写大乗経
論疏目録

(天 平15.5～ 天 平

15.9)

五月一日経 大乗経論疏
目録

金光明寺写経所 二 四396～402

019 常疏充紙帳 天 平 ユ5。6.ユ5～ 天

平16.12.24

五月一日経 充紙帳 金光明寺写経所 拾 遺9ウ 、 入389
～390 、 二 四215～

219(拾 遺8ウ 、

7ウ 、6ウ)

020 雑物収納帳 天 平15.7.4～ 天 平

19.2.22

五月一 日経、

五十部法華

雑物収納帳 金光明寺写経所 八216～217、579
～581、 二49ユ ～492 、

二 四328～330

02ユ 写経所解案 天 平 ユ5.7.2ユ以 降 大官一切経 筆墨申請解
案

金光明寺写経所
(→金光明寺造
仏所)

二 四210

022 五十部法華経

井法華摂釈等
充紙帳

天 平15.7.22以 前

作 成

五十部法華

経
充紙帳 金光明寺写経所 八360～361、291

～304

一〇〇1 法華摂釈充紙
帳

天 平15.7.22以 前
～ 天 平15 .ユ2

五十部法華

経
充紙帳 金光明寺写経所 八360～361
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ZZ11/1<7>～<9>
一次 端裏書 「私紙充帳」あり。

ZZ11/1<10>～<39> 一 次 一次 装濫紙上注文 天平15 . ZZ11/1<37>裏 書 「六 十 八

(一 部 10.8八337～338、 五 十 部 法 華 巻 六十五張」、ZZ11/1<38

二次利 経充紙帳案 天平15.10.8二 〉端裏書 「七十(抹 消)六 十口

用) 四230～231 巻」(共 に未収)あ り。

ZZ14/3<8>
一次

Z33⑨ 裏 、ZZ32/5<5>、 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. Z33⑨ 裏 の紙背に 「於掃 尊」

(接続力)Z33⑤ 裏 、S2⑪ 裏 1～-564、563、562、 大 蔵 (半存、未収)と 「文鈎」(未収)、

(未 収)、(i接 続 力)Z33④ 裏 、ZZ 省 移 天 平17.10。21二477、 Z33⑤ 裏 の 紙 背 に 「連 連/合

32/5<8>、Z12① 裏 、S14 山背国愛宕郡計帳 天平4一 族」(未 収)の 文字あ り。

④(2)裏 、ZZ32/5<11> 519～524、 摂津国正税帳 天平 あ り。未収断簡S2⑪ 裏は 「[=

(中 間欠?)<12>、(接 続 力) 8二10、 出雲国大税賑給歴名 コ墨半廷」(半 存)と 「廿年

S32①(1)裏 、3④ 裏 、(接 帳 天平11二214～215、 木 工 正月廿四日充筆十二月十六日充

続力)日 名子文書(1)裏(未 寮 解 天 平17.10.17二463～ 墨一廷」の二行よりなる。

収)、(接 続 力)Z7① 裏、小杉 464、 豊前国仲津郡丁里戸籍

本裏、(接 続 力)Z8⑥ 裏、(接 大 宝2-180～182、214、197

続 力)ZZ32/5<28>、<29
～199、 造東大寺司牒 天平勝

〉、<30> 宝2.6.17--256、 本 経 論 井

紙背墨充帳(当該部分は天平9.

12.5)二 四60～62

S19② 裏、①裏 二次 一次 伊豆国正税帳 天平11

二192～200、 三次 写経充筆墨

注文 天平16八434～435

S19② 裏 二次 一次 伊豆国正税帳 天平11

二195～200、

S19① 裏 二次 一次 伊豆国正税帳 天平11

二192～195、 三次 写経充筆墨

注文 天平16八434～435

ZZ11/2<1>～<74>、ZZ11/2

〈56>裏 、〈60>裏 、〈61>裏 、〈64>裏 、〈65>裏 、

〈25>裏、ZZ5/2〈11>〈12>、S9⑫ 裏

ZZ11/2<47>
一次 付箋 「二」あり。裏 ・天地逆に

「安曇百嶋 天平十五年五月」
の文字(未 収)あ り。

ZZ11/2<48> 一 次

ZZ11/2<49> 一次

ZZ11/2<50> 一次

ZZ11/2<51>～<52>
一次

端裏 ・天地逆に 「八十八」の文

字(未 収)あ り。

ZZ11/2<53>
一次

ZZ11/2<54> 一次 裏に 「法」の文字(未 収)あ り。
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一〇〇2 五十部法華経

充紙帳

天 平15,8.4～ 天 平

15.9.2(～ 天 平

15。11.24)

五十部法華

経

充紙帳 金光明寺写経所 八291～295

一 〇〇3 五十部法華経

充紙帳

天 平15.9.3～ 天 平

15.11.27

五十部法華

経

充紙帳 金光明寺写経所 八295～304

023 可蔵経巻目録 天 平15.7.22 経巻目録 金光明寺写経所 入221～222

024 写疏料筆墨充
帳

天 平15.7.23～ 天

平 勝 宝3.6.9

五月一 日経、

五十部法華

筆墨充帳 金光明寺写経所 入273、48、274～
275、 未 収 断 簡 、

八275～276、48～

49、 九51～54、 二

四356～357、 八50

～52、 二 四424、

九477～478、 未 収

断 簡 、 三三260、

152、 未 収 断 簡 、

三153、 一 一250～

252

025 写大官一切経

所告朔解案継
文

天 平15.7.29～ 天

平15.10?

大官一切経
所

告朔解案帳 写大官一切経所

(→金光明寺造
仏所)

入222～227、313

～317

一 〇〇1 写大官一切経

所告朔解案

天 平15.7.29 大官一切経 告朔(七 月
以往行事)

写大官一切経所
(→金光明寺造
仏所)

八222～227

一 〇〇2 写官経所解案 天平15.10? 大官一切経 告朔(八 九
月行事)

写大官一切経所

(→金光明寺造
仏所)

八313～317

026 五十部法華経

井法華摂釈経
師等手実帳

天 平15.7.29～ 天

平15.12。3

五十部法華

経
手実帳 金光明寺写経所 八230～256

一 〇〇1 手実帳総計部 天平15.12.3 五十部法華

経

手実帳総計

部

金光明寺写経所 八246～247

一 〇〇2 漢浄万呂手実 天 平15.12.3 五十部法華

経

経師手実 漢浄万呂→金光
明寺写経所

八247

一 〇〇3 丸部石敷手実 天 平15.12.3 五十部法華
経

経師手実 丸部石敷→金光
明寺写経所

八247～248

一〇〇4 櫟井馬養手実 天 平15.12.2 五十部法華
経

経師手実 櫟井馬養→金光
明寺写経所

八248

一〇〇5 大鳥高人手実 天 平15.12.2 五十部法華

経
経師手実 大鳥高人→金光

明寺写経所

八248

一〇〇6 大鳥祖足手実 天 平15.11.30 五十部法華

経
経師手実 大鳥祖足→金光

明寺写経所

八249

一〇〇7 依羅国入手実 天 平15.11.29 五十部法華

経

経師手実 依羅国人→金光
明寺写経所

八249

119



ZZ11/2<55>
一次

ZZ11/2<56> 二次? 一 次 布利秋田手実案 天平

15.11.29二 四244

ZZ11/2<56>裏 一次? 二次 高市老人手実 天平15.

11.28?八250

ZZ11/2<57>
一 次

ZZ11/2<58>～<59> 一次

ZZ11/2<60>～<61> 二次 一次 志貴久比麻呂手実案 天

平15.11.28二 四244

ZZ11/2<61>裏 ～<60>裏
一 次 二次 志貴久比麻呂手実 天平

15.11.28八251

ZZ11/2<62> 一次

ZZ11/2<63> 一次

ZZ11/2<64> 二次 一次 難万君手実案?二 四

243

ZZ11/2<64>裏 一次 二次 阿刀息人手実 天平15.

11.27八252

ZZ11/2<65> 二次 一次 依羅国人 ・雀部嶋足手実

案 天平15.11.25

ZZ11/2<65>裏 一次 二次 雀部嶋足手実 天平15.

11.25八252

ZZ11/2<66> 一 次 端裏に文字 「長四角く写〉口

口」(未収)僅 存。奥には 「廿」

の文字(未 収)。

ZZ11/2<67> 一次

ZZ11/2<68> 一次

ZZ11/2<69> 一次

ZZ11/2<70>
一次

ZZ11/2<71> 一次 端裏 ・天地逆に 「表廿」の文字

(未収)あ り。

ZZ11/2<72> 一次

ZZ11/2<73> 一 次

ZZ11/2<74>
一次

ZZ5/2<12> 一次
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一 〇〇8 佐伯浄足手実 天平15,11,29 五十部法華

経
経師手実 佐伯浄足→金光

明寺写経所

八249～250

一 〇〇9 高市老人手実 天平15.11.28 五十部法華
経

経師手実 高市老人→金光
明寺写経所

八2与0

一 〇〇9a 布利秋田手実
案

天 平15.11.29 五十部法華

経

経師手実案 布利秋田→金光
明寺写経所

二 四244

一 〇10 己知蟻石手実 天 平15.11.29 五十部法華

経
経師手実 己知蟻石→金光

明寺写経所

八250

一 〇11 阿閑葦人手実 天 平15.11.28 五十部法華

経
経師手実 阿閑葦人→金光

明寺写経所

八251

一 〇12 志貴久比麻呂
手実

天 平15.11.28 五十部法華

経

経師手実 志貴久比麻呂→
金光明寺写経所

八251

一 〇13 志紀久比麻呂
手実案

天 平15.11.28 五十部法華

経
経師手実案 志紀久比麻呂→

金光明寺写経所

二 四244

一 〇14 丸部嶋守手実 天 平15.11.27 五十部法華
経

経師手実 丸部嶋守→金光
明寺写経所

八251

一 〇15 葛野安麻呂手
実

天 平15.11。27 五十部法華

経
経師手実 葛野安麻呂→金

光明寺写経所
八252

一 〇16 安刀息人手実 天 平15.11。27 五十部法華

経
経師手実 安刀息人→金光

明寺写経所
八252

一 〇ユ7 難万君手実

案?

天平15カ 五十部法華

経
経師手実案 難万君→金光明

寺写経所?

二四243

一 〇18 雀部嶋足手実 天 平15.11.25 五十部法華

経

経師手実 雀部1鳴足→金光
明寺写経所

八252

一〇19 依羅国人・雀
部嶋足手実案

天 平15.11.25 五十部法華

経

経師手実案 雀部嶋足→金光
明寺写経所

二 四243

一〇20 阿閑葦人手実 天 平15.11.25 五十部法華
経

経師手実 阿閑葦人→金光
明寺写経所

入253

一〇21 山部花万呂手

実

天 平15.11.24 五十部法華
経

経師手実 山部花万呂→金
光明寺写経所

八253

一〇22 山辺千足手実 天 平15.11.22 五十部法華

経

経師手実 山辺千足→金光
明寺写経所

八253

一〇23 達沙牛甘手実 天 平15。11.20 五十部法華

経
経師手実 達沙牛甘→金光

明寺写経所
八254

一〇24 王広麻呂手実 天 平15.11.21 五十部法華

経
経師手実 王広麻呂→金光

明寺写経所

八254

一 〇25 民屯麻呂手実 天 平15.11.21 五十部法華

経

経師手実 民屯麻呂→金光
明寺写経所

八254～255

一 〇26 古頼小僧手実 天 平15.11.24 五十部法華
経

経師手実 古頼小僧→金光
明寺写経所

入255

一 〇27 忍坂成麻呂手
実

天 平15.11.23 五十部法華

経

経師手実 忍坂成麻呂→金
光明寺写経所

八255

一 〇28 角恵麻呂手実 天平15.11.23 五十部法華

経
経師手実 角恵麻呂→金光

明寺写経所

八255～256

一 〇29 茨田(久 治万

呂)手 実

天平15.11.16 五十部法華

経
手実 茨田(久治万呂)

→金光明寺写経

所

八364
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S9⑫ 裏 二次 一次 右 京 計帳 天 平5-

500～501

「飛 飛 飛/太 」の 文字(未

収)あ り。

ZZ5/2<11> 一次

ZZ11/2<1>
一次 付箋 「十上」。奥裏 に 「廿枚破

一」(未収)。

ZZ11/2<2>
一 次 奥には天地逆に 「是我」、端裏

には 「私手実定」(未 収)あ り。

ZZ11/2<3>
一 次

ZZ11/2<4>
一次

端裏に天地逆に 「八十八」(未

収)。

ZZ11/2<5> 一次 奥に天地逆で 「四 廿一」(未

収)。

ZZ11/2<6>
一次

ZZ11/2<7>
一次

ZZ11/2<8> 一次 奥裏に 「廿」の文字(未 収)あ

り。

ZZ11/2<9> 一次 裏に 「小田次 一校五百国誤三

字 二校石村鷹万呂未/第 五用

廿三 写小田次(以 上墨抹)

正了」(十 九552)。

ZZ11/2<10>
一次

ZZ11/2<11> 一次

ZZ11/2<12> 一次

ZZ11/2<13>
一次

ZZ11/2<14>～<15>
一次

ZZ11/2<16>～<17> 一次

ZZ11/2<18> 一次

ZZ11/2<19>
一次

ZZ11/2<20> 一次

ZZ11/2<21>
一次

ZZ11/2<22>
一次
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一 〇30 呉原生入手実 天 平15.11.16 五十部法華

経

手実 呉原生人→金光
明寺写経所

二361

一 〇31 高市老人手実 天 平15.11。12 五十部法華

経
手実 高市老人→金光

明寺写経所
八364

一 〇32 忍海新次手実 天 平15.11.12 五十部法華

経
経師手実 忍海新次→金光

明寺写経所

八230

一 〇33 難万君手実 天 平15.11.11 五十部法華

経
経師手実 難万君→金光明

寺写経所

八230～231

一 〇34 鬼室小東人手
実

天 平15.11.9 五十部法華

経
経師手実 鬼室小束入→金

光明寺写経所

八231

一 〇35 建部広足手実 天 平15.11.10 五十部法華
経

経師手実 建部広足→金光
明寺写経所

八231

一 〇36 錦部大名手実 天 平15.11.10 五十部法華

経
経師手実 錦部大名→金光

明寺写経所
八231

一 〇37 阿閑葦人手実 天平15.11,8 五十部法華

経
経師手実 阿閑葦人→金光

明寺写経所

八231～232

一 〇38 主村五百国手

実

天 平15.11.ユ0 五十部法華
経

校生手実 主村五百国→金

光明寺写経所

八232

一 〇39 大鳥祖足手実 天 平15.11.1 五十部法華

経

経師手実 大鳥祖足→金光
明寺写経所

八232

一 〇40 大友小田次手
実

天平15.11.U 五十部法華

経
経師手実 大友小田次→金

光明寺写経所

八232

一 〇41 民宅麻呂手実 天 平15.11.2 五十部法華

経
経師手実 民宅麻呂→金光

明寺写経所

八233

一 〇42 角恵麻呂手実 天 平15.11.5 五十部法華

経

経師手実 角恵麻呂→金光
明寺写経所

八233

一 〇43 錦部大名手実 天 平15.10.27 五十部法華

経
経師手実 錦部大名→金光

明寺写経所

入233

一 〇44 杖部子虫手実 天 平15.10.27 五十部法華

経
経師手実 杖部子虫→金光

明寺写経所

八233～234

一 〇45 高市老人手実 天 平15.10,27 五十部法華
経

経師手実 高市老入→金光
明寺写経所

八234

一 〇46 忍坂成麻呂手
実

天 平15.10.27 五十部法華

経
経師手実 忍坂成麻呂→金

光明寺写経所

八234

一〇47 達沙牛養手実 天 平15。10.27 五十部法華

経
経師手実 達沙牛養→金光

明寺写経所

八235

一〇48 櫟井馬養手実 天 平15.10.27 五十部法華
経

経師手実 櫟井馬養→金光
明寺写経所

八235

一〇49 治田石麻呂手
実

天 平15.10.27 五十部法華

経

装潰手実 治田石麻呂→金
光明寺写経所

八235

一〇50 檜前麻呂手実 天 平15.10,27 五十部法華

経
校生手実 檜前麻呂→金光

明寺写経所

八236

一〇51 石村鷹麻呂手
実

天 平15.10.27 五十部法華
経

校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八236
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ZZ11/2<23> 一次

ZZ11/2<23> 一次 [-052]と 同 一 紙 上 に あ り。

ZZ11/2<24>
一次

ZZ11/2<25> 二次 一次 大友小田次手実案 天平

15.10.9二 四232

『大 日古』が本手実の端裏 とし

て 「僧正御所 校正手実 く九

月往以〉」を収めるのは誤 り。

正しくは、第二十七紙の檜前麻

呂手実にかかる。

ZZ11/2〈25>裏
一 次 二次 大友小 田次手実 天平

15.10.9八237～238

ZZ11/2<26> 一 次

ZZ11/2<27> 一次 端裏 「僧正御所 校正手実 く

九月往 以〉」は、『大 日古』で

は第二十五紙の大友小田次手実

の端裏 とされているが、正 しく

は本手実のもの。

ZZ11/2<28> 二次力 某優婆塞貢進文 年紀不明
二四301

ZZ11/2<29> 一次

ZZ11/2<30>
一次

ZZ11/2<31>
一 次

ZZ11/2<32>
一次

裏に 「起世経十巻 元培」の文

字(未 収)あ り。

ZZ11/2<33>～<34>
一次

ZZ11/2<35> 一次

ZZ11/2<36>～<37> 一次

ZZ11/2<38>
一 次

ZZ11/2<39>～<40> 一次 ZZ11/2<40>に 「上八張」の

文字(未 収)あ り。

ZZ11/2<41>～<44> 一 次

ZZ11/2<45> 一 次 裏に 「僧正所帳(以 上墨抹)/

私 写書等帳」の文字(未 収)あ

り。
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一 〇52 王広万呂手実 天 平15.11.ユ0 五十部法華

経
経師手実 王広万呂→金光

明寺写経所

八236

一〇53 林浄道手実 天 平15。7.29 五十部法華

経

経師手実 林浄道→金光明

寺写経所

八237

一〇54 余馬養手実 天 平15.9.2 五十部法華

経
経師手実 余馬養→金光明

寺写経所

八237

一〇55 大友小田次手
実

天 平15.10.9 五十部法華

経
経師手実 大友小田次→金

光明寺写経所

八237～238

一〇55a 大友小田次手
実案

天 平15.10.9 五十部法華
経

経師手実案 大友小田次→金
光明寺写経所

二四232

一〇56 石村鷹麻呂手
実

天 平15.10.14 五十部法華

経
校生手実 石村鷹麻呂→金

光明寺写経所

八238

一〇57 檜前麻呂手実 天 平15.9.29 五十部法華

経
校生手実 檜前麻呂→金光

明寺写経所

八238～239

一〇58 阿刀酒主手実 天 平15.10.14 五十部法華

経
校生手実 阿刀酒主→金光

明寺写経所

入239

一〇59 余馬甘手実 天 平15.10.15 五十部法華

経
校生手実 余馬甘→金光明

寺写経所

八239～240

一〇60 余馬養手実 天 平15.11.5 五十部法華

経
校生手実 余馬養→金光明

寺写経所

八240

一 〇61 王広麻呂手実 天 平15.10.15 五十部法華
経

校生手実 王広麻呂→金光
明寺写経所

八240～241

一 〇62 王広麻呂手実 天 平15.11.5 五十部法華

経
校生手実 王広麻呂→金光

明寺写経所

八241

一 〇63 川原人成手実 天 平15.12.1 五十部法華

経
校生手実 川原人成→金光

明寺写経所

八242

一 〇64 紀少鯖万呂手
実

天 平15.11.30 五十部法華

経
校生手実 紀少鯖万呂→金

光明寺写経所

八242～243

一 〇65 尾張男土手実 天 平15.11.30 五十部法華

経

校生手実 尾張男土→金光
明寺写経所

八243

一 〇66 石村鷹麻呂手
実

天 平15.11.30 五十部法華
経

校生手実 石村鷹麻呂→金
光明寺写経所

八243～244

一 〇67 既母辛麻呂手
実

天 平15.11.30 五十部法華

経
校生手実 既母辛麻呂→金

光明寺写経所

八244

一 〇68 檜前麻呂手実 天 平15.11.30 五十部法華

経
校生手実 檜前麻呂→金光

明寺写経所

八244～245

一 〇69 村主五百国手
実

天 平15.11.30 五十部法華

経
校生手実 村主五百国→金

光明寺写経所

八245～246
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ZZ11/2<46> 一次 二次 写疏所充紙注文案 二四 付箋 「一」あり
232

Z4④ 裏 二次 一次 御野国味蜂間郡春部里戸 第二紙裏に 「之 之/次 之 次

籍 大 宝2-11～15、 三 次 之意 之正丁」の文字(未 収)

写経疏料筆墨充帳 天平16.2.6 あ り。

八436～437

Z4④ 裏 、Z4② 裏 二次 一次 御野国味蜂問郡春部里戸

籍 大 宝2-7～9、 三 次

写経疏料筆墨充帳 天平16.2.6

八435～436

S22② 裏、Z4③ 裏 二次 一次 御野国味蜂問郡春部里戸

籍 大 宝2-9～10、21～24

S22② 裏 二次 一次 御野国味蜂間郡春部里戸 端 裏 に 「破(・ で 抹 消 して
籍 大 宝2-21～24、 三 次 「不」)不 用」の文字(未 収)あ

写法花所筆墨申請注文案 天平 り。 〔025-001〕 の草 案 。
15.11.11八359～360

Z4③ 裏 二次 一次 御野国味蜂間郡春部里戸 〔025-002〕 の 草案 。

籍 大 宝2-9～10、 三 次

写法花所筆i墨申請注文案 天平
15.11.11八359～360

S17⑤ 裏 二次 一次 駿河国正税帳 天平9

二73～74

Z33⑪ 裏、34④ 裏 二次 一次 造 仏 所 作 物 帳 天 平6 .5.

1～-565、577～578

Z33⑪ 裏 に 「辛国寺解 申返抄

事合口口案文 返抄く云 々〉」

(未収)の 文字。左端には題箋

軸の痕のような幅広の糊痕あ り。

ZZ28/4<1>～<2>、S21 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. ZZ28/4<2>に 付 箋 「四 ノ

⑤裏、(接 続 力)S21⑦ 裏、S20 1～ 七35～37、 下総国葛飾郡 二」。題箋軸は後補で、九69の

① 裏 、S14④(1)裏 、ZZ27ノ 大嶋郷戸籍 養老5-237～ ものと交換。

4<25>、(接 続 力)S19⑧(2) 240、244～246、219～221摂

裏 、(1)裏 、ZZ28/13<12> 津国正税帳 天平8二9～10、
～<17> 安房国義倉帳 天平2-424

ZZ28/6<1>～<8>
一次 第三紙端裏 ・天地逆に 「返上五

枚 二月廿五 日雀部」(未 収)、

第四紙端裏に 「起信論料 安曇
反上七枚 華厳厳」の文字(未

収)あ り。第八紙に付箋 「五ノ
二」。継 目裏書 「志」あり。
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一 〇70 某手実 天 平15.12.3 五十部法華

経
校生(勘経)
手実

某校生→金光明
寺写経所

八246

027 写経所告朔解
草案継文

天 平15.7.29～ 五月一日経、

大官一切経

経師 ・校生
の個別作業
報告

金光明寺写経所
(→金光明寺造
仏所)

一 〇〇1 写経所解草案 天 平15。7.29 五月一 日経、

大官一切経

告朔(七 月

以前)

金光明寺写経所

(→金光明寺造
仏所)

八228～230

一 〇〇2 大官一切経所
行事注文

天 平15.7.29カ

(記 載 内 容 は 天 平

15.4～ 天 平15.7)

大官一切経 七月以前行

事
写大官一切経所
(→金光明寺造
仏所)

二 四213～214、 八

320～321

028 大官一切経所
告朔解草案継
文

天 平15.8.1～ 天平

15.10?

大官一切経 告朔解草案
帳

写大官一切経所
(→金光明寺造
仏所)

八285～290、317

～320

一 〇〇1 大官一切経所

解草案

天 平15.8.1 大官一切経 告朔解草案 写大官一切経所
(→金光明寺造
仏所)

八285～290

一 〇〇2 写大官一切経

所解案

天 平15.10? 大官一切経 告朔解草案 写大官一切経所

(→金光明寺造
仏所)

八317～320

029 常疏充紙帳 (天 平15.8.1～ 天

平16.12、 作 成 は

天 平16か)

五月一日経 充紙帳 金光明寺写経所 八284

030 常疏充紙帳 (天 平15.8.10～ 天

平16.11.2)

五月一日経 充紙帳 金光明寺写経所 八272、407～408

031 常疏料紙収納

帳

天 平15.8.21～ 天

平 勝 宝8,4,4

五月一日経 料紙収納帳 金光明寺写経所 八311～313、490

～492
、541～542、

557～559、 二 四358

～359、 九357、 三

153～154、 一 一236

～241

032 雑書充装潰等
帳

天 平15.8.9～ 天 平

18.4.9

問写 充装漬等帳
(装丁)

金光明寺写経所 八304～310
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ZZ27/4<12>～<15>、Z33 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. ZZ27/4<15>に 付 箋 「四」・

⑬(2)、(1)、 ⑭ 裏 、S9④ 1～-566～571、488～489、 「廿四峡六巻」あ り。ZZ27/4

裏 、ZZ6/12<3>、S9⑤ 裏 、 右京計帳 天平5-489、493 <13>の 裏 には 「常■(墨 抹)

⑧ 裏、②裏
～494、481～483 本充帳古」の文字が、<14>の

裏 には 「不用」の文字が あ り

(共 に 未収)。ZZ6/12<3>

裏には 「巻巻第妙/妙 妙妙妙
…」との習書(未 収)あ り。

Z32③(2)裏 、(1)裏 、⑤ 二次 一次 造仏所 作物 帳 天平 Z32⑤(1)裏 、⑥裏にそれぞれ

(2)裏 、(1)裏 、⑥ 裏 、S32 6.5.1～-555～556、558、557、 七夕詩二首並序(共 に未収)が

②裏、S33④ 裏 、S32①(3)裏 558～560、 出雲国大税賑給歴 記される。Z32⑤(2)裏 の端裏

名 帳 天 平11二220～222、246、 に 「常間本充古帳」(未 収)の

217～220 記載あ り。S32①(3)裏 の裏に

は 「金利人国/残 残/答 口中

金」との文字(未 収)あ り。

ZZ26/5<4>裏
一次 二次 間校1陵 天平15八202

ZZ34/1<9>～<10>
一次 二次 以受筆墨写紙井更請帳 裏に付箋 「七ノ四」あり。

天 平16。6八471

Z28⑫ 裏 、Z18③ 裏 、(i接 続 力) 二次 一次 元興寺僧平摂優婆塞貢進

②裏、(接 続 力)S9⑨ 裏、⑦ 文 年 紀 不 明 二317～318、 船

裏 連多麻布優婆塞貢進文 天平
14.12.23二323～324、 曽祢 連

伊甘志優婆塞貢進解 天平
14.12.12二321～322、 右 京 計

帳 天 平5-494～495、490～

493

ZZ11/1<13>裏 ～<11>裏 一次 二次 五十部法華経充紙帳 天

平15.9.3～

ZZ11/1<39>～<38>裏
一次 二次 五十部法華経充紙帳 天

平15.9.3～

S9⑪ 裏、(中 間欠)、 角田文衛 二次 一 次 右 京計 帳 天平5一 第一紙裏に 「八百計二/千 七百

氏旧蔵断簡 497～500、 二 四16 八十五/万 五千五百七十四」の
文字(未 収)あ り。

ZZ28/5<1>～<11>、S21 二次 一次 校経注文(050)天 平 ZZ28/5<1>裏 に 「大 金 光

⑨ 裏 、ZZ27/3<38>、 静 岡 15二 四233、 優 婆塞貢進文 明」の文字(未 収)、<7>奥

県立博物館所蔵断簡②(2) 年紀不明 二四320、 下総国葛 裏 ・天地逆に 「律五巻」の文字

(1)裏 、Z12② 裏 、(中 間 欠) 飾郡大嶋郷戸籍 養老5一 (未収)、<11>に 付箋 「三ノ十

佐佐木信綱氏 旧蔵断簡、ZZ23 251～254、 優 婆塞貢進文 天平 二 」、ZZ27/3<38>に 付 箋

ノ5<18>～<23>、(中 間 14.11.15八138～139、 山 背 国 「計 ニ ノ 十 四 」、 「計 四」、ZZ28

欠)S1② 裏 、ZZ28/13<1> 愛宕郡郷里未詳計帳 天平4 ノ13<4>に 付 箋 「廿 四 峡 六

～<4> 一546～549 、538～541、 写経 断 巻」。題箋軸 「常疏 充装濫」は

簡 未収(拾 遺65)、 従 疏公文 後補。

櫃出充紙注文 天平18九215
～216 、経 師充本注文 天平18

九209、 金光明経疏奉請注文

年紀不明 二五36、 僧慈訓状

年 紀 不 明 二 四268～269、 仁

王経疏奉請注文 天平19.4九

363、 大 根 申請 継 文(中 宮 職

移)天 平17.4.14二398

128



033 常本充帳 天 平15.9以 前 ～ 天

平18,8

五月一日経 充本帳 金光明寺写経所 八495～497、432

～433、428～432、

二 四264～265、261

～264

034 間本充帳 天 平15.9.1～ 天 平

16.10.2

問写 充本帳 金光明寺写経所 八369～370、367

～368
、365～367、

二 四276～278、 八

466、 二 四278～280

035 写疏所解案 天 平15.9.15 五月一日経、

五十部法華

経

筆申請解 写疏所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

二四224

036 経師充紙注文 天 平15.9.15か 五月一 日経 充紙注文 金光明寺写経所 二 四221

037 五十部法華経

写畢巻数勘定
帳

天 平15.9～ 天 平

15.11

五十部法華

経
写畢巻数勘
定帳

金光明寺写経所 二 四225～230、238
～239

038 装濫紙上注文 天 平15.10.8 紙上注文 金光明寺写経所 八337～338

039 五十部法華経
充紙帳案

天 平15.10.8 五十部法華

経
充紙帳案 金光明寺写経所 二 四230～231

040 写経所解 天 平15.10.8～ 千手経 ・五
十部法華経

紙の用残、

残紙の使途、

紙上の報告

金光明寺写経所
→金光明寺造物

所

二341～343、 八358

～359(拾 遺64ウ)

041 常疏充装濫等
帳

天 平15.10.10～ 天

平 勝 宝4.正.ユ4

五月一 日経 充装漬帳
(装丁)

金光明寺写経所 八338～350、 二 四
313～314、 八588

～590、 未 収(拾

遺4[2]ウ)、

九258～260、 一 九

418(拾 遺65ウ)、

九425～427、 三154
～156 、 一 一422～

427
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ZZ11/1<3>～<4>
一次 付箋 「三」、「ガ十ニ ノ八(「 九」

抹 消)」。

ZK9(1)～(5) 二次 一次 多治比真人国人優婆塞貢 〔045〕 の 草 案 。
進 解 天 平15.正.8二232～

233、 弓削寺僧行聖優婆塞貢進

解 天 平14.12.30二324～325、

僧霊福優婆塞貢進解 天平15.

正.9二334

ZZ42/5<17>、(接 続 力)Z 二次 一次 粟田朝臣馬養優婆塞貢進 端裏 「告朔案文 九月以往」。

18④ 裏 、ZB47⑤ 裏 解 天 平15.正.7八161～162、

日根造大田優婆塞貢進解 天平
15.正.7二331～332、 某 優 婆

塞貢進解 天平15.正.6二331

ZB25①(1)～(3) 二次 一次 某優婆塞貢進文 天平 〔043〕は本文書の草案。

14.11.15二315～316、 某 優 婆

塞貢進文 年紀不明 二316～

317

ZZ27/3<1> 一次 付 箋 「廿 八 ノ 十 二 」、 「一 」。 五

十部法華経井法華摂釈経師等手
実帳所収同手実 〔026-049〕 の

草案。

ZZ42/2<11>～<26> 二次? 一次 経巻出納注文 天平15? 端裏 「布施充帳」。

二四256、 雑物奉請注文 年

紀不明 二四560～561

Z32② 裏 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 .5. 〔049〕 も草 案 で あ ろ うが 、 この

1～-554～555 〔048〕をもとに作成された(異

筆書込み 「抄写但未校」)。

J26<4>～<1>裏 、J1<2 二次 一次 注参照 造仏所作物帳 往来軸 「間従装濫所納紙」(表

〉～<1>裏 、J26<10>～< 天 平6.5.1～ 二 四38～41、 出 裏同文)。

5>裏 雲国大税賑給歴名帳 天平11
二239～243、 下総国倉麻郡意布

郷戸籍 養老5-300～301

ZZ28/5<2>裏
一次 二次 常疏充装濃等帳 天平

15.10.10

Z4③ 三次 一次 御野国味蜂間郡春部里戸 第七紙の一次文書の行間に記入。

籍 大 宝2-9～11、 二 次

写大官一切経所解案 天平15.

10八317～320

ZZ11/1<1> 二次 一次 優婆塞貢進解 天平15 . 付 箋 「十ニノ七」。

正 八164～165

ZZ27/4<4>～<11>
一次 第十一紙に付箋 「十三1映六巻」

「三 」 あ り。

ZB7① 二次? 一次?皇 后宮職牒 天平10 .

11.24二101(同 一 紙 〉

奈良国立博物館所蔵断簡(蜂 須 二次 一次 造仏所作物帳 天平6 . Z34⑥(2)裏 と(1)裏 と は 貼 り

賀侯爵家旧蔵文書)裏 、Z34⑥ 5.1～ 二 四35～38、-580～581、 継ぎだが、貼り直しが行われて

(2)裏 、(1)裏 、⑤ 裏
一578～580 い る 。
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042 五十部法華経

料 紙収納 帳

(私法花経料
紙収納帳)

天 平15.10,n～

(内 容 は天 平15.8.

4～ 天 平U.2.27)

五十部法華

経
料紙収納帳 金光明寺写経所 八290～291

043 写疏所解草案 天 平15.10.15 五月一日経、

間写

五箇月行事 金光明寺写経所

(→金光明寺造
仏所)

二 四233～238

044 写法花所解案 天 平15.10.16 五十部法華

経
両月行事 写法花経所(→

金光明寺造仏

所)

二 四241～242、240

～241、 八351

045 写疏所解案 天 平15.10.17 五月一日経、

間写

五箇月行事 金光明寺写経所
(→金光明寺造
仏所)

二343～347

046 治田石麻呂手
実案

天 平15.10。27 五十部法華

経

装濃手実案 治田石麻呂手実
案(→ 金光明寺
写経所)

八351～352

047 五十部法華経

布施充帳

天 平15.10.27～ 天

平15.12

五十部法華

経

布施充帳 金光明寺写経所 八352～357

048 間写書料紙収
納帳草案

天 平15.10～(天

平15.6。5)

問写 料紙収納帳 金光明寺写経所 八357～358

049 間写書料紙収

納帳草案

天 平15.10～(天

平19.2)

間写 料紙収納帳 金光明寺写経所 正倉 院年報16(J
1<2>～<1>

裏 のみ八492～495

所収)

050 校経注文 天平15.10カ 五十部法華

経
校経に関す
るメモ

金光明寺写経所 二四233

051 写法花所筆墨
申請注文案

天 平15.11.11 五十部法華
経

筆墨申請 写法花所 八359～360

052 私本充帳 天 平15.11.11(記

載 内 容 は 天 平15.8
～)

五十部法華

経、私願経

充本帳 金光明寺写経所 八361～362

053 五十部法華経

充装濃帳

天 平15.11.20以 前
～ 天 平15 .12.7

五十部法華
経

充装漬帳
(装丁)

金光明寺写経所 八371～373

054 校経井紙等注
文

天 平15.12.16 不明 校生の作業
状況の記録

金光明寺写経所 二 四244

055 写疏所解草案 天 平15.12.ユ7 五月一日経、

間写

布施申請解
案

写疏所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏
所)

二 四245～248(拾

遺10ウ)、 八373～

375
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ZZ44/10<22>～<23>
一次 二次 経巻井雑物出蔵注文 天 端裏 「刑部広国 天平十五年三

平16.閏 正 八428 月」。第二十二紙に付箋 「二十

五秩七巻」「廿二」。

S13③(3)裏 、(接 続 力)S17② 二次 一次 和泉監正税帳 天平9

裏 、 ① 裏 、ZZ13/5<1>、 二81～83、 駿河国正税帳 天平

(接続力)S13③(2)裏 9二67～69、 和泉監正税帳

天平9二79～81

S13③(3)裏 二次 一次 和泉監正税帳 天平9

二81～83

S17② 裏、①裏 二次 一次 駿河国正税帳 天平9

二67～69

S17① 裏 、ZZ13/5<1> 二次 一次 駿河国正税帳 天平9

二67～68

S13③(2)裏 二次 一次 和泉監正税帳 天平9

二79～81

ZZ26/3<1>～<3>、ZB 二次 一 次 中宮 職 移 案 天 平15 .7。12 題箋軸 「常疏校帳」。ZZ26/3

47裏 ② 、ZZ26/5<5>、(中 八219、 某優婆塞貢進文 年 <2>に 付 箋 「四十一 ノ八」、

間 欠?)ZZ26/3<4>～< 紀 不明 二四305、 某優婆塞貢 「一 」、ZZ26/5<5>に 「十

11>、(接 続 力)S13④ 裏 、③ 進 文 天 平14.11.15二314、 五 峡 八 巻 」・「六 」、ZZ26/3<

(1)裏 、ZZ26/5<25>～< 某優婆塞貢進文 年紀不明 二 11>に 「珊 一 ノー 」あ り。 、ZZ
26>、(接 続 力)S21⑥ 裏 、ZZ 四300、 常 校 注 文 天 平16.8 26/3<6>の 裏 に 「廿九枚

26/5<27>、Z10① 裏 、ZZ26 二四274、 和泉監正税帳 天平 四月十 日 達」、<8>の 裏 に

ノ5<28>～<31>、Z42① 裏 、 9二83～85、79、 下 総 国 葛 飾 「安曇 反上五枚」の文字(未
(接続 力)S2⑥ 裏、⑤裏、(接 郡大嶋郷戸籍 養老5-243 収)あ り。

続 力)④ 裏、(接 続 力)③ 裏、 ～244 、読 諦考試歴名 年紀不

S4③ 裏 明 二四554～556、 山背国愛宕

郡郷里未詳計帳 天平4一
505～511、 写 経 紙 反 故 未 収 ・

二四321、 大根申請継文(民 部

省甲賀久ホ難波宮直丁等三月糧
文、喪儀司解、諸陵寮解、玄蕃

寮解、雅楽寮解、左京職解)

天 平17.2二396～397、395、

471、390、389、415～416

ZZ42/4<14>裏
一次 二次 写疏所解案 天平17.12. 行間 ・天地逆に年紀不明の一切

21八590～591 経目録返送文案(一 五98)が 記

されている。三次利用か。

ZZ42/2<11>裏 一次 二次 五十部法華経布施充帳

天 平15.10.27～ 天 平15.12八

352～357

ZZ27/3<2> 一次
付 箋 「廿 七 ノー 」、 「二 」。
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056 写疏所見在雑

物申送案文

天 平15.12.24 五月一日経、

間写

雑物申送案
文

写疏所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

八376～378

057 写経所解案継
文

天 平15.12.29～ 天

平16.12.24

五月一日経、

問写

経巻 ・用紙
数の報告

写経所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏
所)

二348～349、355

～357、 入525～526、

二436～438

一 〇〇1 写経所解案 天 平15,12.29 五月一日経、

問写

経巻 ・用紙

数の報告

写経所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

二348～349

一 〇〇2 写疏所解案 天平16.7.25 五月一日経、

問写その他

経巻 ・用紙

数の報告

写疏所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

二355～357

一 〇〇3 写経所解案 天平16.12.24 五月一日経、

間写その他

経巻 ・用紙
数の報告

写経所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

二357、 八525～526

一 〇〇4 写経所解案 天平17.5.U 五月一日経、

間写

経巻 ・用紙
数の報告

写経所(金 光明
寺写経所)(→
金光明寺造仏

所)

二436～438

058 常疏校帳 天平15.12(実 際

の作成は10月 か)

五月一日経 校帳 金光明寺写経所 八378～380、 二 四

287～288、 八202

～203
、八380～389、

565～567、 二436、

八564～565、210、

二 四311～312、 八

210～212、 九202

～206
、八212～216、

二 四414～416、 二

675～677、681～

682、728～730

059 写一切経所解
案

天平15カ 五月一日経 布施申請解
案

写一切経所(金
光明寺写経所)
(→金光明寺造
仏所)

一 五97～98

060 経巻出納注文 天平15カ 経巻目録 金光明寺写経所 二 四256

061 治田石麻呂紙
上注文

不明 装漬紙上注
文

治田石麻呂 八352
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注天
平
十
五
年

(七

四
三
)

〔○

〇
四
〕
請
経
注
文

続

々
修
十
六

ノ
四
に
収
め
ら

れ
た
天
平
十

五
年

三
月
か
ら
同

二
十
年

三
月
ま

で

の
請

経

・
還
経

に
関
す

る
数
件

の
注
文

を
、
『大

日
本
古
文
書
』

は
写

一
切
経
所
請

経
帳
と

い

う
継

文
と
し

て
扱

っ
て
い
る
が
、
付

箋

の
存
在
等

か
ら
み

て
続

々
修
成
巻
段

階

で
の
貼

り

継
ぎ

で
あ

る
と
考
え
ら

れ
る
。
。
本

注
文
は
、
内
容

か
ら

二

つ
に
分
け

ら
れ

る
。
す

な

わ
ち

、
前
半

は
天
平
十
五
年

三
月
十

一
日

に

「僧

上
所

(玄
肪

)」

に
、
後

半
は
そ

れ

以
降
に

「
兵
部
卿

(藤

原
豊
成
か
)
宅
」

に
、
そ

れ
ぞ
れ
貸
出

し
を
請
求

し
た

経
巻

の

リ

ス
ト

で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
天
平

十
四
年
十
月

二
十

二
日

の
閥

経
目
録

(八
1
3
1

～
1

3
2
)
等

の
顕
注

に
基
づ
く

作
成
と

推

測
さ

れ
、
闘
経

目
録

に

み
え

る

「兵
」
、

「請

僧
上
所
」
等

の
注
記
は
、
本
注
文
作
成
時
に
奉
請
先
を
書
き
込

ん
だ

も

の
で
あ

ろ
う

。

〔○
○
六

〕
弛繭
経
騨文
草
案

〔l

O
O
二
〕
は
天
平
十
五
年
五
月

の
律
論
疏
集

伝
等
本
収
納

井
返
送
帳

〔
〇

一
五
〕

の
対
応
記
載

(八

1
9
0
)
よ
り
、
慈
訓

へ
の
奉
請

で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

〔○
〇
八
〕
大
官

一
切
経
筆
墨
充
帳
案

『大
日
本
古
文
書
』

で
は
先
写

一
切
経
筆
墨
充
帳

と
す
る

が
、
十

五
年

に
作
成

さ
れ
た

帳
簿

で
あ

る

の
で
、
大
官

一
切
経
筆
墨
充

帳
と
し
た
方

が
正
確
か
。
各
経
師

の
口
座

に

は
、
十
八
年

の
書
写
再
開

以
降

の
記
載
も

続
け

て
書

か
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、
再

開
後

に
作
成

さ
れ

た
先
写

一
切
経
筆
・墨
納

井
充
帳

(『
拾
遺
』

4
ウ

〔
1
〕
、
九

5
6
～

6
4
、

5
4
～

5
6
)
は
、
作
成

の
途
中

で
本
帳
簿

を
再
利

用
す

る
と

い
う
方
針

に
転
換

し
、

新
規
参

加

の
経
師

に
関
し

て
の
み
記
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
十
八
年
以

降
は
、

こ
れ
ら
二

つ
の
帳
簿

が
対

に
な

っ
て
管
理

に
用

い
ら
れ

て

い
た
と

い
え

る
。
ま
た
、
再

開

以
降
は
、
間
写
料

の
筆

墨

の
充
当

記
録
も
兼
ね

て

い
る
。
と

こ
ろ
で
、
本
帳
簿

に
は
、

天
平

十
五
年
十

一
月
十

一
日
の
写
法
花
所
筆

墨
申
請
注
文

〔〇

五

一
〕
に
対
応
す

る
記

載

が
存
す

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

〔
○
〇
八
〕
は
大
官

一
切
経

の
関
連
帳
簿

で
あ

る
が
、
そ
こ
に
記
載

さ

れ
た
筆
墨

の
充
当

が
五
十
部
法
花

所

の
申
請

に
よ

っ
て
な

さ
れ
た
も

の

(法
花

経
料

の
筆

墨
)
を
も
含

ん
で

い
る
こ
と
が
分

か

る
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
に
関
す

る
注
記

は
本

帳
簿

に
は
な

さ
れ

て
い
な

い
。
す
な

わ
ち
、
五
十
部
法
華

経

の
書
写

が
、
大
官

一
切
経

の
書
写
を
主

と
す

る
場

(お
そ
ら
く

「堂
」
)

に
お

い
て
も

な
さ
れ

て
い
た
と

考
え
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
と

こ
ろ
で
、
大
鳥
祖
足

へ
の
十
月

八
日

の
充
当
記
録

に

は

「写
紙

百
廿

張

、
便

充
疏
所
」
と
あ

っ
て
、
本

来
は

「
堂
」

で
受

け
る

べ
き
も

の
を
、
写
疏
所

で
受

領

し

て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き

る
。
こ
れ
は
、
五
月

一
日
経

の
重
点

的
な
書
写

の
は

じ

ま
り
に
応
じ

て
、
「堂

」
か
ら
写
疏
所

へ
と

経
師

の
移
動
が
あ

っ
た
と

い
う
推

測
と
符
合

し

て
い
る
。

〔
〇

一
二
、
〇
二
四
〕
写
疏
料
筆

墨
充
帳

〔〇

一
二
〕
は
造
仏
所
作
物
帳

の
二
次
利
用

で
あ
る
。
渡
辺

A
論
文

に
も
指
摘
が
あ

る

通
り
、
造
仏
所
作

物
帳
は
大
ま

か
に
切
り
分

け
ら
れ

て
二
次

利
用
さ

れ
た
ら
し

い
。
天

平
十
五
年
に
お
け
る
写
疏
所

の
筆
墨
充
帳
は
、

〔
〇

一
二
〕

の
ほ
か

に

〔
〇
二
四
〕

が
あ

る
。

〔〇

二
四
〕

の
冒
頭
に
は

「
用
帳
」
と

い
う
記
載
が
あ

っ
て
、
も

と
も
と
は
独
立

し

た
帳
簿
と
し

て
作
成
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

〔〇

一
二
〕
と

〔〇

二
四
〕

の
接
続

の
有
無

に

つ
い
て
考
察

し
て
み

る
と
、

こ
れ
ら
は

共

に
い
わ

ゆ
る
口
座
式

の
帳
簿

で
あ

る
が
、

〔〇

二
四
〕

の
半
ば

以
降

は
天
平
十

八
年

か

ら
天
平

勝
宝
三
年

に
は
じ
め

て
筆
墨
を

充
当
さ

れ
た
経
師

の
名

が
並

ん

で
い
る
の

で
、

そ

の
後

に

〔○

=

一〕
が
接
続
す

る
こ
と

は
あ

り
え
な

い
。

よ

っ
て
、
も
と

も
と

こ
れ

ら

二

つ
の
帳
簿
は
別
個

に
存
在
し

て

い
た
。
な
お
、

〔〇

二
四
〕
冒
頭

の

「
用
帳

」
と

い

う
文

言
は
抹
消

さ
れ
て

い
る

の
で
、

い
ず

れ
か

の
段

階

で
他

の
筆
墨

充
帳

の
後

に
付

さ

れ
て

一
括

さ
れ

た
と
考

え

ら
れ

る

が
、

そ

の
前

に

配
置

さ
れ

た
筆

墨
充

帳

が

〔
〇

一

二
〕

で
あ

っ
た
か
ど
う

か
は
定
か

で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
、

〔
〇

一
二
〕
と

〔
〇
二
四
〕
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と

が
別

の
帳
簿
と

し
て
作
成

さ
れ
た

の
は
、

い
か
な
る
理
由

に
よ

る

の
で
あ

ろ
う
か
。

ま
ず
、

二

つ
の
帳
簿

に
お

い
て

一
致

す
る
経
師
名

が
な

い
こ
と

が
注

目
に
値

す
る
。
さ

ら
に
は
、
写
疏
所

の
充
紙
帳

に
も

〔
〇

一
九
〕
・
〔
〇
三
〇
〕

の
二
種
類

が
あ

っ
て
、

〔〇

一
九
〕

に
名
前

の
み
え

る
経
師

は

〔
〇

一
二
〕

の
そ
れ
と
、

〔〇

二
四
〕

に
み
え

る
経
師

名

は

〔
〇
三
〇
〕

の
そ

れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
合
致

し
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
間

で
重
複

す

る

経

師
名
は
存
在

し
な

い
と

い
う

こ
と
も
指
摘

で
き
る
。
充
紙
帳

や
充
筆
墨
帳

な
ど
、
経

師

の
実
際

の
書

写
作
業

に
密
接

に
関
わ

る
帳

簿
が

二

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分

け
ら
れ

る
の

は
、
天
平
十
五
年
当

時

の
五
月

一
日
経
書
写

の
場
自
体
が

二

つ
あ

っ
た

こ
と
を

示
唆
す

る
と
考

え
れ
ば
簡

単
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。

〔
〇

一
三
〕
常

・
間
写
経
師
等
手

実
帳

五
月

一
日
経
と
問
写
に
関
す
る
手
実
帳

で
あ
る
。
各

々
の
手
実

を
検
ず
る
と

、
「常
手

実

十
五
年
十

二
月
以
往
」
、

「宮
疏
手

実

経
師

九
月

以
往
/

二
交

正
了
」
、
「
常
疏

校

生
手
実

〈
九
月

以
往

〉
」
、
「
間
手
実

〈
十
五
年

十

二
月
以
往

〉
」
、

「問
経

師
手
実

〈
九

月
以
往

〉
」
、

「間
校
生
手

実
〈
九
月

以
往

〉
」
な

ど

の
端
裏

書
が
、
櫟
井

馬
養
、
大

友

小
田
次
、
檜
前

麻
呂
、
建
部
広
足

(二
季

分
)
ら

の
手
実

に
そ
れ
ぞ

れ
付
さ

れ

て
お
り
、

こ
れ
ら
が
、
常
写

(五
月

一
日
経
)
・
問
写
別

、
作
業
種

別

(経
師
、
校
生
等
)

で
季

毎

に
ま
と

め
ら
れ

て

い
た
手

実
継
文

の
冒
頭

に
あ

っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
近
年
、
手
実

帳

が
布
施
申

請
解
作
成

の
際

の
原
資
料

と
し

て
使

用
さ
れ
た
と

い
う
事

実
が
注

目
さ
れ

て

い
る
が
、
天
平
十
五
年
十

二
月

に
作
成

さ
れ
た
、
常
写

・
問
写

の
布

施
を
申

請
す

る
内

容

の
写
疏
所
解
草
案

〔
〇
五
五
〕
と
見
比

べ
る
と
、
本
手
実
帳
案

も
布
施
申

請
解
案

の

構
成

と
対
応
し

て
お
り
、
そ

の
作
成

の
土
台

に
な

っ
て

い
た
と
考
え

ら
れ

る
。
す

な
わ

ち
、
天
平

十
五
年

の
布
施
申

請
解

は
、
常

写

の
み

に
携

わ

っ
た

経
師
、
常
写

・
間

写
共

に
従
事

し
た
経
師

、
問

写

の
み

の
経
師

、
そ
し

て
、
装
濫
、
校
生

と

い

っ
た
順

に
整
理

さ

れ
て
お
り
、
手
実
帳

も
そ

の
範
疇

に
基
づ

い
て
継
が
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。
そ

の
こ

と

は
、
〔
〇

一
三
〕

の
以
下
の
よ
う

な
作
成

過
程

の
復

原
よ
り
推

測
し
う

る
。

(
1
)
ま
ず
、
前
提
と
し

て
、
①
九
月
以
前

の
常

写
経
師
手
実

、
②
十

月
か
ら
十

二
月

の
常

写

経
師
手
実
、
③
常
写

の
校

生
手
実
、
④
九
月

以
前

の
問

写
経
師
手

実
、
⑤

十
月

か
ら

十

二
月

の
間
写
経

師
手

実
、
⑥
問
写

の
校

生
手
実
と

い
う

ま
と
ま
り

で
手
実
が
継

が
れ

る
。
そ
の
う
ち
、
常
写

の
経

師
手

実
継
文

に
関
し

て
は
、
そ

の
ま
と

ま
り

の
中

で
、
常

写

の
み

に
関
与

し
た
経
師
手
実

は
前

半

に
、
常
写

・
閾

写
と
も

に
従
事

し
た
経
師

は
後

半

に
配
列

さ
れ
て

い
る

こ
と

が
注
目
に
値
す

る
。
そ

の
よ
う
な

配
列
は
、
前
述

の
よ
う

な
布
施
申
請
解

案

の
内
容
形
式

に
対
応
す

る
も

の
だ
と

い
え

る

の
で
あ
る
。
な
お
、
間

写
手
実

の
中

で
は
、
常

写

・
間
写
と
も

に
写
し
た
者

の
手

実
が
特

に
ま
と
め
ら

れ
る

こ

と
は
な

い
。

(2
)
常
写

・
問
写
毎

に
、
九

月
以
前

の
経
師
手
実
継
文

(①

、
④

)
の
前
に
、
十
月

か
ら

十

二
月

に
か
け
て

の
経
師
手

実
継
文

(②
、
⑤
)
が
貼
り

継
が

れ
る

の
で
あ

る
が
、
そ

の
前
段
階
と
し

て
、
後
者

の
冒
頭
で
端
裏

書

(「
常
手
実

十

五
年

十

一
一月
以

往
」
、
「
間

校
生
手
実
〈
九
月
以
往

〉
」
)

の
付
さ
れ
た
手
実

(常
写

の
場
合
は
そ

の
次
に
位
置
す

る

手
実
も

一
緒
に
)
が
切
断
さ

れ
、
前

者

の
冒
頭

に
貼
り
継
が

れ
る
。
こ
れ

は
前

者

の
端

裏
書

(
「常
疏
校

生
手
実

〈
九

月
以
往

〉
」
、

「
間
校
生
手

実
〈
九
月

以
往

〉
」
)
と
後
者

の
端
裏
書

を
並

べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ

の
手

実
帳

が
九

月
以
前
か

ら
十
二
月
ま

で

の

内
容
を
含

ん
だ
も

の
で
あ
る
と

い
う
事

実
を
明
示
す

る
目
的

で
な
さ
れ

て

い
る

(巻

物

と
し

て
巻
か
れ
た
状
態
に
お

い
て
)
。

(
3
)

こ
う
し

て
出
来
上
が

っ
た
常
写

の
経
師
手
実
継
文

と
問
写

の
経

師
手
実
継
文

の
そ
れ

ぞ

れ

の
後
ろ

に
、
校
生
手
実

(③

、
⑥

)
が
貼
り

継
が

れ
て
、
常
写

・
間

写
毎

に
作

業

者
全

体

の
仕
事

が
把
握

で
き
る

よ
う

に
な

る
。
そ

の
後

で
、
常
写
分
を
前

に
し

て
両
者

を
接
続

し
て
完
成
す

る
。

手

実
帳
は

こ
の
よ
う

に
編
成

さ
れ
た
も

の
と
推

測
さ
れ

る

の
で
あ

る
が
、
最
後

に
布

施
申

請
解
案
と

の
関
係
に

つ

い
て
言
及
す

る
。
ま
ず

、
手

実
を
提
出

し
た
作
業
者

よ
り

も

、
布
施

申
請
解
案

に
名

前

の
み
え

る
作
業
者
数

の
方
が
多

い
と

い
う

こ
と

に
関
し

て
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で
あ

る
が
、
布
施
申

請
解

案

に
の
み
名

の
み
え

る
者

に
は
、
「
元
手
実
」
と

の
追

記

が

あ

っ
た
り

、
そ

の
作
業
者

に

つ
い
て
の
記
載
自

体
が
後

の
補
筆

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た

り
す

る
の

で
、
こ

の
手
実
帳

が
布

施
申
請
解

案
作
成

の
た

め

の
基
礎
資
料

と
し

て
用

い

ら
れ
た
と

い
う
事
実

は
恐
ら
く
問
題

な

い
で
あ

ろ
う

。
た
だ
、
手

実

に
は

一
つ
の
例

外

を
除

い
て
布
施
支
給
額

が
記
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

、
布
施

申
請
解
案

に
他

の
資
料

に
基

づ
く
と
考

え
ら
れ

る
訂
正
が
多
く

み
え
る

こ
と

、
手
実
帳

の
中

に
装
濫

の
手

実
が
含

ま

れ

て

い
な

い
こ
と
等

か
ら
、
こ

の
手
実

帳
は
あ
く
ま

で
基

礎
資
料

で
あ

っ
て
、
他

に
よ

り
正
確

な

い
く

つ
か

の
情
報
を
も

た
ら
す
資
料

が
存
し
た

こ
と
は
確
か

で
あ

る
。
ま
た
、

同

一
人
物

の
二

つ
以
上

の
手
実

が
あ
る
場
合
、

そ
の
ど
ち
ら

か
に
し
か
朱
筆

で

「
合
」

字

が
記
さ
れ

て

い
な

い
と

い
う

こ
と
が
、
校
生

の
手

実
に
関

し
て
は

い
え

る
の
で
あ

る

が
、
経
師

の
手
実

に
は
そ

の
よ
う

な
場
合

で
も

両
方

に

「
合
」
と
書
か

れ

て
い
る
場
合

が
多

い
。
こ

の

「合
」
は
給
銭
文

言
を
書

か
な

い
方

の
手

実

に
書
込

ま
れ

る

「合
」
と

は
違

っ
て
、
単

に
布

施
申
請
解

案
と

の
記
載

の
合
致
を
示
す
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

ち

な
み
に
、

〔1

0
0

こ

か
ら

〔1

0
0
六
〕

の
手
実

は
対
象
と
す

る
時
期
が
ず

れ

て
お
り
、
本
来
別

の
手
実
帳

の

一
部

で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
布
施
申
請

解
案

が

作

成
さ
れ
た

の
ち

の
い
ず
れ
か

の
段
階

で

一
括
さ
れ

て
し
ま

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
複
雑

な
形

態
を
有
す

る
手

実
帳

の
成

り
立
ち

に

つ
い
て
考

察
を
加

え
た

が
、

こ

の
よ
う

な
形
態
を
と

る
に
至

っ
た

の
は
、
布

施
支
給

に
際
し

て
、
常

写

・
間
写
共

に

関
与
し

た
者
に
対

し
て
特
別
な
注
意

が
払
わ
れ
、
そ

れ
に
対
応
す

る
形

で
季
別

、
作

業

種
別

の
手

実
継
文

が
再
編
さ
れ
た

こ
と
に
よ

る
と

考
え
ら
れ

る
。
す

な
わ
ち
、

二

つ
の

写
経
事
業

に
お
け

る
布
施

の
管
理
を

で
き
る
だ
け

錯
誤

の
な

い
よ
う

に
処
理
す

る
と

い

う
目
的

の
も
と
、
手
実
帳
は
作
成
さ

れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

〔
〇

一
五
〕
律
論
疏
集
伝
等
本
収
納
井
返
送
帳

皆

川
論
文

五

一
二
～
五
一
三

頁
参

照
。
七

月

二
十

一
日

・
八
月

四
日

に
は
五
十

部
法

華
経

関
連

の
記

載
あ
り
。

こ
の
後

に
続
く
部
分

に

つ
い
て
、
皆
川
論

文

で
は

『大

日
本

古

文
書
』

で

「経

疏

本

出

入

帳

案
」
と

さ

れ

る
、
塵

芥

2
4
④
裏

(二

四
5
0
9
～

5
1
0
)
と
本
帳
簿

の
類
似
性
を
指

摘
す
る
が
、
結
局

、
連

続
を
想
定

す

る
こ
と
は

困

難
と
判
断
し

て
い
る
。

『正
倉

院
年

報
』
十
四
は
塵
芥

2
4
④
裏
以
後

の
接
続

の
復

元
案

を
示
し

た
う
え

で
、
天
平

二
十
年

七
月
頃
、
造
東

大
寺
司

の
も

と

で
新
た

に
作

成

さ
れ

た
帳
簿

で
あ

る
と

の
見
解
を
示
す
。

〔〇

一
七
〕
問
校
帳

雑
書

充
装
濫
等

帳

〔〇
三

二
〕

に
対
応
す

る
記

載
あ
り
。

冒
頭

に

「天

平
十
五
年

五

月
」
と
あ

る
が
、
追

い
込

み
形
式

で
書
か

れ
て

い
く

の
は
天
平
十
六
年

三
月
七

日
か
ら

で
あ

り
、
そ

の
前
後

に
天
平
十
五
年

五
月
か
ら

の
記

載
を
ま
と

め
て
記
し
た
と
考

え
ら

れ

る
。
給
銭

に

つ
い
て
も

「已
上
皆
先
給
了
」
と

い
う

よ
う

に

一
括

さ
れ
て

い
る
。

〔
〇

一
九

、
〇
二
九
、

〇
三
〇
〕
常
疏
充
紙
帳

〔
〇

一
九

〕
と

〔
〇
三
〇
〕

の
二

つ
の
帳
簿

は
、
同
じ
く

五
月

一
日
経
書

写
事

業

の
た

め

の
充
紙
帳

で
あ
る
が
、
直
接

の
接

続
が
確
認

で
き
な

い
。
ま
た
、
記
載

さ
れ

た
経
師

名

も

二

つ
の
問

で
重
複
す

る
も

の
は
な
く

、
先

掲

の

〔
○
一
二
〕
、

〔〇

二
四
〕
と

い
う

二

つ
の
充
筆
墨
帳

と
内
容

を
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
〔
〇

一
九
〕
と

〔〇

一
二
〕
、

〔
〇
三

〇
〕
と

〔〇

二
四
〕
と
が
そ

れ
ぞ
れ
記
載

さ
れ
た
経
師
名

で
対
応

し

て
、
別

の
グ

ル
ー

プ
を
形
成

し

て
い
る
。
よ

っ
て
、

こ
れ
ら
は
別

々

の
帳
簿
と

し
て
作
成
さ
れ

た
も

の
で

あ
る
と
推
測
し
う
る
。

ま
た
、
も
う

一
つ
の
充
紙
帳

の
断
簡

で
あ

る

〔
〇
二
九
〕

で
は
、

〔〇

一
九
〕
と
余

馬

甘

へ
の
筆

墨

の
充
当

に
関
し

て
の
記
載

が
重
複
し

て

い
る
が
、
記
載
内

容

の
整

い
方
、

記
載

の
あ

る
期
間

の
長
さ
か
ら
す
れ
ば
、

〔〇

二
九
〕

の
方
が
後
次
的

に
作
成
さ

れ
た
も

の
で
あ

る
と
推
測
し
う

る
。
注
目
す

べ
き
は
、

〔
〇

一
九
〕

の
余
馬

甘
と
高
市
老

人

の
記

載

の
間
に
記
さ

れ
た

「切

可
除
写
名

二
」
と

い
う
文
言

で
あ
り
、
馬
甘
と
老

人

の
記
載

の
部

分
が
切
断

さ
れ
て
断
簡
と
な

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
削
除
す

べ
き
経
師

二
名

と

い

う

の
は
彼
ら

の
こ
と
で
あ

っ
て
、
実
際

に
帳
簿
か

ら
切
除
さ
れ

た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
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の
こ
と
は
、

〔
〇

一
九
〕

に
み
え

る
他

の
経
師

に
天
平
十
六
年
十

二
月

の
給
銭

に
関
す
る

記
載

が
あ
る

の
に
対

し
、
馬
甘
と
老

人
に
は
七
月

の
給
銭

の
記
載

し
か
な

い
こ
と

か
ら

も
類
推

で
き

る
。

一
方
、

〔
〇
二
九
〕

の
馬

甘
の
項
に
は
十

二
月

の
給
銭
文
言

が
付
さ
れ

て

い
る
。
切
除

の
理
由

は
詳
ら

か
で
な

い
し

(馬

甘

の
移
動

に
伴

う
措
置

で
あ
ろ
う

か
)
、

老
人

へ
の
充
紙
記
録

が

〔
〇
二
九
〕

に
な

い
こ
と

(
〔〇

一
九
〕

の
後
半
部

に
は
記
録
あ

り
)
等

か
ら
、
〔
〇

一
九

〕
で
切
除

さ
れ
た
部
分
に

〔〇
二
九
〕
が
挿
入
さ

れ
た
か
ど
う

か
は
不
明

で
あ

る
が
、
そ

の
可
能
性

も
十
分
あ

る
。
そ

の
場
合
、
馬
甘

の
後

の
丸

部
嶋

守

、
弓

削
佐
人

へ
の
充
紙
記
録

が
天
平
十
六
年

か
ら

で
あ

る
の
で
、
作

成
も
そ

の
時
点

で
あ
ろ
う

。

〔
〇
二
〇
〕
雑
物
収

納
帳

続

々
修

4
4
ノ
ー
0
〈

2
7
>
～

〈
2
9
V
裏

は
、
『文

選
』
李

善
注
巻

五
十

二
所
収

王
命
論

・
典
論
論
文

・
六
代
論

・
博
奔
論
か
ら

の
抜
粋

で
あ
る
が
、

『南
京
遺
芳
』

に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
内
藤
乾
吉

「
正
倉
院
古
文
書

の
書
道
史
的
研
究
」

(正
倉

院
事
務
所

編

『正
倉
院

の
書

蹟
』
日
本
経
済
新

聞
社
、

一
九

六
四
)
、
東
野
治
之

「奈

良
時
代

に

お
け

る

『文
選
』

の
普

及
」

(『
正
倉

院
文
書

と
木
簡

の
研

究
』

塙
書
房
、

一
九
七

七
)

な
ど

が
言
及
し

て
い
る
。

〔〇

二

一
〕
写
経
所
解
案

筆
墨
申
請

の
た
め

の
解

案

で
あ

る
が
、
記
載
さ

れ
た

三
名

の
経
師

へ
の
筆

墨
充
当

状

況

は
す

べ
て
大
官

一
切
経
筆
墨
充

帳
案

〔○
〇

八
〕
と
対

応
し

て
い
る

の
で
、
大
官

一

切
経
書

写
に
伴
う
も

の
で
あ

る
と

考
え
ら

れ
る
。
な

お
、

「写

疏
所
解
」

で
な
く
、

「写

経
所
解
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と

に
も
注
意
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

〔
〇
二
二
〕

五
十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
等
充

紙
帳

〔〇

二
ニ
ー

○
〇

一
〕

は
五
十
部
法
華
経
書

写
事
業

の

一
部

と
し

て
書
写

さ
れ
た
法
華

摂
釈

の
充
紙
帳

、
〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
二
〕
、
〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
三
〕
は
五
十
部
法

華
経

の
充

紙
帳

で
あ

る
。

〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
二
〕

に
は

「
私
紙
充
帳
」
と

の
端
裏
書

が
あ

っ
て
、

八

月

に
充
紙
さ

れ
た
経
師

の
記
録
と
し

て
独
立
し

て

い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
〔
〇
二

ニ
ー

○
〇
三
〕

の
冒
頭
に
は

「
僧

正
/
法
華

経
天
平
十

五
年
九

月

三
日
初
紙
」
と
記

さ

れ
て
お
り
、

同
様

に
独
立
し
た
帳
簿

で
あ

っ
た
。

〔
〇
二
ニ
ー

○
〇

二
〕
は
前
半

部
に
経

師
名

を
横
書
き

に
し
て
八
月

の
充

紙
記
録
が
書

か
れ
、
そ

の
後

に
本
来

〔
〇
二

ニ
ー

○

〇
三
〕
に
記
載
さ

れ
る
べ
き
十
月

以
降

の
数
名

の
経
師

名

(前
半
部

に
み
え
る
経

師

で
、

九

月

の
充
紙

が
予
定
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
者

を
含

む
)
が
余
白
を

利
用
し

て
縦
書

き

で

記
さ
れ
て

い
る
。
〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
二
〕
と

〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
三
〕
が
継

が
れ
た

の
も
、

こ

の
記
載
が
な
さ
れ
た
時
期

で
あ

っ
た
と

推
測

で
き

る
。

一
方

、
〔
〇
二

ニ
ー
○
○

こ

と

の
接

続
は
推

定

で
あ

り
、
そ

の
時
期
も

特
定

で
き

な

い
。
な

お
、
〔
〇

二

ニ
ー

○

〇

三
〕
に
は
、
十
月

二
十

六
日
か
ら
十

一
月

二
十

五
日
に
か
け

て

「
堂
」

に
送

ら
れ
た

五

十
部
法
華

経
料
紙

の
記
録

が
な
さ
れ

て
お
り
、
大
官

一
切
経

書
写

の
場
た

る

「堂
」

に

お
け
る
、
五
十
部
法
華

経
書
写

の
進
行
状
況

の

一
端
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

〔〇

二
六
〕
五
十
部
法
華
経
井
法
華
摂
釈
経
師
等
手
実
帳

五
十
部
法

華
経
書
写
事
業

の
手
実

帳

で
あ
る

〔〇

二
六
〕
は
、

一
見
、
雑

然
と
貼

り

継
が

れ
た
よ
う
な
感
が

あ
る
が
、
個

々
の
手

実
は
布
施

の
支
給
時
期
と

明
確

に
対
応

し

て
並

ん
で

い
る
。
そ

の
こ
と

は
、
五
十
部
法
華

経
布
施
充
帳

〔
〇
四

七
〕
を
検

ず

る
と
、

よ
く
理
解

で
き

る
。

〔〇
四
七
〕
は
五
十
部
法
華
経
書
写

に
携
わ

っ
た
作
業
者

の
名

前

・

作
業

量

・
給

銭
額
を
、
布
施
支
給

が
実
行

さ
れ
た
日
付
順

に
記
し

て
い

っ
た
帳
簿

で
あ

る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
五
十
部

法
華
経
書
写
事

業
に
伴
う
布

施

の
支

給

は
、
①
十

月

二

十

七
日
、
②

十

一
月
六

日
、
③
十

一
月
十

日
、
④
十

一
月

十
二

日
、
⑤
十

一
月
十

七
日
、

⑥
十

一
月
三
十

日
、
⑦
十

二
月

一
日
、
⑧
十

二
月

二
日
、
⑨

十

二
月

三
日

以
降
、
と

い

う

日
付

に
な

さ
れ
て

い
る
が
、
手
実
継

文
も
上
記

の
日
付
毎

に
編
成

さ
れ

て

い
っ
た
よ

う

で
あ
る
。
そ
の
形
成
過
程

の
復

元
は
以
下
の
通

り
で
あ

る
。

(1
)
法
華
経
手
実

の
整
理

の
前

に
、
法

華
摂
釈

の
手

実

(布

施
は
未
給

の
ま
ま

で
、
布
施

充

帳

に
も
記
載

な
し
)
が
右

か
ら
左

へ
日
付

順

に
継

が
れ

た
形

で
整

理

さ
れ

て

い
る
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(〔1

0

五

二
〕

～

〔ー

〇
五

八
〕
)
。
ち

な

み

に
、
後

半

に
位

置
す

る
檜

前
麻

呂

手

実

〔1

0
五
七
〕

に

「僧

正
御
所

校

生
手
実

〈
九

月
以

往
〉
」
と
あ

る

の
で

(
『大

日
本

古
文
書
』
は

二
つ
前

の
大
友
小

田
次
手
実

〔1
0

五
五
〕

の
端

裏
書
と
す

る
が
、
誤
り
)
、

も
と
は

こ

の
手
実
を
先

頭
に
季
毎
、
作
業
種

別

(写
経

・
校
正
等

)

で
手
実

継
文

が
編

成
さ

れ
て

い
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
は
法
華
経
と
法
華

摂
釈

の
区

別
な
く
貼

り

継
が

れ
て

い
た
ら

し
く
、
現
存

の
手
実

帳
を
作
成
す

る
際
に
再
編
成

さ
れ
た

の
で
あ

ろ

・つ
。

(
2
)
法
華
経
書
写
事
業

に
お

い
て
、
ま
ず
、
①

の
段

階

で
布

施
を
受
け

た
経
師

・
装
溝

・

校
生

の
手
実

の
継
文

が
作
成

さ
れ
る

(〔1

0
四

二
〕
～

〔-

〇

五
一
〕
)
。

お
そ
ら
く
は
、

手
実

が
提
出

さ
れ
た
順

に
、
季
毎
、
作
業
種

別

で
貼
り
継

い
で
い

っ
た
も

の
を
、
布
施

支
給

の
資
料
と
す

る
た
め

に
再

編
成
し
た

の
で
あ

ろ
う
。
そ

の
継
文

が

(1
)

の
法
華

摂
釈
手
実
継
文

の
右
側

に
貼
り
継

が
れ
る
。

(3
)
十

一
月

の
あ

る
時
期

に
、
経
師

の
角
恵

麻
呂
、
校
生

の
余
馬

甘
と
王
広
麻

呂

の
手
実

(〔1

0

四

二
〕
、
〔l

O

五

九
〕
～

〔1

0

六

二
〕
。
校

生

手

実

は

二
季

分

ず

つ
)

が

「堂
」

か
ら
送
付

さ
れ
る

(王
広

麻
呂
手
実

に

「
已
上
校
生
手
実
受
縄

万
呂
」
と

い
う
異

筆
書

込
み
が

あ
る
こ
と
、
他

の
史
料

よ
り

「
堂
」

で
の
活
動

が
確
認

で
き

る

こ
と
等

よ

り

の
推
定
)
。
そ

れ
を

受
け

て
、

(
2
)

で
成

立
し
た
継
文

に
貼

り
継

ぐ

の
で
あ

る
が
、

現
状

で
は
経

師
手
実
は
そ

の
右
側

に
、
校
生
手

実
は
左
側

に
そ
れ
ぞ
れ
貼
り

継
が
れ

て

い
る
。
こ

こ
で
経

師
手
実
と
校

生
手

実
が
左
右

に
分
離
さ

れ
る

の
は
、
以
下

の
よ
う

な

事

情

に
よ

る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十

一
月
十
日
を
最
後

に
、
校
生

へ
の
給

銭

記
録
が
布
施

充
帳

に
み
え

な
く
な

っ
て

い
る

の
で
、

こ
の
頃
に
校
生

に
関
し
て
は
布

施

充
帳

に
よ
る
管
理
か

ら
は
ず
れ
た

よ
う

で
あ

る
。
よ

っ
て
、
校
生
手

実

は

(
2
)

で
成

立
し
た
継

文

の
右
側

で
は
な
く
、
左
側

に
貼

り
継
が

れ
、
誤

っ
て
布
施
充
帳

作
成

の
資

料
に
組
入

れ
ら

れ
な

い
よ
う

に
す

る
為

の
処
置

が
な
さ
れ
た
と
推
定

で
き

る
。
さ

ら
に

推
測
を
加

え
れ
ば
、
手
実

の
十

一
月

五
日
と

い
う

日
付

は
校
生
手
実

が
別
扱

い
に
な
る

十

一
日
以
降
よ
り
前
な

の

で
、

一
旦
は
右
側

に
継
が

れ
て

い
た
校
生
手

実
に

つ

い
て
、

十

一
日
以
降

に
編
成
替
え

が
な
さ
れ

た
可
能
性
も
あ

る
。
こ
れ
以
降
、
校

生

の
手
実

は

全

て
の
時
期
を
通
じ

て
左
側
に
継
が
れ

て
い
る

(
〔1
0
六
三
〕
～

〔ー

〇
七
〇
〕
)
。

(
4
)
経
師
手
実

に
関
し

て
は
、
給
銭
月

日
毎

に
ま
と

め
ら
れ
、
上
記
継
文

の
右

に
②

、
そ

の
右

に
③

、
④

、
⑤
と

い

っ
た
順

で
貼

り
継

が

れ

て

い
く

(②
…

〔1

0
三

九
〕
～

〔ー

〇
四
二
〕
、
③

…

〔1

0
三
四
〕
～

〔1

0
三

八
〕
、
④

…

〔1

0
三

一
〕
～

〔1

0

三

三
〕
、
⑤

…

〔1
0

二
九
〕
～

〔1

0
三
〇
〕
)
。
貼
り
継
が

れ
た
時
期

は
特
定

で
き
な

い
が
、

(
3
)

の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
⑤

の
時
期

の
継
文

が
整
理
さ

れ
た
段
階

で

一
括

し
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
な

お
、
②

以
降

に
関

し
て
は
、
「
堂
」
か
ら
送

付

さ
れ
た
手
実
も

最
初
か
ら
継
文

の
中

に
組
込

ま
れ

て
い
る

(送
付

さ
れ
た
時
期

と

の

兼
合

い
も

あ

っ
て
、

(3
)
と
は
異
な

っ
て

い
る

の
だ
ろ
う

か
。
ち
な

み
に
、
⑤

で
の
充

当

は

「堂
」

か
ら
送
付

さ
れ
た
手
実

の
み
に
よ
る
)
。

(5
)
布
施
充
帳

に
み
え

る
⑥

か
ら
⑨

の
時
期

に
関
し

て
は
、
①
か

ら
⑤
ま

で
と
異
な
り
、

手

実
が
給
銭

月
日
ご
と

に
再
編

さ
れ

る
こ
と

は
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
経
師
手
実

継
文

(〔ー

O
O
二
〕
～

〔1

0
二
八
〕
)

が
、
恐

ら
く
提

出
さ
れ
た
順
に
そ

の
ま
ま
並

べ
ら

れ
、

⑤

ま

で
の
継
文

の
右
側
に
張
り
継

が
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の

こ
と

は
、
布

施
充

帳

の
①

か
ら
⑤

の
日
付

の
上
に
み
え

る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支

給
額

の
総
計

が
、
⑥

以
降

に

は
書
込
ま

れ

て
い
な

い
こ
と
と

対
応
す

る
。
こ

の
よ
う
な
手
実

帳

の
編
成

に
お
け
る
変

化
は
、
案
主

が
交
替

し
た

こ
と

に
そ

の
理
由

の

一
端
を
求

め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

つ

ま
り
、
布
施
充
帳

の
⑤

以
前

の
時
期

に
関
し

て
は
、
王

国
益

・
阿
刀
酒

主
が
案

主
と

し

て
処
理

し
て

い
る

の
に
対

し
、
⑥

か
ら
⑨

ま

で
の
時
期

で
は
辛
国

人
成
が
案
主

と
な

っ

て
い
る

の
で
あ
る

(手
実

の
勘
検
に
お

い
て
も
同
様
)
。
案
主
ご
と

に
事

務
処
理

の
方
法

が
異
な

っ
て

い
た
と

い
う

の
は
夙

に
指

摘
さ
れ

て

い
る
事
実

で
あ

っ
て
、
手

実
帳

の
ま

と
め
方

の
違

い
も
そ

の
よ
う
な
変
化

に
基
づ
く
と
考
え

ら
れ

る
の
で
あ

る
。
そ
れ
以

外

に
は
、
⑤

の
時
期

ま

で
に

一
旦
整

理
が
終

了
し
て
お
り
、
以
後

の
期
間

に

つ
い
て
は
、

138



五
十
部

法
華
経
書
写
事

業

の
最
終
段

階

で
短
期

間
に
事
務
処

理
を

一
気
に
行

っ
て
そ
れ

を
付
け
加
え
た

の
で
、

こ
の
よ
う
な
形

に
な

っ
た
と

い
う
事
態
も
想
定

で
き

る
。

(
6
)
最
終
的

に
、
料
紙
数
、
布
施
支
給

額

の
総
計

を
記
し
た
紙

〔1
0

0

一
〕
が
冒
頭

に

張
り
継

が
れ
、
手
実
帳
と

し
て
完
成
す

る
。

現

状
に
則
し

て
推

測
を
重
ね

る
と
、
上
記

の
よ
う

な
状

況
を
想

定

で
き

る
。
な

お
、

い
く

つ
か
言
及

す

べ
き
点
が
残

っ
て
い
る
。
ま
ず

、
手

実

の
日
付
と
、
布

施
充
帳

で
実

際
に
布
施
を
受

け
た
と
さ

れ
る
日
付
が
前
後

す
る
例

が
二

つ
存
す
る

こ
と

で
あ

る
。
具

体
的
に
は
、
角
恵
麻

呂
手
実
は

十

一
月
五

日
作
成

だ
が
、
布
施
充
帳

で
は
十
月

二
十
七

日
に
布
施

が
充

当
さ
れ
、
大
友

小
田
次
手
実

は
十

一
月
十

一
日

の
も

の
だ

が
、
布
施

は

十

一
月

六

日

に
受

け

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
れ

は
法

華

経
書

写

の
場

が

写

疏
所

と

「
堂
」

と
に
分
離

し
て

い
て
、

「堂
」
か
ら
手

実
が
送
付

さ
れ

て
い
た
と

い
う
事

態
等

の

諸
事
情

に
基

づ
く
混
乱

で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る

が
、
手
実

の
日
付
が
実
際

の
日
付
を

反

映
し

て
い
る
と
も
限
ら
な

い
よ
う

で
あ
る
。

次

に
、
「
上
」
と
記

さ
れ
た
手

実

に
関
し

て
言
及

し
た

い
。

「上
」
と

の
注
記

が
、
大

官

一
切
経

を
書
写

し
て

い
た

「
堂
」
に
お
け

る
作
業
を
示

し
て

い
る

こ
と
は
、
告
朔

解

案
と

の
対
応

に
よ
り
確

認

で
き

る
。
そ

し

て
、
そ

の
よ
う

な
手

実
に

お

い
て
、
多
く

の

場
合
、
勘
検

文
言
を
記

し
て

い
る

の
は
辛
国
人
成

で
あ
り
、
実
際
に
充
銭

す
る
際

に
は

阿
刀
酒
主
が
チ

ェ
ッ
ク
を
行

っ
て

い
る
こ
と
も

分
か
る

(「
勘
人
成
」

に
対

し
て

「
検
酒

主
」
、

「検
人
成
」

に
対
し

て

「充
酒
主
」
等
)
。
辛

国
人
成

は
大
官

一
切
経
書

写
関
連

の

文
書

・
帳
簿

に
案
主
と

し
て
署
名

し
て

い
る

こ
と

が
多

く
、
統
括
者
と

し
て

の
立

場

に

あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
が
、
更
に
写
経
所

の
案
主

で
あ

っ
た
阿
刀

酒
主

が
関
与

し
て

い
る

こ
と

か
ら
、
五
十
部
法

華
経
書
写
事

業
に
お

い
て
も
、
布

施
支
給

に
関
し
て
は

写
経
所

本
体

が
最
終
的

な
処

理
を
行

っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

〔
〇
二
七
〕
写
経
所
告
朔
解
草
案
継
文

本

文
書
は
大
宝

二
年
御
野
国

味
蜂
聞
郡
春

部
里
戸
籍
を

二
次
利
用
し

て
作
成

さ
れ

て

い
る
が
、

〔1

0
0

一
〕
と

〔1

0
0

二
〕
と
は
連
続

し
て
お
り
、
記
載
内

容
が

〔
〇
二

八
〕
・
〔
〇
二
五
〕
の
告

朔
解
案
継

文
と

一
致
し

て

い
る
。
告
朔
解
案

継
文
も

同
じ
く

御

野

国
戸
籍

の
二
次

利
用
で
あ
り
、
本
文
書

は
告
朔
解
作
成

の
た

め
の
原
資
料

で
あ

っ
た

も

の
と
考
え
ら

れ
る

(大

平
A
論
文

参
照
)
。
な
お
、

こ
こ

で
注

目
す

べ
き
は
、

〔1

0

0

こ

は
五
月

一
日
経
と

大
官

一
切

経

の
両
方

の
書

写
に
携
わ

っ
た
者
と
、
大
官

一
切

経

の
み
に
関
与

し
た
者

の
両
者
を
扱
う
文
書

で
あ

っ
た

の
に
対

し
、
〔-

○
〇

二
〕
は
大

官

一
切
経
に
関
与

し
た
者

の
み
の
記
録

で
あ

っ
て
、
さ
ら
に
、

〔ー
○
〇

一
〕
と

〔-
○

〇
二
〕
で
は
記
載

さ
れ
た
経
師
名

が
重
複
せ
ず
、

こ
れ
ら
は
大
官

一
切
経

の
告
朔

解
案

の
原
資

料
と

し

て
、
相
互
補

完
的

な
関
係

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

〔1

0

0

こ

の
存
在

は
、
七
月

以
前

の
殺
階

で
五
月

一
日
経
と

大
官

一
切

経
を
同
じ
場

で
書
写

す
る

こ
と

が
あ

っ
た

こ
と
を

示
す

の
か

、
さ
も

な
く
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
を
書
写
す

る
場

の

間

で
移
動

し
た
経
師
を
把
握

し
た
も

の
に
過
ぎ
な

い
の
か
、
迷
う
と

こ
ろ

で
あ

る
。
し

か
し
、

こ
の
二

つ
の
文
書
が
時

期
に
よ

っ
て
別
に
記
さ

れ
た
と
は
考
え

ら
れ
な

い
こ
と
、

ま
た
、
大
官

一
切
経

の
み
を

写
し

た
経
師

で
も

〔1

0

0

一
〕
と

〔1

0
0

二
〕
と

に

分
か
れ

て
記
載
さ
れ

て
い
る

こ
と
、
さ
ら

に
、

〔1
0

0
二
〕

は
独
立
し

て

い
て
、
そ

の

範
囲

で

の
合
計
用
紙
数

が
算

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど
か
ら
判
断

す
れ
ば
、
前
者

の
可

能
性

の
方
が
高

い
と
考

え
ら
れ

る
の
で
は
な

い
か
。

そ
う

な
る
と
、

こ
れ
ら

二

つ
の

一

切
経

を
写
す
場
と
、
大
官

一
切
経
を
中

心
的
に
写
す
場

の
二

つ
が
あ

っ
た

こ
と

に
な
る
。

筆
者

は
、
以
下

の
理
由

か
ら
、
前
者
が
写
疏

所

で
、
後
者

が

「
堂
」

で
あ

る
と
推

測
す

る
。
ま
ず

、
大

官

一
切
経
所
告

朔
解
草
案
継

文

〔〇

二
八
〕
に
よ

れ
ば
、
大
官

一
切
経

書

写
事
業

の
為

の
机
が
写
疏
所

に
も
置
か

れ
て

い
た

の
で
、
写
疏
所

で
も
大
官

一
切
経

の
書

写
が
な
さ
れ
て

い
た
と

い
う

こ
と

が
想
定

で
き

る
。
そ
し

て
、

〔〇

二
七
〕
を
、

五

月

一
日
経

の
五
月
か
ら
九
月
ま

で

の
行
事
を

記
し
た
写
疏
所

解
案

〔〇

四
五
〕

の
内
容

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と

、
〔ー

○
〇
二
〕
に
み
え
る
校
生

の
ほ
と

ん
ど
が
五
月

一
日

経

の
校
経
に
は
関
与

し
て
お
ら
ず

、

一
方
、
〔1

0
0

一
〕

の
校
生
は
そ

れ
に
携
わ

っ
て
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い
た

こ
と

か

ら
、

〔1

0

0

一
〕
は

写
疏

所

の
、
〔ー

○

〇

二
〕
は

「堂
」

の
記

録

で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ

る

(幾
分
ず

れ
る

の
は
、

〔〇
四
五
〕
が

五
月
～
九

月

の

文
書

で
あ

る
の
に
対
し
、

こ
の

〔
〇
二
七
〕

は
四
月

～
七
月

の
そ
れ

で
あ

る
た
め
)
。
な

お
、

〔1

0
0

一
〕

に
は
五
月

一
日
経
と
大
官

一
切
経
を
共

に
書

写
し
た
者

、
大
官

一
切

経

の
み
を
書
写

し
た
者
に
関
す

る
記
載
は
あ

る
が
、
五
月

一
日
経

の
み
を
書
写

し
た
者

に
関

し
て
は
記
録

が
な

い
こ
と

か
ら
、
写
経
所

が
作

成
し
た
、
大
官

一
切

経
書
写

の
報

告
を
主
と

し
た
解
案

で
あ

る
こ
と

が
分

か
る
。
ま

た
、
〔ー

○
〇

二
〕

に
名
前

だ
け
み
え

て
用
紙

数

の
記
録

は

〔1

0
0

一
〕

に
あ

る
経
師

(檜
前

家
万
呂

、
佐
伯
浄

足
)

の
う

ち
、
檜
前

家
万
呂

に
関
し

て
、
そ

の
名

が
大

官

一
切
経
筆

墨
充
帳

案

〔○

〇
八
〕

で
抹

消

さ
れ

て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。
こ
れ
は
、
当
初

「堂
」

で
大

官

一
切

経
を
書

写
す

る
予
定

で
筆
墨
を

充
当
さ

れ
た
者
が
、
結
局
は

写
疏
所

で
書
写
を

行
う

こ
と

に
な

っ
て

筆
墨

の
充
当
を
受

け
な
か

っ
た
た
め
、
〔
O
O
八
〕
か
ら
は
抹

消
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方

、
浄

足
は
充
当

さ
れ

て
か
ら
写
疏
所

に
移
動

し
た

の
で
あ
ろ
う

。

〔
〇
二
八
〕
大
官

一
切
経
所

告
朔

解
草
案
継

文

〔
〇
二
五
l

O
O
二
〕
と

の
比
較

か
ら
、
後
半
部

が
十

四
行
分
以
上
欠

落
し

て
お
り

、

そ

の
部
分

の
紙
が
は
が
し

と
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

一
次

利
用
面

で
あ
る
御

野

国
戸
籍

の
余
白

に
三
次
利

用

の
写
法
花
所
筆

墨
申
請
注
文
案

(天
平
十

五
年

十

一
月
十

一
日
)

〔
〇
五

こ

が
記
さ
れ
た
段
階

で
は
、
そ

の
紙
は
す

で
に
無
く

な

っ
て
い
た

か
。

三
次
利
用

の
冒
頭

に
そ

れ
ぞ
れ
帳
簿
名

が
付
さ
れ

て
独

立
し

て
い
た
事

を
も

っ
て
、
二

次

利
用

の
告

朔
解
案
帳
同

士
も
接
続
し

て

い
な
か

っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら

れ
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
大
平

A
論
文
参

照

の
こ
と

。

〔〇
三
五
〕
写
疏
所
解
案

写
疏
料
筆

墨
充
帳

〔○

=

己

の
対
応
記
載
を

み

る
と
、
己

知
蟻

石

へ
の
九
月
十

五

日

の
筆
墨

の
充
当

は
五
十
部
法
華
経
料

で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
写
法
花

所
筆
墨
申

請

注
文

〔〇

五

こ

は
法
花
所

の
名

で
の
ま
と

め
で
あ

る
が
、
実
際

の
筆
墨
申

請
解

の
作

成
は
、
五
十
部
法
華
経
料

で
も

〔〇
三
五
〕

の
よ
う

に
写
疏
所

で
な

さ
れ

て
い
た
。

〔〇
三
六
〕
経
師
充
紙
注
文

常
疏

充
紙
帳

〔〇

一
九
〕

に
対

応
記
載

あ
り
。
五
月

一
日
経

関
連

の
注
文

が
、
天
平

十
六
年

に
二
次
利
用
さ
れ
た
た
め

に
残
存
し
た
。

〔〇

三
八
〕
装
濫
紙
上
注
文

『大

日
本
古
文
書
』

に
よ
れ
ば
、
天
平
十

五
年
十

月
八
日

の
作
成

と

い
う

こ
と

に
な

る

本
注
文

で
あ

る
が
、
天
平

十
五
年
九
月

か
ら

の
記
載

を
有
す

る
五
十
部
法
華
経
充

紙
帳

〔
〇
二
ニ
ー

○
〇
三
〕
と
し

て
二
次
利
用
さ

れ
た
た

め
に
残

っ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る

の

で
、
時
間
的

な
齪
囎

が
生

じ
る
こ
と
と
な

る
。
紙
焼
写
真

を
検
じ
た
と

こ

ろ
、
「
天
平
十

五
年
」

の

「
五
」

は
滲

ん
で
お
り

、
コ
一こ

な
ど

の
誤
り

で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、

や
は
り
、
本
注
文

の
日
付

は
確

か

で
あ

っ
て
、
二
次
利
用

の
五
十
部

法
華

経
充

紙
帳
を
実
際

に
作
成
し
た

の
が
十
五
年
十

月
八
日
以
降

で
あ

っ
た
と

い
う
想
定

の

方

が
正

し

い
か
。

〔
〇
三
九

〕
五
十
部
法
華
経
充
紙
帳
案

五
十
部
法
華
経
書

写
事
業

に
お

い
て
、
十
月

八
日
以
降

の
充
紙

状
況
を

記
す
帳

簿
と

し

て
作
成

さ
れ
る
も
、
中
途

で
廃
棄

さ
れ
、
記
載
内
容

が
そ
れ
以
前

に
作
成
さ

れ

て
い

た
九
月
以
降

の
充
紙
帳

〔〇

二
ニ
ー

○
〇
三
〕
に
書
込
ま

れ
た
う
え

で
、
そ

の
帳

簿

の

用
紙
と
し

て
紙
背

を
二
次

利
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

〔
〇
四
〇
〕
写
経
所
解

月
毎

の
紙

上
記
録
を
も
と

に
、
事

務
処
理

の
最
終

段
階

で
造

仏
所

へ
の
報
告

の
た

め

に
作
成
さ

れ
た
。
千
手

経
書
写
事
業

の
全
体
像

を
示
す
唯

一
の
史
料
と

さ
れ
る
。
栄

原

永
遠
男

「天
平
十

三
年

～
十
五
年

に
お
け

る
千
手
経

一
〇
〇
〇
巻

の
書

写

(上
)
ー

関

係
史
料

の
検

討
1
」

(
『人
文

研
究

(大

阪
市

立

大
学

文
学

部
)
』
三

六
i
九

、

一
九

八

四
)
六

一
九
～
六

二
〇
頁
参
照
。

〔〇
四
三
〕
写
疏
所
解
草
案
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'

五

つ
の
断
簡

よ
り
な
る
。
続
修

後
集

9
(
1
)
と

(
3
)
は
も

と

一
紙

で
あ

っ
た
が
、
写

疏

所
解
案

の
内
容

を
改
め

る
た
め
に
中
問
部

が
切
除
さ

れ
、
現
在

の
(
2
)
が
貼
り

継
が

れ
て
訂
正

が
な
さ
れ
た
。

〔
〇
四
七
〕

五
十
部
法
華
経
布
施
充
帳

布

施

の
支
給

が
な
さ
れ
た

日
毎

の
記
録

で
あ
り

、
手

実
帳

〔〇

二
六
〕

の
貼

り
継
ぎ

順

と
の
対
応

が
確

認
で
き

る
。
詳

し
く
は
、
手

実
帳

〔
〇
二
六
〕

の
補
注
参

照
。

〔
〇
五

一
〕

写
法
花
所
筆
墨
申
請
注
文

本

注
文
は
、
法
花
所

の
筆
墨
申
請

の
記
録

で
あ

る
。
申
請
は
個

々
の
経

師

の
作

業
実

績

を
記
し
た
う

え

で
な

さ
れ

て

い
る
が
、
そ

こ
に
は

「
法
花
」
、
「
官
」
、
「
浬
繋
」
、

「私

紙
」
等

、
写
経
事
業
毎

の
区
別
が
付

さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
、
大
官

一
切
経

の
筆

墨
充

帳

案

〔
○
〇
八
〕
を
検
ず

る
と
、
こ

の
申
請

に
基
づ

い
て
な
さ
れ

た
筆
墨

の
充
当

(建

部

広
足
、
古

頼
小

僧
、
茨

田
久

治
万
呂
、
佐
伯
浄
足
)
が
確
認

で
き
、
「
堂
」
に
お

い
て

も

五
十
部
法
華

経
書
写
が
行

わ
れ

て

い
た
こ
と
が
分

か
る
。

一
方

、
大

官

一
切

経
筆
墨

充

帳
案

に
名
前

が
あ
り
、
か

つ
、
本

注
文

で
写
法
華

経
料

の
筆
墨
申
請

が
な
さ

れ

て

い

る
経
師

で
、
申
請

日
近
辺
に
充
当

の
事
実
が
確

認
で
き
な

い
者

は
、
常

疏

の
筆

墨
充
帳

の
方

に
あ
ら
わ
れ
て

い
る

(丸

部
石
敷
、
漢
浄
万
呂
)
。
彼
ら
が
筆
墨

の
充
当

を
受
け
た

の
は
、
「堂
」

か
ら
写
疏
所
本
体
に
帰
還

(恐
ら
く
十
月
頃
)
し
た
後

の
こ
と
だ

っ
た

の

で
あ
ろ
う

。

な
お
、
本
注
文

に
み
え
る

「
浬
樂
」
は

天
平
十
五
年

の
他

の
帳

簿

で
は
確
認

で
き
な

い
が
、
間
写

の

一
部
で
あ
ろ
う
か
。

〔
〇
五
七
ー

○
〇

一
〕
写
経
所

解
案

天
平
十
五
年

の
年
紀
を
有

す
る
が
、
天
平

十
六
年

の
年
紀

を
も

つ

〔
〇
五
七
-
○

〇

二
〕
、
〔
〇
五
七
1

0

0
三
〕
と
共

に
、
天
平
十

七
年

に

〔
〇
五
七
1
0

0
四
〕
を
作
成

す

る
段
階

で
、
写

し
と
し

て
書

か
れ
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る

(石

上
英

一

「和

泉
監
正

税

帳

の
料
紙
構

成

の
編
成
過

程
」
、

『正
倉
院
文
書

研
究
』

3
、
吉

川
弘
文

館
、

一
九
九

五
）
。
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